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Waters へのお問い合わせ

Waters 製品へのご要望、 または輸送、 取り外し、 および廃棄に関する技術的な質問は、 Waters
までお問い合わせ く だ さ い。 イ ン タ ーネ ッ ト、 電話、 ま たは手紙でお問い合わせ く だ さ い。

安全に関する注意事項

Waters の装置およびデバイ スで使⽤する試薬およびサ ン プルの中には、 化学的、 生物学的、 ま
たは放射線学的な危険性（またはこれら の組み合わせ）を引き起こすものがあ り ます。使⽤するす
べての物質に対して、潜在する有害な影響を把握していただ く必要があ り ます。必ず優良試験所基
準 (GLP) に従い、 所属する組織の標準操作手順書ならびに地域の安全要件を参照して く だ さ い。

危険標識記号に関する通知

 記号が使われているあ らゆる場合に、 ⽂書を参照し て、 危険を引き起こす可能性がある原
因の本質および実施する必要がある ア ク シ ョ ン を明確にする必要があ り ます。

2489 UV/Vis 検出器に固有の注意事項

電源コードの交換に関する危険性

Waters へのお問い合わせ

お問い合わせ方法 情報
イ ン タ ーネ ッ ト 世界各国の Waters へのお問い合わせについては、 Waters の 

Web サイ ト をご覧 く だ さ い。 www.waters.com をご覧 く だ さ い。
電話および フ ァ ッ ク ス番号 電話：フ リ ー ダ イ ヤル 0120-800-299

フ ァ ッ ク ス：東京 03-3471-7118、 大阪 06-6300-1734

郵送 日本ウ ォ ー タ ーズ株式会社
グ ローバルサポー ト サー ビ ス
〒 140-0001
東京都品川区北品川 1 丁目 3 番 12 号
第 5 小池ビル

警告：感電を防止する ため、 ⽶国では SVT 型、 ヨ ー ロ ッ パでは HAR 型（ま たはそれ以
上）の電源コ ー ド を使⽤し て く だ さ い。 電源コ ー ドは、 適切な定格のもの と のみ交換し て
く だ さ い。 その他の国で使⽤する コ ー ド については、 各国の Waters 代理店にお問い合わ
せ く だ さ い。
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FCC 放射線放射に関する通知
規制機関か ら明確な承認を受けずに変更や改造を⾏う と、 本装置のユーザー と し ての承認が無効
になる可能性があ り ます。 こ の装置は FCC 規則のパー ト  15 に適合し ています。 こ のデバイ スの
操作は、 以下の 2 つの条件の対象と な り ます。 (1) こ のデバイ スは有害な電磁波干渉を引き起こ
し ませんが、 (2) こ のデバイ スは誤動作の原因になる干渉を含むあ らゆる干渉を受ける可能性が
あ り ます。

電源安全通知
電源コー ド の接続を外し に く い位置に、 装置を置かないで く だ さ い。

装置の誤使用に関する通知
装置が製造業者によ り指定された方法以外で使⽤された場合は、 装置の設計に組み込まれている
事故防止のための保護が無効になる場合があ り ます。

安全に関する勧告
警告および注意の総合⼀覧については、 付録 A を参照し て く だ さ い。

この装置の操作

こ のデバ イ ス を操作する際は、 標準の品質管理 (QC) 手順と こ のセ ク シ ョ ン のガ イ ド ラ イ ン に
従っ て く だ さ い。

適用される記号

記号 定義
製造者

製造日

EC（欧州共同体）の認定代理⼈

製造された製品が該当するすべての欧州共同体指令に準拠し てい
る こ と を公式に表明し ます
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対象読者および目的
こ のガ イ ドは Waters 2489 UV/Visible 検出器の設置、操作、 および メ ン テナ ン スの担当者を対
象と し ています。

2489 UV/VIS 検出器の使用目的
Waters では、 多 く の化合物を分析およびモ ニ タ ーする よ う に  2489 UV/VIS 検出器を設計し ま
し た。

キ ャ リブレーシ ョ ン
LC システムのキ ャ リ ブ レーシ ョ ン を⾏う には、少な く と も  5 つの標準試料を使⽤して、条件に合っ
たキ ャ リ ブ レーシ ョ ン メ ソ ッ ド に従い、 検量線を作成し ます。 標準試料の濃度範囲は、 QC サン プ
ル、 標準的な試料、 および標準的でない試料の全範囲を含むよ う に設定し て く だ さ い。

 ま たは 

オース ト ラ リ アの EMC に準拠し ています

製造された製品が、 該当するすべての⽶国およびカ ナ ダの安全要
求事項に準拠し ている こ と を公式に表明し ます

使⽤方法を参照し て く だ さ い

交流

こ の記号が付いている電気および電子機器には有害物質が含まれ
ている こ と があ り、 ⼀般廃棄物と し て廃棄し てはな り ません。
廃電気・電子製品に関する欧州連合の指令 (WEEE) 2012/19/EU 
に準拠するための正しい廃棄と リ サ イ ク ル手順については、
Waters Corporation にお問い合わせ く だ さ い。
シ リ アル番号

部品番号およびカ タ ロ グ番号

記号 定義

���
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品質管理
通常よ り も低い濃度、通常濃度、 および通常よ り も⾼い濃度の化合物を代表する  3 つの品質管理
(QC) サ ン プルを定期的に分析し て く だ さ い。 サ ン プル ト レ イ が同じ ま たは非常に似ている場合
は、QC サン プルの ト レ イ内の位置を変えます。QC サン プル結果が許容範囲内である こ と を確認
し、 毎日および分析のたびに精度を評価し て く だ さ い。 QC サン プルが範囲外の と き に収集され
たデー タは、 無効と なる場合があ り ます。 装置が適切に機能し ている こ と が確認でき る まで、 こ
れら のデー タ を レポー ト しないで く だ さ い。

EMC に関する注意事項

カナダ - スペクトル管理エ ミ ッ シ ョ ン ノート
こ の ク ラ ス  A デジ タ ル装置は Canadian ICES-001 に準拠し ています。

Cet appareil numérique de la classe A est conforme à la norme NMB-001.

ISM 分類：ISM グループ 1 クラス B
こ の分類は、 CISPR 11、 ⼯業 ・科学 ・医療⽤ (ISM) 機器の要件に従っ て指定されています。 

グループ  1 の製品は、 意図的に生成および / または使⽤される、 装置の内部機能に必要な導電結合
無線周波エネルギーに、 適⽤されます。 

ク ラ ス  B の製品は、商業⽤および家庭⽤の両方に適し てお り、低電圧の電源供給ネ ッ ト ワー ク に
直接接続する こ と ができ ます。

EC の認定代理⼈

Waters Corporation
Stamford Avenue
Altrincham Road
Wilmslow SK9 4AX UK

電話番号： +44-161-946-2400

フ ァ ッ ク ス番号： +44-161-946-2480

連絡窓⼝： 品質管理マネージ ャ ー (Quality manager)
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1 操作の理論と原理

こ の章では 2489 UV/VIS 検出器の機能の概要と、操作の理論と原理について説明し ます。
関連項目：シス テムの仕様については付録 B、⾼速液体ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー (HPLC) の溶
媒の取り扱い時の注意については付録 C を参照し て く だ さ い。

1.1 検出器の説明

2489 UV/Vis 検出器は、 ⾼速液体ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー (HPLC) ア プ リ ケーシ ョ ン⽤の 2 チ ャ ン
ネル取り込み可能な紫外/可視 (UV/Vis) 検出器です。

図 1–1: 2489 UV/Vis 検出器 

本検出器はス タ ン ド ア ロ ー ン ユ ニ ッ ト（イ ン テ グ レ ー タ ー使⽤）ま たは Waters ク ロ マ ト グ ラ
フ ィ ーシス テムの⼀部と し て使⽤でき ます。

本検出器は Empower® ま たは MassLynx® ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ アのいずれか
で設定でき ます。
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
15 ページ



表 1–1: 検出器の機能

機能 説明
ス タ ン ド ア ロ ーンのプ ロ グ ラ ム機能 ユーザー定義プ ロ グ ラ ム（または メ ソ ッ ド）

を最大 5 つ まで保存でき ます。 それぞれが
最大 50 までの設定可能なタ イム イベン ト と  
2 つの感度イベン ト で構成でき ます。

シン グル/デ ュ アル波⻑ 1 つ ま たは異なる  2 つの波⻑で吸光度を モ ニ
タ ー し ます。

波⻑確認レ フ ァ レ ン ス フ ィ ル タ ー 波⻑の正確度を確認し ます。
自動ニ次フ ィ ル タ ー 370 nm 以上の波⻑で自動的に適⽤され、

369 nm 以下の場合には適⽤されません。
スペ ク ト ルのスキ ャ ン と保存 標準の吸光度の測定や UV/VIS 機能に加えて、

スペ ク ト ルのスキ ャ ン、 表⽰、 引き算、 保存、
および再表⽰をサポー ト し ます。

メ ソ ッ ド の編集と保存 基本的なメ ソ ッ ド のプ ロ グ ラ ミ ン グ、 保存、
および呼び出しが前面パネルか ら⾏え ます。

フ ル診断機能 機能と性能を最適化する内蔵の診断ツールが
あ り ます。

2 つの接点リ レー出⼒ 検出器には 2 つの設定可能なスイ ッ チがあ り、
それぞれが最⾼ +30 VDC、 1.2 A の電流容量、
および 0.5 A の電流切替に対応できます。 ス
イ ッ チ (SW1、 SW2) は、 フ ラ ク シ ョ ン コ レ ク
タ ーやその他の外部装置を ト リ ガーできます。
また、 時間、 吸光度し きい値、 またはレシオの
基準に従っ て起動する こ と ができます。

温度の安定性管理 検出器の断熱、 フ ァ ン、 およびバ ッ フ ルは、
周囲温度の変化によ る温度の不安定化を緩和
する よ う に設計されています。

メ ジア ンベース ラ イ ン フ ィ ル タ ー (MBF) MBF はデー タ モー ド の⼀種であ り、 ク ロ マ ト
グ ラ ムのベース ラ イ ン に対する グ ラ ジ ェ ン ト
分離の影響を低減させます。 曲率を小さ く す
る こ と で検出器のベース ラ イ ンの安定性が⾼
ま り、 波形解析メ ソ ッ ド を簡単に開発でき る
よ う にな り ます。

フ ロ ーセルにキ ュ ベ ッ ト が必要な場合： 

キ ュ ベ ッ ト適格性評価 送液部の接続を切断する こ と な く キ ュ ベ ッ ト
に標準試料を⼊れる こ と に よ っ て、 検出器の
適格性評価を容易に⾏える よ う に し ます。
Waters 適格性評価キ ッ トは、 こ の機能をサ
ポー トするキ ュ ベ ッ ト形式で⼊手でき ます。
こ の機能によ り、 検出器をベンチ ト ッ プ分光
光度計と し て使⽤でき ます。

キ ュ ベ ッ ト サ ン プル分析 キ ュ ベ ッ ト に⼊っ ているサン プルのスペ ク ト
ルを記録でき ます。
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1.2 動作原理

検出器を効果的に使⽤するには、 検出器の光学設計または電子設計、 および動作の理論と原理に
習熟する必要があ り ます。

こ のセ ク シ ョ ンでは、 検出器の以下の部分と機能について説明し ます。

• 光学系
• 波⻑の検証と テ ス ト
• フ ロ ーセル
• 電子機器

1.2.1 検出器の光学系
2489 UV/VIS 検出器の光学系は Fastie Ebert モ ノ ク ロ メ ー ターをベースに してお り、以下のコ ン
ポーネン ト が装備されています。

• ⾼輝度重水素 (D2) ラ ン プ
• 2 つの ミ ラ ー：1 つの軸外の楕円ミ ラ ー と  1 つの球面ミ ラ ー
• フ ィ ル タ ーホ イール
• シ ャ ッ タ ー、 波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ン フ ィ ル タ ー、 および二次フ ィ ル タ ー
• エ ン ト ラ ン ス ス リ ッ ト
• ブ レーズ ド、 平面ホロ グ ラ フ ィ ッ ク、 グ レーテ ィ ン グ
• ビ ームス プ リ ッ タ ー
• サン プル フ ォ ト ダ イ オー ド と レ フ ァ レ ン ス フ ォ ト ダ イ オー ド
• Waters TaperSlit™ フ ロ ーセル（⼊り⼝はモ ノ ク ロ メ ー タ ーの出⼝ス リ ッ ト です）
• キ ュ ベ ッ ト が必要な フ ローセルのキ ュ ベ ッ ト ホル ダー 
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図 1–2: 2489 UV/Vis 検出器光学アセンブリー

1.2.1.1 光学アセンブリーの光路
本検出器は、 極めて効率のよい光スループ ッ ト を実現し ています。 これは、 以下のよ う に動作し
ます。

1. 楕円ミ ラ ーは ラ ン プか ら の光を集め、 フ ィ ル タ ーホ イ ールを通っ て エ ン ト ラ ン ス ス リ ッ ト
へ集光し ます。 球面ミ ラ ーはグ レーテ ィ ン グの方向に光を導き ます。 球面ミ ラ ーの別の部
分では、 グ レーテ ィ ン グの角度に よ っ て決定される特定の波⻑幅の分散光を フ ロ ーセルの
⼊り⼝に集めます。 フ ロ ーセルを出た光はキ ュ ベ ッ ト を通過し、 サ ン プル フ ォ ト ダ イ オー
ド の方向に進みます。

2. フ ロ ーセルの少し手前にある ビ ームス プ リ ッ タ ーに よ っ て、 ⼀部の光はレ フ ァ レ ン ス フ ォ
ト ダ イ オー ド の方向に進路変更されます。

3. 検出器の前面パネル（または Empower や MassLynx ソ フ ト ウ ェ ア を介し て）か ら新し
い波⻑を⼊⼒する と、 検出器によ っ て適切な位置にグ レーテ ィ ン グが回転し ます。

4. プ リ ア ン プ は、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド か ら の電流を デジ タ ル化し、 シ グ ナル を処理する コ ン
ピ ュ ー タ ー、 ま たはイ ン テ グ レー タ ーへ出⼒し ます。

球面ミ ラ ー

ス リ ッ ト

ウ ィ ン ド ウ

フ ィ ル
タ ーホ
イール

グ レーテ ィ ン グ

レ フ ァ レ ン ス フ ォ ト ダ イ
オー ド

ビ ームス プ
リ ッ タ ー

TaperSlit 
フ ロ ーセル

オ プシ ョ ンの
キ ュ ベ ッ ト

サン プル フ ォ ト
ダ イ オー ド

楕円ミ ラ ー

D2 ラ ン プ
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1.2.1.2 Waters TaperSlit フ ローセル
こ の検出器で使⽤する  Waters TaperSlit フ ロ ーセルは、移動相屈折率 (RI) の変化によ るベース
ラ イ ンへの影響を最小限に抑えます。 RI の変化は、 グ ラ ジ ェ ン ト分析中に、 ま たは温度やポン プ
が原因の圧⼒変動の結果と し て発生し ます。

RI の影響を低減するため、球面ミ ラ ー、 フ ロ ーセルの⼊⼝のレ ンズ、 およびテーパー型の フ ロ ー
セルを組み合わせて、 フ ローセルの内壁に光線が当た らないよ う に し ます。 Waters TaperSlit フ
ローセルの名前の由来にもな っ ている も う⼀つの特徴は、フ ローセルの⼊り⼝の形状と エ ン ト ラ ン
ス ス リ ッ ト の形状が⼀致し ている点です。 TaperSlit フ ロ ーセル設計に よ り、 本検出器では、 従
来の円形の フ ローセルよ り も効率のよい⾼いスループ ッ ト が実現されます。

下図に⽰されている よ う に、 従来のセルでは、 光は屈折して フ ローセルの内壁に当た り ます。 4 本
の光線が⼊射する と仮定し た場合、 出る光線は 2 本だけです。 Waters TaperSlit フ ロ ーセルで
は、 レ ンズ と  TaperSlit の形状を う ま く 組み合わせる こ と に よ り、 光がセルの内壁に当たる こ と
が回避されます。 4 本の光線が⼊る と、 4 本の光線が出ます。

図 1–3: フ ローセルの特性の比較

標準分析⽤セル、 不活性セル、 LC/MS ⽤のセルの光路⻑は 10 mm です。 セ ミ分取セルおよび
マ イ ク ロ ボアセルの光路⻑は 3 mm です。 自動精製セルの光路⻑は 1.0 mm です。 光路⻑可変
フ ローセル（光路⻑ 0.15 〜 3 mm）も⼊手でき ます。

紫外線

紫外線

従来のセル

TaperSlit 分析セル

ウ ィ ン ド ウ

ウ ィ ン ド ウ

ウ ィ ン ド ウ

ウ ィ ン ド ウ
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1.2.1.3 適切なサンプリ ングレートの選択
ポ イ ン ト数が十分であれば、 正しい形状のピー ク が得られます。 つ ま り、 非常に低いサン プ リ ン
グ レー ト では、最適なピー ク形状が得られません。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ アでは、
終了時間に最も近いデー タ ポ イ ン ト の イ ンデ ッ ク スか ら開始時間に最も近いデー タ ポ イ ンの イ ン
デ ッ ク ス ト を減算し、 ク ロ マ ト グ ラ ム上で波形解析される ピー ク毎に値を計算し ます。

ヒ ン ト：Empower ソ フ ト ウ ェ アでは、 こ の値は［ピー ク内のポ イ ン ト数］と呼ばれてお り、［レ
ビ ュ ー メ イ ン］ウ ィ ン ド ウ下部の［ピー ク テーブル］に表⽰されます。［ピー ク内のポ イ ン ト数］
フ ィ ール ド が表⽰されない場合は、 テー ブ ル内を右ク リ ッ ク し、［テー ブルの プ ロ パテ ィ］を ク
リ ッ ク し ます。［列］タ ブ を ク リ ッ ク し てか ら下方に ス ク ロ ール し て、［ピ ー ク内のポ イ ン ト数］
フ ィ ール ド を探し ます。 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス を オ フ に し、［OK］を ク リ ッ ク し ます。

対象と なる最も幅の狭いピー ク の値が 15 未満である場合、 装置メ ソ ッ ド でよ り⾼いサン プ リ ン
グ レー ト を指定する必要があ り ます。 値が 30 よ り大きい場合は、 装置メ ソ ッ ド でよ り低いサン
プ リ ン グ レー ト を指定し ます。

サン プ リ ン グ レー ト を、 最も幅の狭いピー ク内で 15 も し く はそれ以上のポ イ ン ト を得るために
必要な最も低い値に設定し て く だ さ い。 サ ン プ リ ン グ レー ト を⾼ く しすぎる と、 必要以上のデー
タ が取り込まれ、 シス テムの性能が低下する こ と があ り ます。

1.2.1.4 ノ イズのフ ィルタ リ ング
検出器には ノ イ ズを最小限にするハ ミ ン グ フ ィ ル タ ーが⽤意されています。 こ のハ ミ ン グ フ ィ ル
タ ーはデジ タ ル有限イ ンパルス応答フ ィ ル タ ーで、 これに よ り ピ ー ク⾼さは低 く な り ますが、 ⾼
周波ノ イズの除去は強化されます。

フ ィ ル タ ーのかけ方は、選択する フ ィ ル タ ー時定数（タ イム コ ン ス タ ン ト）によ っ て決ま り ます。
フ ィ ル タ ー タ イ ム コ ン ス タ ン トは、［⾼速］、［低速］、［標準］、［その他］に設定でき ます。［⾼速］、
［低速］、 または［標準］を選択し た場合は、 値を⼊⼒する必要はあ り ません。 フ ィ ル タ ー タ イ ム
コ ン ス タ ン トは、 サン プ リ ン グ レー ト に よ っ て決ま り ます。［その他］を選択し た場合は、任意の
値を⼊⼒でき ます。 ただ し、⼊⼒し た値は、 サン プ リ ン グ レー ト に基づいて切り上げ/切り下げ ら
れます。

タ イ ム コ ン ス タ ン トは、デー タ を フ ィ ル タ リ ン グする時間ウ ィ ン ド ウ を調整し、これに よ っ てベー
ス ラ イ ンの平滑度およびピー ク⾼さ の低下への影響を コ ン ト ロ ール し ます。 メ ソ ッ ド での こ のパ
ラ メ ー タ ーの最適化によ り、特定のア プ リ ケーシ ョ ン に対し て最⾼のシグナル/ノ イ ズ比が、確実
に達成されます。

タ イ ム コ ン ス タ ン ト を低 く設定する と、 以下の効果が得られます。

• ピー ク のひずみ と時間遅れが最小限の、 幅の小さなピー ク が得られます。
• 非常に小さ いピー ク ではベース ラ イ ン ノ イ ズ と の区別が困難な場合があ り ます。
• ベース ラ イ ン ノ イ ズがあま り除去されません。

タ イ ム コ ン ス タ ン ト を増加する と、 以下の効果が得られます。

• ベース ラ イ ン ノ イ ズがよ り大き く 減少し ます。
• ピー ク の⾼さ が小さ く な り、 幅が広 く な り ます。

ソ フ ト ウ ェ ア では、 「⾼速」 ま たは 「標準」 の フ ィ ル タ ー タ イ ム コ ン ス タ ン ト は各サ ン プ リ ン グ
レー ト に よ っ て決め ら てお り、 それぞれ⾼速または⾼感度のア プ リ ケーシ ョ ン に適し ています。
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下図は、 フ ィ ル タ ー タ イ ム コ ン ス タ ン ト と吸光度の関係を⽰し たものです。

図 1–4: フ ィ ルタータイムコ ンスタン トの比較

ヒ ン ト：タ イ ム コ ン ス タ ン ト が異なる と ピー ク形状の⼀部がひずみ、信号出⼒が遅れますが、ピー
ク面積は同じ ま まです。

1.2.2 波⻑の検証と テスト
検出器の重水素アー ク ラ ン プ と エル ビ ウム フ ィ ル タ ーは、 透過スペ ク ト ルの既知の波⻑に ピー ク
を⽰し ます。 検出器を起動する と、 これら の ピー ク の位置を、 検出器の メ モ リ ーに保存されてい
るキ ャ リ ブ レーシ ョ ンデー タ に基づ く 推定波⻑と比較する こ と に よ っ て、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン の
検証が実⾏されます。 こ の結果が保存されているキ ャ リ ブ レーシ ョ ンデー タ と  1.0 nm 以上異な
る場合、 検出器は波⻑確認失敗の メ ッ セージを表⽰し ます。 フ ロ ーセルやキ ュ ベ ッ ト に残っ た残
存物質によ り発生する エ ラ ーを回避するため、 必要に応じ て、 起動時にはキ ャ リ ブ レーシ ョ ン を
再実⾏するのではな く 、 検証を⾏います。

必要条件：フ ロ ーセルにキ ュ ベ ッ ト が必要な場合は、起動時の確認中に、 キ ュ ベ ッ ト が取り外さ
れ、 キ ュ ベ ッ ト ホル ダー と前面の ド アが閉ま っ ている こ と を必ず確認し て く だ さ い。

ど の時点でも、 手動での波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ン を実⾏でき ます。 手動のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン に
よ っ て、 前のキ ャ リ ブ レーシ ョ ンデー タは新しいデー タ で置き換え られます。 

手動波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ンの手順については、 70 ページの 「波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ン」 を参照
し て く だ さ い。

検証およびキ ャ リ ブ レーシ ョ ン のアルゴ リ ズムは実質的には同じです。 ただ し、 検証のアルゴ リ
ズムでは、 実際のデー タ が保存デー タ と は⼀致しない こ と を意味する エ ラ ー メ ッ セージを発する
こ と があ り ます。 その場合、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン のアルゴ リ ズムに よ っ て、 保存デー タ が新しい
ものに よ っ て置き換えます。

0 秒

1 秒

2 秒

時間（分）

吸
光
度
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検出器の波⻑検証手順では、 グ レーテ ィ ン グホー ミ ン グセンサーを使⽤し ておおよ そのホーム位
置が定め られます。 ホーム位置が定め られる と、重水素ラ ン プの放射スペ ク ト ルの 656.1 nm の
ピー ク が検出され、 参照されます。

組み込みエル ビ ウム フ ィ ル タ ーは フ ロ ーセルのエ ン ト ラ ン ス ス リ ッ ト の手前の共通光路に挿⼊さ
れ、 以下の 3 つの波⻑でのスペ ク ト ルの特徴を追加検出でき ます。

• 256.7 nm (UV)

• 379.0 nm

• 521.5 nm

検証テス ト では、 ラ ン プが安定する まで、 5 分間のウ ォ ームア ッ プ時間が必要です。

連続的に運転する場合は、 週に  1 度、 検出器の電源を⼀旦切っ て⼊れ直し て、 波⻑検証を⾏う こ
と を推奨し ます。 70 ページの 「波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ン」 を参照し て く だ さ い。

1.3 操作モード

検出器は、 シン グル波⻑またはデ ュ アル波⻑モー ド で動作し、 フ ロ ーセルま たはキ ュ ベ ッ ト を⽤
いたスペ ク ト ルのスキ ャ ンが可能です。 スペ ク ト ルスキ ャ ンでは、 RatioPlot、 差プ ロ ッ ト、 およ
び MaxPlot が可能です。 

これら のモー ドは検出器の ロー カ ル コ ン ト ロ ール専⽤である こ と に、 注意し て く だ さ い。 これら
の使⽤環境でのその他の コ ン ト ロ ールの詳細については、Empower および MassLynx のオ ン ラ
イ ンヘルプ を確認し て く だ さ い。

1.3.1 シングル波⻑モード
シ ン グル波⻑モー ドは検出器の既定の動作モー ド です。 検出器はチ ャ ン ネル A でシ ン グル波⻑
モ ー ド の場合、 1 nm 刻みで設定で き る  190 nm 〜 700 nm のシ ン グ ル波⻑の モ ニ タ ー を サ
ポー ト し ます。検出器がシン グル波⻑モー ド で動作し ている間に、 チ ャ ンネル B のアナ ロ グ出⼒
を設定し、 チ ャ ン ネル B を使⽤し て、 チ ャ ンネル A で選択し た波⻑の追加情報を得る こ と がで
き ます。

シ ン グ ル波⻑モー ド では、 波⻑が 370 nm 以上の場合は二次フ ィ ル タ ーが自動的に適⽤され、
370 nm 未満の場合は適⽤されません。 二次フ ィ ル タ ーは、 不要な紫外 (UV) 光がグ レーテ ィ ン
グに⼊射し て、 370 nm 以上での吸光度測定に影響が出る こ と を防ぐ光学フ ィ ル タ ーです。

シン グル波⻑モー ド で使⽤する場合は、 複数の追加パラ メ ー タ ーを設定でき ます。
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1.3.1.1 一次パラメーター

1.3.1.2 二次パラメーター
シン グル波⻑モー ド時に吸光度画面で Next を押す（または HOME を押す）と、数ページに渡っ
て、 二次パラ メ ー タ ーや使⽤頻度の低いパラ メ ー タ ーが表⽰されます。

• 吸光度オ フ セ ッ ト  (mV)

• 注⼊時にオー トゼロ
•  変更時にオー トゼロ

57 ページの 「⼀次機能および二次機能」 および 49 ページの表に、 これ ら のパ ラ メ ー タ ーの機
能、 範囲、 および既定値について説明されています。

表 1–2: シングル波⻑モードで使用できる主要パラメーター

パラメーター 説明
波⻑、 ナ ノ メ ー ト ル単位 190 〜 700 nm の範囲で 1 nm 刻みでチ ャ ン

ネル A の波⻑を指定し ます。
感度、 AU 単位 アナ ロ グ出⼒チ ャ ンネルのスケー リ ン グ フ ァ

ク タ ーを指定し ます。 アナ ロ グ出⼒が フ ルス
ケールの値になる吸光度単位 (AU) 値に対応
し ています。 吸光度単位フ ルスケール 
(AUFS) は、 0.0001 〜 4.000 AUFS の範囲
です。
ヒ ン ト：感度 (AU) 設定を変更する と、 2 V 
出⼒に影響し ます。

チ ャ ー ト の極性 (+ ま たは –) チ ャ ー ト に出⼒された ク ロ マ ト グ ラ ムの極性
を反転し ます。 通常の ク ロ マ ト グ ラ ムの場合
は｢｣、 反転し た ク ロ マ ト グ ラ ムの場合は｢–｣
を選択し ます。 こ の機能は 2 V 出⼒のプ ロ ッ
ト の方向を変えます。

フ ィ ル タ ー タ イ ム コ ン ス タ ン ト フ ィ ル タ ー タ イ ムを秒単位で設定し ます。［⾼
速］、［低速］、［標準］、［その他］に設定でき
ます。［⾼速］、［低速］、 または［標準］を選
択し た場合は、 値を⼊⼒する必要はあ り ませ
ん。 フ ィ ル タ ー タ イ ム コ ン ス タ ン トは、 サン
プ リ ン グ レー ト に よ っ て決ま り ます。［その
他］を選択し た場合、 値を⼊⼒でき ますが、
⼊⼒し た値はサン プ リ ン グ レー ト に基づ く値
に切り上げ/切り下げ られます。［オ フ］また
は［その他］を選択し て  0.0 の値を⼊⼒する
と、 フ ィ ル タ リ ン グがすべて無効にな り ます。

アナ ロ グ レー ト 最大 80 Hz の周波数値を指定し ます。
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1.3.2 デ ュアル波⻑モード
デ ュ アル波⻑モー ド では、 2 つの波⻑（チ ャ ンネル A と チ ャ ン ネル B の各波⻑）を モ ニ タ ーで
き ます。 サン プ リ ン グ レー ト が 1 ま たは 2 Hz に引き下げ られてお り、 こ のモー ド では、 ピー ク
幅が 20 秒以上にわたる標準的なク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーで、 ピー ク を正し く 検出する こ と ができ ま
す。 デ ュ アル波⻑モー ド を使⽤し、 RatioPlot ま たは MaxPlot モー ド を実⾏する こ と に よ り、 分
析対象物に関する追加情報を得る こ と ができ ます。

190 〜 700 nm の任意の 2 つの波⻑を選択でき ます。

デ ュ アル波⻑モー ド には、 以下の条件が適⽤されます。

• 選択し た波⻑が両方と も  370 nm よ り大きい場合、 検出器は 2 次フ ィ ル タ ーを適⽤し て
不要な UV 光を ブ ロ ッ ク し ます。 

• 選択した波⻑が両方と も 370 nm 以下である場合、検出器は 2 次フ ィ ル ターを解除し ます。 
• 選択し た波⻑が 370 nm を ま たいでいる場合、検出器は 2 次フ ィ ル タ ーを適⽤し ません。

さ ら に、 370 nm を超える波⻑で取り込んだデー タ には、 UV 光の干渉（2 次的効果）に
よ る、 不正確なデー タ が含まれている可能性がある こ と を、 警告メ ッ セージで⽰し ます。

1.3.2.1 チ ャート出⼒選択モード
デ ュ アル波⻑モー ド では、シン グル波⻑モー ド での選択肢や、22 ページで取り上げた選択肢に加
えて、 ア ナ ロ グ出⼒⽤に以下のオ プシ ョ ン があ り ます。 デ ュ アル波⻑モー ド の既定の選択は、 吸
光度です。

表 1–3: デ ュアル波⻑モードのアナログ出⼒用の追加オプシ ョ ン

モードオプシ ョ ン モードの説明
吸光度（A および B） 標準 LC モー ドで、 現在の吸光度がスケー リ ン

グ され、 直接アナ ロ グ出⼒されます。 スケー
リ ン グは、 AU 設定と吸光度オ フ セ ッ ト に よ っ
て決ま り ます。 2 V アナ ロ グ出⼒について吸
光度がスケー リ ン グ されます。 1 AU/V の設
定が必要な場合、 A ま たは B いずれかの出⼒
チ ャ ンネルの AU を  2.0000 に設定でき ます。
これら のチ ャ ンネルはシン グル波⻑モー ド で
あ っ て も独⽴し て コ ン ト ロ ールでき ます。

MaxPlot こ のモー ドは 2 つの吸光度値の大きい方の出
⼒にな り、 選択された  AU 設定にスケー リ ン
グ されます。 こ のモー ド を使⽤し て、 1 つの
デー タ チ ャ ンネルで異なる波⻑で吸収のある
複数の化合物を表⽰し ます。
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1.3.3 スペクトルのスキ ャ ン
ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ ア の コ ン ト ロ ール下で本検出器が作動し てい る場合、 ス
キ ャ ン機能は無効です。

本検出器を分光光度計と し て使⽤する こ と に よ り、 フ ローセルまたはキ ュ ベ ッ ト（必要な場合）の
いずれかか ら スペ ク ト ルを取得でき ます。 最大 3 つのスペ ク ト ルを スキ ャ ン（3 つのレ フ ァ レ ン
ス ま たはゼロ スキ ャ ン、 あるいは 3 つのサン プルスキ ャ ン）し て、 メ モ リ内に保存し、 再表⽰や
他のスペ ク ト ル と比較でき ます。

ダ ブル ビ ーム分光光度計と は異な り、 検出器の場合、 サン プル と レ フ ァ レ ン ス を別々に⽤意し て
測定するのではな く 、 1 つの フ ロ ーセルまたは必要な場合はキ ュ ベ ッ ト が使⽤されます。

推奨事項：フ ロ ーセルにキ ュ ベ ッ ト が必要な場合は、 ゼ ロ スキ ャ ン お よびサ ン プ ルスキ ャ ン に
は、 ⼀致するキ ュ ベ ッ ト のペア を使⽤し て く だ さ い。

本検出器は、 フ ロ ーセルの場合もキ ュ ベ ッ ト を使⽤する場合も、 2 種類のスキ ャ ン を実⾏し て、
吸光度スペ ク ト ルを取得し ます。

• ゼロ スキ ャ ン  – 溶媒のベース ラ イ ン吸光度スペ ク ト ルを測定し ます。
• サン プルスキ ャ ン  – ゼロ スキ ャ ン スペ ク ト ルが減算され、 サン プルのみのスペ ク ト ルが表

⽰またはチ ャ ー ト に出⼒されます。 

検出器を使⽤し てサン プルスペ ク ト ルを取得するには、 ゼ ロ スキ ャ ン を最初に実⾏し、 次にサン
プ ルスキ ャ ン を⾏う必要があ り ます。 通常は純粋な溶媒を使⽤し てゼ ロ スキ ャ ン を実⾏し ます。
サン プルスキ ャ ンでは、 その溶媒に溶けている分析対象物を スキ ャ ン し ます。

スペ ク ト ルは同時にチ ャ ンネル A 出⼒でチ ャ ー ト に出⼒されるか、 ま たは後で再表⽰するために
取り込まれ、 メ モ リ ーに保存されます。

関連項目：90 ページの 「キ ュ ベ ッ ト を使⽤する スキ ャ ン」 および 92 ページの 「フ ロ ーセルお
よびシ リ ンジを使⽤する スキ ャ ン」。

RatioPlot (A/B) こ のモー ド では 2 つの波⻑の吸光度の比が求
め られます。 理論上では、 その比は、 不純物
を含まないピー ク の場合には⼀定で、 不純物
を含むピー ク の場合は変動し ます。 その結果、
二乗応答にはな り ません。 本検出器では、 プ
ロ グ ラ ム可能な AU の代わ り に、 レシオ プ
ロ ッ ト を比例的にスケー リ ン グする最大と最
小のレシオ値が提供されます。 さ ら に、 吸光
度の最小検出感度の値を設定する こ と に よ り、
両方の波⻑でその吸光度に達し た場合にのみ、
比率を プ ロ ッ ト し ます。

差プ ロ ッ ト  (A-B) 2 つのモ ニ タ ー対象波⻑の吸光度の差を プ
ロ ッ ト し ます。

表 1–3: デ ュアル波⻑モードのアナログ出⼒用の追加オプシ ョ ン（続き）

モードオプシ ョ ン モードの説明
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1.3.4 キュ ベ ッ トの操作
注：こ のセ ク シ ョ ンでは、 キ ュ ベ ッ ト が必要なフ ローセルについてのみ説明し ています。 

検出器のキ ュ ベ ッ ト オ プシ ョ ンは、 キ ュ ベ ッ ト内のサン プルの吸光度スペ ク ト ルを測定するため
に使⽤し ます。 

スペクトルを表⽰して保存するには、 以下の操作を⾏います。
1. ゼ ロ スキ ャ ン を実⾏し、 必要な波⻑範囲でキ ュ ベ ッ ト および フ ロ ーセルの内容物の吸光度

を測定し ます。
2. サン プルスキ ャ ン（吸光度スキ ャ ン）を実⾏し、 移動相に溶けている分析対象物の吸光度

を測定し ます。

サン プルスキ ャ ンか ら ゼロ スキ ャ ン を差し引き、 サン プルのスペ ク ト ルが得られます。

フ ロ ーセル と キ ュ ベ ッ ト の両方を含む光路の吸光度を測定する こ と に よ っ てキ ュ ベ ッ ト スキ ャ ン
が取り込まれるので、 フ ロ ーセルの溶媒の状態は両方のスキ ャ ン で同⼀でなければな り ません。
（90 ページの 「キ ュ ベ ッ ト を使⽤するスキ ャ ン」 を参照。）

1.3.5 RatioPlot
本検出器ではレシオ プ ロ ッ ト が可能です。 2 つの波⻑で化合物または分析対象物の吸光度を比較
し ます。 RatioPlot に よ っ て、 2 つの選択された波⻑の吸光度を除算し、 結果のレシオ をデー タ
シス テム上の 1 つの出⼒チ ャ ンネル（チ ャ ンネル A）にプ ロ ッ ト し ます。 各ピー ク に存在する隠
れた成分を検出する場合に  RatioPlot を使⽤し ます。

スペ ク ト ル的に単⼀成分のピー ク の RatioPlot は、 ⻑方形（ピー ク ト ッ プが フ ラ ッ トな形）と し
て表⽰されます。 単⼀成分でないピー ク の RatioPlot はひずんだ形のピー ク と な り ます。
RatioPlot を取り込む際には、検出器をデ ュ アル波⻑モー ド にする必要があ り ます。RatioPlot は
選択し たチ ャ ンネルに出⼒されます。（72 ページの 「RatioPlot の取得」 を参照。）

1.3.6 MaxPlot
MaxPlot 機能を使⽤する と、 2 つの選択された波⻑で吸光度がモ ニ タ ー され、 各サン プルの成分
について最大の吸光度値がプ ロ ッ ト されます。 MaxPlot を取り込む際には、 検出器をデ ュ アル波
⻑モー ド にする必要があ り ます。MaxPlot では、選択されたチ ャ ンネルに  2 波⻑での吸光度値の
大きい方が出⼒されます。

MaxPlot の手順については、 73 ページの 「MaxPlot の取得」 を参照し て く だ さ い。

1.3.7 温度の安定性管理
検出器の断熱、 フ ァ ン、 お よびバ ッ フ ルは、 周囲温度の変化によ る温度の不安定化を緩和する よ
う に設計されています。
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2 検出器の設置

検出器を標準的な研究室の環境下で使⽤するには、 電源への接続と サン プルおよび廃液ラ
イ ンへの接続が必要です。 本章では、 検出器の据付方法、 電源および HPLC シス テムの他
の機器への接続の方法について説明し ます。

2.1 開始する前に

必要条件：2489 UV/Vis 検出器を設置するには、 ⼀般的な実験装置および コ ン ピ ュ ー タ ー制御
装置の設定方法と操作方法、 溶媒の取り扱い方法を理解し ている必要があ り ます。

検出器を設置する前に、 以下を確認し て く だ さ い。

• 必要な構成部品が揃っ ている こ と。
• 出荷時の箱や開梱された製品に損傷がない こ と。

2.2 開梱と点検

検出器は 1 つの箱に梱包されて出荷され、 以下のものが同梱されています。

• 2489 UV/Vis 検出器ス タ ー ト ア ッ プキ ッ ト
• 電源コー ド

2.2.1 検出器の開梱
検出器は以下の手順で開梱します。

1. 箱か ら中身を取り出し ます。 箱か ら取り出す際に、 中身を チ ェ ッ ク し て、 すべての品物が
揃っ ているか確認し ます。

2. ス タ ー ト ア ッ プキ ッ ト の内容をチ ェ ッ ク し ます。
3. 将来の移動や輸送に備えて、 箱は保管し ておいて く だ さ い。

警告：事故防止のため、 Waters では、 2489 UV/Vis 検出器を  2 ⼈で持ち運ぶ こ と を推
奨し ます。
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2.2.2 検出器の点検
同梱品の確認の際に損傷または不具合等を発⾒し た場合は、 運送会社およびお近 く の Waters 支
社まで直ちにご連絡 く だ さ い。

破損や不良品がある場合、 日本のお客様は日本ウ ォ ー タ ーズ株式会社 (0120-800-299) までご
連絡下さ い。 他の地域のお客様は最寄り の Waters 支社または Waters Corporation 本社
（Milford, Massachusetts, USA）までご連絡いただ く か、www.waters.com に ア ク セス し て く
だ さ い。

輸送中の損傷お よ び ク レ ー ム の お申し出に つ い て の詳細は、 Waters Licenses, Warranties,
and Support Services（『Waters 使⽤許諾 ・保証 ・ サポー ト サー ビ ス』）を参照し て く だ さ い。

ヒ ン ト：背面パネルのネームプ レー ト ま たは前面ド ア内側にある装置シ リ アル番号が、装置のバ
リ デーシ ョ ン証明書に記載されているシ リ アル番号と⼀致し ている こ と を確認し て く だ さ い。

2.3 実験室の場所の選定

検出器は、 下表の要件を満たす場所に設置し て く だ さ い。

必要条件：検出器を水平面に設置し て、 廃液シス テム（ド レ イ ン チ ュ ーブ）が正常に機能する よ
う に し ます。 廃液シス テムは、 フ ロ ーセルか ら の溶媒の漏れを受ける廃液リ ザーバーに接続され
ます。 

警告：継続的な火災防止のため、 交換する ヒ ュ ーズの種類と定格は、 交換前と同じ
ものを使⽤し て く だ さ い。

表 2–1: 設置場所に関する要件

パラメーター 要件
動作温度範囲 4 〜 40 C (39 〜 104 °F)

動作時相対湿度 20 〜 80%、 結露なし
輸送時および保管時の温度範囲 -30 〜 60 C (-22 〜 140 °F)

輸送時および保管時の湿度範囲 20 〜 85%、 結露なし
設置場所の広さ 検出器の背面に  12.7 cm（5 イ ン チ）以上の隙間
振動 ご く わずか
静電気 ご く わずか
電源 AC 100 〜 240 V、 50/60 Hz、 要接地。 出⼒変動が

最小である こ と。
以下の種類の電源コ ー ド が必要です。
• ⽶国では SVT タ イ プ  
• ヨ ー ロ ッ パでは HAR タ イ プ（または同等以上）
これ以外の国で使⽤する コ ー ド の種類については、 最
寄り の Waters 営業所にお問い合わせ く だ さ い。
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
28 ページ



2.4 システムモジ ュールの積み重ね

こ の手順は、 イ ン タ ー ロ ッ ク機能を備えたシス テムモジ ュ ールに適⽤されます。

モジ ュールを積み重ねるには：
1. 上方に配置される モジ ュ ールの下部に、 位置合わせピ ン を  2 本取り付けます。

2. シス テムス タ ッ ク で、 前回追加し た モジ ュ ールの上に新し く 追加する モジ ュ ールの後脚を
置いて、 その後部位置合わせピ ンが、 前回追加し た モジ ュ ールの後部位置合わせス ロ ッ ト
に収ま る まで、 新しいモジ ュ ールを後方にス ラ イ ド さ せます。

図 2–1: ピン と スロ ッ トの位置合わせ

3. 前面の位置合わせピ ンが、 以前に追加された モジ ュ ールの位置合わせス ロ ッ ト に収ま る よ
う に、 モジ ュ ールの前面を下げます。

4. 残り のシス テムモジ ュ ールに対し て、 ス テ ッ プ  1 〜 2 を繰り返し ます。

警告：背骨や筋肉の傷害を避けるため、 シス テムモジ ュ ールを  1 ⼈で持ち上げよ う と しな
いで く だ さ い。

警告：モジ ュ ールをシス テムス タ ッ ク に取り付ける際は、 モジ ュ ールの下やモジ ュ ールの
間に指を挟まないよ う に、 特に注意し て く だ さ い。

位置合わせピ ン  (2)

位置合わせス ロ ッ ト  (2)
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2.5 電源への接続

UV/Vis 検出器には、独⽴し たアース付き電源が必要です。電気コ ンセン ト のアース接続を共通に
し て、 シス テムの近 く に接続する必要があ り ます。

電源に接続する方法：

推奨事項：最適な⻑期⼊⼒電圧を維持するため、 安定化電源または無停電電源装置 (UPS) を使
⽤し ます。

1. メ ス型の電源コ ー ド端を検出器の背面パネルにある差し込み⼝に接続し ます。

図 2–2: UV/Vis 検出器背面パネルの電源ケーブル差込口の位置

2. オ ス型の電源コ ー ド端を適切な壁の コ ンセン ト に接続し ます。
3. フ ロ ン ト ド アの電源ス イ ッ チ を押し て、 検出器に電源を⼊れます。

結果：検出器が⼀連のス タ ー ト ア ッ プ診断テ ス ト を実⾏し、 ラ ン プ  LED が緑⾊に点滅し
ます。 ラ ン プ  LED が緑⾊に点灯し ている場合、 ラ ン プは点灯されています。

警告：感電を防止するため、 以下の注意事項を厳守し て く だ さ い。
• ⽶国では SVT 型、 ヨ ー ロ ッ パでは HAR 型（またはそれ以上）の電源コ ー ド を使⽤し
て く だ さ い。 その他の国では、 最寄り の Waters の営業所にお問い合わせ く だ さ い。

• 検出器の電源を切り、 プ ラ グ を抜いてか ら、 装置の メ ン テナン ス を⾏っ て く だ さ い。
• 検出器を他の装置と共通のアースに接続し ます。

電源ケーブル差込⼝
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2.6 シグナルケーブルの接続

関連項目：Waters Ethernet Instrument Getting Started Guide（『Waters Ethernet 装置
⼊門ガイ ド』）。

以下の図は、 検出器を外部デバイ ス と接続し て操作するための コ ネ ク タ ーの背面パネルにおける
位置を⽰し ています。

図 2–3: UV/Vis 検出器背面パネルのコネクターの位置

検出器に必要なシグナルケーブルの接続は、 HPLC シス テムを構成する他の装置で使⽤でき るシ
グナル接続によ っ て異な り ます。

2.6.1 I/O ケーブルの接続
背面パネルには、 下図のよ う な、 I/O シグ ナル⽤ピ ン を保持する  2 つの取り外し可能な コ ネ ク
タ ーがあ り ます。 コ ネ ク タ ーは⼀方向に しか挿⼊できないよ う にな っ ています。

図 2–4: I/O 端⼦によるシグナル⼊出⼒

シグナルケーブル コ
ネ ク タ ーの⼊⼒およ
び出⼒

RS-232 ケーブル コ
ネ ク タ ー（修理点検
⽤のみ）

Ethernet ケーブ
ル コ ネ ク タ ー

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

Analog 1 
Analog 1 
Ground
Analog 2 
Analog 2 
Switch 1
Switch 1
Ground
Switch 2
Switch 2

コ ネ ク タ ー I

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

Inject Start 
Inject Start 
Ground
Lamp On 
Lamp On 
Chart-mark 
Chart-mark 
Ground
Auto Zero 
Auto Zero 

コ ネ ク タ ー II
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2.6.1.1 I/O シグナル
下表は、 I/O コ ネ ク タ ーで使⽤でき る各シグナルの説明です。 各シグナルの電気的仕様の詳細に
ついては、 付録 B を参照し て く だ さ い。

必要なツールおよび器材
• 小型のマ イ ナス ド ラ イバー
• ケーブルの絶縁被覆を剥ぎ取る⼯具

検出器背面パネルの I および II の端⼦に他の HPLC システム装置からのシグナルケーブルを
接続するには：

1. 端子 I ま たは II （31 ページを参照）を取り外し ます。

2. 接続ピ ンの端子のねじ を緩めます。
3. ⼯具を使⽤し て、 ケーブルの端か ら  3 mm（1/8 イ ン チ）ほ ど ワ イ ヤーの絶縁被覆を剥ぎ

取り ます。
4. 剥ぎ取っ たケーブルを適切なコ ネ ク タ ーに差し込みます。
5. ワ イ ヤーが所定の位置に固定される までねじ を締め付けます。
6. 端子を差し込みます。
7. し っ か り と押し込み、 正し く 接続された こ と を確認し ます。

表 2–2: 検出器の I/O シグナル

シグナル 説明

注⼊開始1

1. 注⼊開始、 チ ャ ー ト マー カー、 オー トゼ ロ、 ラ ン プの⼊⼒を設定するには、検出器の最初の設定画面で、該
当するパ ラ メ ー タ ーを［⾼］に設定し ます。 詳細については、 64 ページの 「イ ベン ト⼊⼒の設定（接点リ
レー）」 を参照し て く だ さ い。

TTL 接点リ レー。 時間設定イベン ト のシーケ ン ス を開始す
る、 設定可能な⼊⼒。 分析の開始（注⼊）を定義し、 検出器
の内部時計を  0.00 分に リ セ ッ ト し て始動し ます。 初期条件
がす ぐ に適⽤されます。

ラ ン プ オ ン/オ フ 1 外部装置によ っ て重水素ラ ン プ を オ フ やオ ン に切り替える こ
と ができ ます。

チ ャ ー ト マー カ ー 1 ⼀方または両方のアナ ロ グ出⼒チ ャ ンネルにチ ャ ー ト マー
カ ー（フ ルスケールの 10%）を表⽰し ます。

オー ト ゼロ 1 ⼀方または両方のチ ャ ンネルを オー トゼ ロ に し ます。
アナ ロ グ  12

2. 30 ページの 「電源への接続」 の検出器アナ ロ グ出⼒の感度に関する設定を参照し て く だ さ い。

チ ャ ンネル A で 2 V フ ルスケールでアナ ロ グ出⼒されます
（現在の AU 設定に合わせてスケー リ ン グ されます）。

アナ ロ グ  22 チ ャ ンネル B で 2 V フ ルスケールでアナ ロ グ出⼒されます
（現在の AU 設定に合わせてスケー リ ン グ されます）。

ス イ ッ チ  1 (2) フ ラ ク シ ョ ン コ レ ク タ ーへの接続に使⽤されます。 感度イ
ベン ト および タ イ ム イ ベン ト で コ ン ト ロ ールでき ます。ス イ ッ チ  2 (2)
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2.6.2 背面パネルおよび Ethernet コネクターから検出器へのシグナル
接続

検出器の背面には、2 つのアナ ロ グ出⼒コ ネ ク タ ー（I/O コ ネ ク タ ー）と、外部装置か ら の リ モー
ト コ ン ト ロ ール⽤ Ethernet ポー ト があ り ます。

以下の点を考慮し て、 検出器へのシグナル接続を⾏います。

• 検出器の動作モー ド（ス タ ン ド ア ロ ーン ま たは リ モー ト コ ン ト ロ ール）
• HPLC シス テムを構成する装置の種類

こ のセ ク シ ョ ンでは、 背面パネルにある  2 つの コ ネ ク タ ー と  Ethernet コ ネ ク タ ーか ら⾏え る、
⼊⼒/出⼒ (I/O) およびデジ タ ルシグナル接続について説明し ます。

2.6.3 Ethernet の接続の確⽴
検出器の背面パネルには、 デジタルシグナル通信⽤の Ethernet イ ン ター フ ェ ース コネ ク タ ー 1 個
もあ り ます。 こ の コ ネ ク タ ーには、 以下の装置を接続でき ます。

• Empower ワー ク ス テーシ ョ ンのネ ッ ト ワー ク ア ダ プ タ ー カ ー ド
• ソルベン ト マネージ ャ ー
• MassLynx v4.1 以降のワー ク ス テーシ ョ ン

Ethernet コ ネ ク タ ーは標準 Ethernet ケーブル と接続し ます。

2.6.3.1 Ethernet をクロマトグラ フ ィーデータソ フ トウ ェ アに接続する
ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ ア（Empower ま たは MassLynx）で検出器を コ ン ト ロ ー
ル し ている場合、 Ethernet イ ン タ ー フ ェ ース を使っ て情報を送受信でき ます。

Ethernet を介し て ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ ア に接続する場合は、以下の点に注意し
て く だ さ い。

• デ ュ アル波⻑モー ド の場合、 デー タ シス テムの メ ソ ッ ド エデ ィ タ ーでのサン プ リ ン グ レー
ト の設定は 1 ポ イ ン ト /秒を選択する必要があ り ます。

• 検出器の タ イ ム コ ン ス タ ン ト設定の最大値は、 選択し た波⻑モー ド と サ ン プ リ ン グ レー ト
に よ っ て異な り ます。 64 ページを参照し て く だ さ い。

• Empower および MassLynx ソ フ ト ウ ェ アでは、シン グルおよびデ ュ アル波⻑モー ド の両
方で、 検出器は波⻑範囲 190 〜 700 nm で動作でき ます。

注意：機器の損傷を防ぐ ため、 Ethernet コ ネ ク タ ーに接続されたすべての装置の電源を
切っ てか ら、 Ethernet ケーブルを装置に接続し て く だ さ い。
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検出器とクロマトグラ フ ィーデータソ フ トウ ェ アを Ethernet ケーブルで接続するには：
1. Ethernet ケーブルをネ ッ ト ワー ク カ ー ド ま たは Ethernet ス イ ッ チに接続し て、そのシン

グルレセプ タ ク ル端を ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ワー ク ス テーシ ョ ン に接続し ます。
注：Ethernet ケーブルはワー ク ス テーシ ョ ン に同梱されています。

2. ケーブルの他端を検出器背面パネルの Ethernet コ ネ ク タ ーに接続し ます。

図 2–5: クロマトグラ フ ィーデータワークステーシ ョ ンの検出器への Ethernet 接続

ヒ ン ト：検出器を ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ワー ク ス テーシ ョ ン に接続する場合、 使⽤中
の ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ アで設定できない検出器パ ラ メ ー タ ーはすべて検
出器本体の設定に従います。

2.6.4 メソ ッ ドの開始
2695 (IEEE) セパレーシ ョ ン モジ ュ ールの注⼊開始と同時に検出器の メ ソ ッ ド を ス タ ー ト さ せ
るには、 下表および下図に⽰されている接続を⾏います。 

必要条件：注⼊開始ケーブルを接続するのは、 2695 が IEEE モー ド で設定されている場合のみ
です。 2695 が Ethernet モー ド で設定されている場合は、 注⼊開始ケーブルを接続しないで く
だ さ い。

注意：Ethernet 通信の断続的な切断を避ける には、 シス テム内の Ethernet デバ
イ ス間の最大合計ケーブル⻑が 20 m にお さ ま る よ う に し ます。 2 つの Ethernet
デバイ ス間の推奨最大ケーブル⻑さは、 4 m です。

表 2–3: セパレーシ ョ ンモジ ュールと検出器の接続（メソ ッ ドの開始用）

2695 セパレーシ ョ ンモジ ュール
（B ⼊出⼒） 2489 UV/Vis 検出器 (II)

ピ ン  1 Inject Start ピ ン  1 Inject Start 

ピ ン  2 Inject Start ピ ン  2 Inject Start –

ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー
デー タ ワー ク ス テー
シ ョ ン

Ethernet 
ス イ ッ チ

Ethernet ケーブル

2489 UV/Vis 
検出器

Ethernet 
コ ネ ク タ ー
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図 2–6: 2695 セパレーシ ョ ンモジ ュールと検出器の接続（メソ ッ ドの開始用）

注：イ ンジ ェ ク タ ーが Ethernet モー ド で動作し ている  2695 セパレーシ ョ ン モジ ュ ールである
場合、 注⼊開始ケーブルを接続し てはな り ません。 ただ し、 イ ンジ ェ ク タ ーが IEEE モー ド で動
作し ている  2695 セパレーシ ョ ン モジ ュ ールである場合は、注⼊開始ケーブルの接続が必要です。

2.6.5 検出器ランプのオン/オ フの切り換え
2695 セパレーシ ョ ン モジ ュ ールか ら検出器の ラ ン プ を オ ン/オ フ にする前に、前面パネルで ラ ン
プのオ ン/オ フ シグナルを設定する必要があ り ます。既定の ラ ン プ設定パラ メ ー タ ーの設定を［無
視］か ら［⾼］または［低］に変更する必要があ り ます。 詳細については、 64 ページの 「イ ベ ン
ト⼊⼒の設定（接点リ レー）」 を参照し て く だ さ い。

検出器ラ ン プのオ ン/オ フ シグナルを設定し た後、下表および下図に⽰されている接続を⾏う こ と
に よ り、 2695 セパレーシ ョ ン モジ ュ ールか ら ラ ン プ を オ ン/オ フ にでき ます。

表 2–4: 2695 セパレーシ ョ ンモジ ュールと検出器の接続（ランプのオン/オ フ）

2695 セパレーシ ョ ンモジ ュール
（A 出⼒） 2489 UV/Vis 検出器 (II)

ピ ン  1 Switch 1 ピ ン  4 Lamp On/Off 

ピ ン  2 Switch 1 ピ ン  5 Lamp On/Off –

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

Inject Start 
Inject Start 
Ground
Lamp On 
Lamp On 
Chart-mark 
Chart-mark 
Ground
Auto Zero 
Auto Zero 

2489 コ ネ ク タ ー II2695 コ ネ ク タ ー B

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

Inject Start 
Inject Start 
Ground
Stop Flow 
Stop Flow 
Hold Inject 1 
Hold Inject 1 
Hold Inject 2 
Hold Inject 2 
Ground
Chart Out 
Chart Out 
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
35 ページ



図 2–7: 2695 セパレーシ ョ ンモジ ュールと検出器の接続（ランプのオン/オ フ用）

2.6.6 検出器と  2695 セパレーシ ョ ンモジュールの接続
検出器を  2695 セパレーシ ョ ン モジ ュ ールに接続し て、 次の機能を実⾏する こ と ができ ます。

• オー トゼ ロ
• 注⼊時のチ ャ ー ト マー ク

2.6.6.1 オートゼロの実⾏
検出器で注⼊開始時にオー トゼ ロ機能を実⾏するには、 下表および下図に⽰されている接続を⾏
います。

2695 セパレーシ ョ ン モジ ュ ールか ら オー ト ゼ ロ のシグナルを生成する前に、 検出器の前面パネ
ルでオー トゼ ロシグナルを設定する必要があ り ます。既定のオー トゼ ロシグナルは 「Low」 です。
詳細については、 64 ページの 「イ ベ ン ト⼊⼒の設定（接点リ レー）」 を参照し て く だ さ い。

表 2–5: 2695 セパレーシ ョ ンモジ ュールと検出器の接続（オートゼロの実⾏用）

2695 セパレーシ ョ ンモジ ュール
（B ⼊出⼒） 2489 UV/Vis 検出器 (II)

ピ ン  1 Inject Start ピ ン  9 Auto Zero +

ピ ン  2 Inject Start ピ ン  10 Auto Zero –

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

Inject Start 
Inject Start 
Ground
Lamp On/Off 
Lamp On/Off 
Chart-mark 
Chart-mark 
Ground
Auto Zero 
Auto Zero 

2489 コ ネ ク タ ー II2695 コ ネ ク タ ー A

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

Switch 1
Switch 1
Ground
Switch 2
Switch 2
Switch 3
Switch 3
Switch 4
Switch 4
Ground
Run Stopped
Run Stopped
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
36 ページ



図 2–8: 2695 セパレーシ ョ ンモジ ュールと検出器の接続（注⼊時のオートゼロ用）

2.6.6.2 注⼊時のチ ャートマークの生成
検出器で注⼊開始時にチ ャ ー ト マー ク機能を実⾏するには、 下表および下図に⽰されている接続
を⾏います。

2695 セパレ ーシ ョ ン モ ジ ュ ールか ら チ ャ ー ト マ ー ク を生成する前に、 検出器の前面パネルで
チ ャ ー ト マ ー ク シ グ ナ ル を設定す る必要があ り ま す。 既定の チ ャ ー ト マ ー ク シ グ ナ ル設定は
「Low」 です（詳細については、 64 ページの 「イ ベ ン ト⼊⼒の設定（接点リ レー）」 を参照）。

表 2–6: 2695 セパレーシ ョ ンモジ ュールから検出器へ（チ ャートマークの生成用）

2695 セパレーシ ョ ンモジ ュール
（B ⼊出⼒） 2489 UV/Vis 検出器 (II)

ピ ン  1 Inject Start ピ ン  6 Chart-mark 

ピ ン  2 Inject Start ピ ン  7 Chart-mark –

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

Inject Start 
Inject Start 
Ground
Lamp On/Off 
Lamp On/Off 
Chart-mark 
Chart-mark 
Ground
Auto Zero 
Auto Zero 

2489 コ ネ ク タ ー II2695 コ ネ ク タ ー B

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

Inject Start 
Inject Start 
Ground
Stop Flow 
Stop Flow 
Hold Inject 1 
Hold Inject 1 
Hold Inject 2 
Hold Inject 2 
Ground
Chart Out 
Chart Out 
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図 2–9: 2695 セパレーシ ョ ンモジ ュールと検出器の接続（注⼊時のチ ャートマークの
生成用）

2.6.7 e-SAT/IN モジュールを使っ て、 検出器とクロマトグラ フ ィー
データワークステーシ ョ ンを接続する

Ethernet バスの代わ り に  e-SAT/IN™ モジ ュ ールを使⽤し て、Empower ま たは MassLynx ソ
フ ト ウ ェ アで検出器のデー タ取り込み と コ ン ト ロ ールを⾏う には、 以下のハー ド ウ ェ ア を接続す
る必要があ り ます。

• Ethernet カ ー ド
• Ethernet satellite interface (e-SAT/IN) モジ ュ ール

2.6.7.1 e-SAT/IN モジュール
下図に⽰されている  Waters e-SAT/IN モジ ュ ールは、 検出器な ど の装置か ら のアナ ロ グ信号を
デジ タ ル信号に変換し ます。 次に、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ワー ク ス テーシ ョ ン に取り付け ら
れている  Ethernet カ ー ド を使⽤し て、 これら のデジ タ ル信号を送信し ます。

注：e-SAT/IN モジ ュ ールには電源ス イ ッ チはあ り ません。 モジ ュ ールへの電源コ ー ド の抜き差
し を⾏う際には、 必ずコ ー ド を コ ンセン ト（または電源装置）か ら抜いてか ら⾏っ て く だ さ い。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

Inject Start 
Inject Start 
Ground
Lamp On/Off 
Lamp On/Off 
Chart-mark 
Chart-mark 
Ground
Auto Zero 
Auto Zero 

2489 コ ネ ク タ ー II2695 コ ネ ク タ ー B

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

Inject Start 
Inject Start 
Ground
Stop Flow 
Stop Flow 
Hold Inject 1 
Hold Inject 1 
Hold Inject 2 
Hold Inject 2 
Ground
Chart Out 
Chart Out 
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図 2–10: e-SAT/IN モジ ュール（前面パネル）

2.6.7.2 検出器と  e-SAT/IN モジュールの接続
下図に⽰すよ う に、 e-SAT/IN モジ ュ ールは検出器背面の B（⼊出⼒）端子によ っ て検出器に接
続されます。

検出器を e-SAT/IN モジ ュールに接続するには：
1. ケーブルの絶縁被覆を剥ぎ取る⼯具を使⽤し て、 e-SAT/IN の 9 ピ ン コ ネ ク タ ーの⼀端か

ら絶縁被覆を  3 mm（1/8 イ ン チ）ほ ど剥ぎ取り、 ⽩⿊のワ イヤーを露出させます。

2. ケーブルのも う⼀方の端を、 e-SAT/IN モジ ュ ール前面パネルの Channel 1 ま たは 
Channel 2 のいずれかの コ ネ ク タ ーに接続し ます。

3. Channel 1 の場合、
• ⽩⾊のワ イヤーを  I の ピ ン  1 (Analog 1 +) に接続し ます。
• ⿊⾊のワ イヤーを  I のピ ン  3 (Ground) に接続し ます。

注意：e-SAT/IN モジ ュ ールの損傷（保証の無効化）を防ぎ、 正常に起動させるに
は、Waters e-SAT/IN Module Installation Guide（『Waters e-SAT/IN モジ ュ ー
ル イ ン ス ト ールガ イ ド』）に記載されている手順をすべて完了し てか ら、 モジ ュ ール
の電源を⼊れて く だ さ い。

TP02834

電源ス イ ッ チ

LEDI/O コ ネ ク タ ーアナ ロ グ⼊⼒
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図 2–11: e-SAT/IN モジ ュールの Channel 1 と検出器の接続

4. Channel 2 の場合、
• ⽩⾊のワ イヤーを  I の ピ ン  4 (Analog 2 +) に接続し ます。
• ⿊⾊のワ イヤーを  I のピ ン  8 (Ground) に接続し ます。

図 2–12: e-SAT/IN モジ ュールの Channel 2 と検出器の接続

5. ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ アの イ ン ス ト ール /構成ガイ ド に従っ て、 e-SAT/IN
モジ ュ ールのシ リ アルポー ト を設定し ます。

下表は、 検出器と  e-SAT/IN モジ ュ ールの接続に関する要約です。

表 2–7: 検出器と  e-SAT/IN モジ ュールの接続

2489 UV/Vis 検出器 (I) e-SAT/IN コネクター
ピ ン  1 Analog 1 +（⽩） Channel 1 ま たは 2

ピ ン  3 Ground（⿊）
ピ ン  4 Analog 2 +（⽩） Channel 1 ま たは 2

ピ ン  8 Ground（⿊）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

Analog 1 
Analog 1 
Ground
Analog 2 
Analog 2 
Switch 1
Switch 1
Ground
Switch 2
Switch 2

2489 コ ネ ク タ ー I

⽩

⿊

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

Analog 1 
Analog 1 
Ground
Analog 2 
Analog 2 
Switch 1
Switch 1
Ground
Switch 2
Switch 2

2489 コ ネ ク タ ー I

⽩

⿊
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2.6.8 検出器と  745/745B/746 データモジュールの接続
検出器背面パネルのアナ ロ グ出⼒コ ネ ク タ ーを介し て、 検出器と  Waters 745/745B/746 デー
タ モジ ュ ールを接続でき ます。 アナ ロ グ コ ネ ク タ ーか ら  2 V の出⼒が可能で、 AU 感度設定や電
圧オ フ セ ッ ト設定も可能です。

注：検出器から イ ンテグレー ターに過飽和のシグナルが送信される こ と を防ぐ ため、 イ ンテグレー
ターの⼊⼒定格電圧を超えないよ う に し て く だ さ い。

アナ ロ グ出⼒シグナルは、2489 UV/Vis 検出器のス タ ー ト ア ッ プキ ッ ト にあるケーブルを介し て
伝送されます。 下表および下図に従っ て、 接続を⾏っ て く だ さ い。

測定に悪影響を与える接地ループの発生確率を最小限に抑えるため、 ケーブルのシール ド の⼀端
のみをシ ャ ーシアースに接続し ます。

表 2–8: 検出器とデータモジ ュールの接続

2489 UV/Vis 検出器 (I) 745/745B/746 端⼦
ピ ン  1 Analog 1 +（赤） +

ピ ン  3 Ground（⿊） –

ピ ン  4 Analog 2 +（赤） +

ピ ン  8 Ground（⿊） –
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図 2–13: データモジ ュール と検出器チ ャ ンネル A および B の接続

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

Analog 1 
Analog 1 
Ground
Analog 2 
Analog 2 
Switch 1
Switch 1
Ground
Switch 2
Switch 2

2489 コ ネ ク タ ー I

745/745B/746 端子

赤

⿊

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

Analog 1 
Analog 1 
Ground
Analog 2 
Analog 2 
Switch 1
Switch 1
Ground
Switch 2
Switch 2

2489 コ ネ ク タ ー I

745/745B/746 端子

赤

⿊
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2.6.9 検出器と フ ラクシ ョ ン コ レクターの接続
検出器は以下に基づいて フ ラ ク シ ョ ン コ レ ク タ ーを ト リ ガーでき ます。

• タ イ ム イ ベン ト（74 ページの 「タ イ ム イ ベン ト」 を参照）
• 感度レベル（76 ページの 「感度イベン ト」 を参照）

検出器のプ ロ グ ラ ム可能なス イ ッ チ  2 つ（SW1 ま たは SW2）の う ち  1 つに フ ラ ク シ ョ ン コ レ
ク タ ーを接続し、 前面パネルで タ イ ム イ ベ ン ト、 感度、 ま たはレシオ を設定し ます。 ま た、 フ ラ
ク シ ョ ン コ レ ク タ ーを接続し て、 フ ラ ク シ ョ ン コ レ ク タ ーでチ ュ ーブが交換されるたびにチ ャ ー
ト マー ク イ ベン ト⼊⼒を ト リ ガーする よ う設定する こ と もでき ます。

下表は、 検出器と フ ラ ク シ ョ ン コ レ ク タ ーの接続およびオー ト イ ンジ ェ ク タ ー と フ ラ ク シ ョ ン コ
レ ク タ ーの接続を⽰し ています。

関連項目：完全な手順については、 フ ラ ク シ ョ ン コ レ ク タ ーに付属のド キ ュ メ ン ト を参照し て く
だ さ い。

表 2–9: 検出器と フ ラクシ ョ ン コ レクターの接続

2489 UV/Vis 検出器の接続 フ ラクシ ョ ン コ レクター
I ピ ン  3 Ground ピ ン  1 Detector In –

II ピ ン  6 Chart-mark  ピ ン  10 Event Marker 

II ピ ン  7 Chart-mark – ピ ン  9 Event Marker –

I ピ ン  6 SW1 ピ ン  7 External Count In 

I ピ ン  8 Ground ピ ン  8 External Count In –

2695 セパレーシ ョ ンモジ ュール
Inject Start  External Start In 
Inject Start – External Start In –
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2.7 検出器の配管

検出器を初めて起動する前に：
• こ のセ ク シ ョ ンで説明されている配管接続を完了し ます。
• 電源の接続を完了し ます（30 ページの 「電源への接続」 を参照）。

必要条件：検出器ユニ ッ ト で以下の配管接続を⾏う必要があ り ます。

• カ ラ ムの接続
• 廃液システムの接続

推奨事項：

• カ ラ ムを接続する前に、 68 ページの 「検出器が正し く動作するか ど う かの検証」 に記載さ
れている検証手順を実⾏し て く だ さ い。

• 廃液リ ザーバーを ド レ イ ン チ ュ ーブ に接続し、 検出器の左前面下部にある ゴム製の脚の隣
に配置し ます。

• Tygon® チ ュ ーブ を使⽤し て、 廃液チ ュ ーブ を廃液リ ザーバーに接続し ます。

2.7.1 HPLC システムにカラムを接続する

本検出器の配管接続部は、 フ ロ ーセルアセン ブ リ ーの前面左側にあ り ます。

HPLC システムのイン レ ッ ト と アウト レ ッ ト チ ューブを接続するには：
1. ス テ ン レ ス製締め付け⽤フ ィ ッ テ ィ ン グ と フ ェ ラ ル（ス タ ー ト ア ッ プキ ッ ト に同梱）を取

り付けます。
2. イ ン レ ッ ト チ ュ ーブ を カ ラ ムア ウ ト レ ッ ト に接続し ます。 

3. チ ュ ー ブが カ ラ ムのア ウ ト レ ッ ト に確実に接続されている こ と を確認し、 締め付け⽤ねじ
を締め付けます。

4. Tygon チ ュ ーブ を フ ロ ーセルのア ウ ト レ ッ ト チ ュ ーブ に接続し、廃液容器まで配管し ます。

警告：吸⼊を含む、 溶媒およびサン プルの⼈体への接触によ る有害な影響を防止す
るため、 これら を取り扱う と きは、 優良試験所基準 (GLP) を順守し て く だ さ い。 使
⽤する溶媒およびサン プルについて、化学物質安全性デー タ シー ト  (MSDS) を参照
し て く だ さ い。

注意：フ ロ ーセルやチ ュ ーブの損傷を避けるため、 フ ロ ーセルまたはチ ュ ーブの定
格圧⼒を超える背圧が発生する恐れのある チ ュ ーブ ま たは装置を接続しないで く だ
さ い。標準的な分析フ ローセルの定格圧⼒は、6895 kPa (69 bar、1000 psi) です。

警告：事故防止の観点か ら、 溶媒の処理、 チ ュ ーブの交換、 およびシス テムの操作を⾏う
場合は、常に優良試験所基準 (GLP) を遵守し て く だ さ い。 使⽤する溶剤の物理的および化
学的な性質を確認し て く だ さ い。 使⽤する溶媒については、 化学物質安全性デー タ シー ト
(MSDS) で確認し て く だ さ い。
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2.7.2 ACQUITY Arc システムにカラムを接続する

本検出器の配管接続部は、 フ ロ ーセルアセン ブ リ ーの前面左側にあ り ます。

注：チ ュ ーブ アセン ブ リ ーは、 該当シス テムの送液キ ッ ト に同梱されています。

ACQUITY Arc® システムにイン レ ッ ト と アウト レ ッ トチ ューブを接続するには：
1. イ ン レ ッ ト チ ュ ーブ を カ ラ ムのア ウ ト レ ッ ト に接続し て、 次に フ ロ ーセルの イ ン レ ッ ト に

接続し ます。

2. ア ウ ト レ ッ ト チ ュ ーブ を フ ロ ーセルのア ウ ト レ ッ ト に接続し、 廃液容器へ配管し ます。

2.7.3 フ ィ ッ テ ィ ングの組み⽴て（HPLC のみ）
各フ ィ ッ テ ィ ングを組み⽴てるには：

1. チ ュ ーブの端に締め付け⽤ねじ を ス ラ イ ド さ せ、 次に フ ェ ラ ルを ス ラ イ ド させます。
2. フ ェ ラ ルの細い方がチ ュ ーブの端に向 く よ う に、 フ ェ ラ ルを取り付けます。

図 2–14: フ ェ ラル と締め付け用ねじのアセンブリー

警告：事故防止の観点か ら、 溶媒の処理、 チ ュ ーブの交換、 およびシス テムの操作を⾏う
場合は、常に優良試験所基準 (GLP) を遵守し て く だ さ い。使⽤する溶剤の物理的および化
学的な性質を確認し て く だ さ い。 使⽤する溶媒については、 化学物質安全性デー タ シー ト
(MSDS) で確認し て く だ さ い。

注意：こ ぼれ出た溶媒によ っ て装置が損傷するのを防ぐ ため、 溶媒の漏れを受ける
溶媒ト レ イ を使わずに廃液容器を直接装置や機器の上に置いかないで く だ さ い。

締め付け⽤ねじ

チ ュ ーブ フ ェ ラ ル
チ ュ ーブの端（カ ラ ム効
率を最大にするために、
直角に切断し て研磨する）

⻑さ（ユニ オ ンやカ ラ ム フ ィ ッ テ ィ
ン グな ど の個々の⽤途によ っ て異な
る）
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2.7.4 HPLC システムでチ ューブを接続する
HPLC システムでチ ューブを接続するには：

1. カ ラ ムア ウ ト レ ッ ト、 検出器イ ン レ ッ ト、 ま たは検出器ア ウ ト レ ッ ト の フ ィ ッ テ ィ ン グ に
各チ ュ ーブ端をはめます。

2. 締め付け⽤ねじ を手で締めた後、 スパナで さ ら に  1/2 回転し、 フ ェ ラ ルを固定し ます。

必要条件：正確な検証を確実に⾏う には、 フ ロ ーセルに移動相や溶媒を送液する前に、検出器の
電源を⼊れます。

推奨事項：溶媒中の溶存酸素の影響を防ぐ ため（真空デガ ッ サーを使⽤するシス テムの場合）、
230 nm 未満の波⻑で検出器を運⽤する場合は、 連続的にデガ ッ サーを使⽤し ます。

2.7.5 ACQUITY Arc システムでチ ューブを接続する
ACQUITY Arc システムでチ ューブを接続するには：

1. カ ラ ムア ウ ト レ ッ ト、 検出器イ ン レ ッ ト、 ま たは検出器イ ン レ ッ ト の フ ィ ッ テ ィ ン グ に各
チ ュ ーブ端を取り付けます。

2. 締め付け⽤ねじ を指で固 く締めて各フ ェ ラ ルを固定し ます。

必要条件：正確な検証を確実に⾏う には、 フ ロ ーセルに移動相や溶媒を送液する前に、検出器の
電源を⼊れます。

推奨事項：溶媒中の溶存酸素の影響を防ぐ ため（真空デガ ッ サーを使⽤するシス テムの場合）、
230 nm 未満の波⻑で検出器を運⽤する場合は、 連続的にデガ ッ サーを使⽤し ます。
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3 検出器の準備

検出器を設置する と、 ス タ ン ド ア ロ ー ンの装置と し て、 ま たは ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト
ウ ェ ア を使っ て検出器を設定し て使⽤でき ます。

必要条件：検出器を正確に動作さ せる ため、 ポ ン プで フ ロ ーセルに移動相や溶媒を送液する前
に、 必ず 68 ページの手順を実⾏し て く だ さ い。

3.1 検出器の初期化

検出器の電源を投⼊する前に、 背面パネルに電源コ ー ド が正し く 取り付け られている こ と を確認
し て く だ さ い。

電源を投⼊するには、 検出器の左側上方にある オ ン/オ フ ス イ ッ チ を押し ます。

起動時に検出器は 3 回警告⾳を発し、 ⼀連の起動時診断テス ト を⾏います。 すべての起動時診断
テス ト に合格する と、［Startup Diagnostics］画面の各テス ト に 「OK」 が表⽰されます。

図 3–1: ［Startup Diagnostics］画面

表 3–1: 検出器の構成

構成 操作に必要なプログラ ミ ング
検出器は、 シス テム内のス タ ン ド ア ロ ーン検
出器と し て使⽤されるか、 液体を扱う ユニ ッ
ト、 イ ンジ ェ ク タ ー、 イ ン テ グ レー タ ー、 ま
たはデー タ シス テム と併⽤される

検出器が リ モート モー ドの場合を除き、 フ ロ ン
トパネル（67 ページ参照）を使っ て検出器を
プ ロ グ ラ ム し ます。

検出器は Empower ま たは MassLynx ク ロ マ
ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ アで コ ン ト
ロ ール される

デー タ シス テムのオ ン ラ イ ンヘルプ に従っ て、
デジ タ ルデー タ の管理や収集⽤に、 デー タ シ
ス テムを使っ て検出器を プ ロ グ ラ ム し て く だ
さ い。

STARTUP DIAGNOSTICS

TPU

SCI

GPIB

QSPI

OK

OK

OK

OK

ROM

RAM

LCD

CPU

OK

OK

OK

OK
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［Startup Diagnostics］画面が表⽰される と、 検出器には以下の⼀連の メ ッ セージが表⽰され、
引き続き、 約 5 分間の処理が⾏われます。

• グ レーテ ィ ン グ初期化中
• シス テム初期化中
• ラ ン プ点灯
• 残り のウ ォ ームア ッ プ時間：n 分
• 光学フ ィ ル タ ーをホー ミ ン グ中
• 656 nm を検出中
• シス テムパ フ ォ ーマ ン ス を最適化中
• キ ャ リ ブ レーシ ョ ン ピー ク を検出中
• 最後の設定を リ ス ト ア中
• 初期化を完了中

初期化が完了する と、 検出器に吸光度画面が表⽰されます（49 ページを参照）。 こ の画面および
後続の画面の詳細については、 51 ページの 「キーパ ッ ド の使⽤」 および 56 ページの 「ユーザー
イ ン タ ー フ ェ ースの使⽤方法」 を参照し て く だ さ い。

ヒ ン ト：通常、少な く と も使⽤の 30 分前に起動し、検出器のウ ォ ームア ッ プ を⾏っ て く だ さ い。

3.1.1 診断テストの失敗
起動時の内部診断テス ト の診断項目が 1 つでも不合格になる と、 検出器はビ ープ⾳を鳴ら し、 エ
ラ ー メ ッ セージを表⽰し ます。 重大なエ ラ ーの場合、 吸光度画面の実⾏時間の部分に、 「エ ラ ー」
が括弧付きで (<Error>) 表⽰されます。

起動時診断テス ト の失敗、 エ ラ ー メ ッ セージ、 および推奨される対処方法については、 115 ペー
ジを参照し て く だ さ い。 起動時診断テス ト の失敗のハー ド ウ ェ ア関連の原因と その対処方法につ
いては、 124 ページを参照し て く だ さ い。

3.1.2 アイドルモード
検出器が正常に起動する と、 ア イ ド ル モ ー ド にな り ます（図 「2489 UV/Vis 検出器のア イ ド ル
モー ド の画面」（48 ページ）を参照）。 シ ャ ッ タ ーを開 く必要がある機能（ロー カル メ ソ ッ ド、 ス
キ ャ ン、 ノ イ ズテ ス トな ど）を実⾏し ていない と きは、 シ ャ ッ タ ーは閉じ た状態で、 検出器はア
イ ド ルモー ド で ラ ン プが点灯し ています。 シ ャ ッ タ ーが閉じ ている こ と に よ り、 不要な紫外光が
検出器の光学系に到達する こ と を防ぎます。

図 3–2: 2489 UV/Vis 検出器のアイドルモードの画面
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3.2 操作用インターフ ェースの使用

3.2.1 デ ィ スプレイの使用
検出器の操作には、 128 × 64 ビ ッ ト マ ッ プのグ ラ フ ィ ッ ク デ ィ ス プ レ イ と  24 キー構成の メ ン
ブ レ ンキーパ ッ ド を使⽤し ます。 起動時診断テス ト に合格する と、 吸光度画面（HOME 画面）が
表⽰されます。

図 3–3: 検出器の吸光度画面（HOME 画面）

HOME キーを押す と吸光度画面に戻り ます。検出器の初回使⽤時、吸光度画面には⼯場出荷時の
既定値が表⽰されます。 初回使⽤後は、 吸光度画面には最後に検出器の電源を切っ た と きの設定
が表⽰されます。 吸光度画面は、 分析が継続される と変化し続けます。

検出器は、 1 つ ま たは 2 つの波⻑の吸光度を リ アル タ イ ムでモ ニ タ ー し ます。 ユーザーは下表の
パ ラ メ ー タ ー設定をすべて変更でき ます。 A/B キーで、 チ ャ ンネル A と  B の吸光度画面を切り
換える こ と ができ ます。

3.2.1.1 吸光度とメ ッ セージのアイコ ン
検出器のプ ロ グ ラ ムの吸光度画面と メ ッ セージ画面には、49 ページの図および下表に⽰されてい
る ア イ コ ン と フ ィ ール ド が表⽰されます。こ の表に⽰されている機能ア イ コ ン、AU、および フ ィ ー
ル ド の範囲と既定値の⼀覧については、 61 ページの タ イ ト ル 「⼀次および二次機能（メ ソ ッ ド）
のパ ラ メ ー タ ー」 の表を参照し て く だ さ い。

注：感度 (AU) 設定を変更する と、 2 V 出⼒に影響し ます。 例えば、 1 AU にする と  0.5 AU/V、
2 AU にする と  1 AU/V にな り ます。

表 3–2: 吸光度とメ ッ セージ画面のアイコ ン

アイコ ン/
フ ィールド アイコ ン/フ ィールド名 機能

フ ィ ール ド に値
を⼊⼒

感度または AU 吸光度単位 (AU) で、 選択し たチ ャ ンネルの
チ ャ ー ト感度を選択し ます（Ethernet シグナ
ルは影響を受けません）。

フ ィ ール ド に値
を⼊⼒

波⻑ 選択し たチ ャ ンネルでモ ニ タ ーする波⻑を選
択し ます。 シン グル波⻑モー ド では、 チ ャ ン
ネル B で波⻑を独⽴し て コ ン ト ロ ールする こ
と はでき ません。

吸光度  ラ ン プ オ ン/オ フ シ フ ト オ ン/オ フ

チ ャ ンネルセレ
ク タ ー

波⻑

感度

Next

シン グル/デ ュ アル波⻑

キーパ ッ ド の ロ ッ ク /ロ ッ ク解除

ロー カル（メ ソ ッ ド番号）/
リ モー ト コ ン ト ロ ール

分析時間（分）

Sticky 診断テス ト オ ン/オ フ
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チ ャ ンネルセレ ク タ ー A/B キーを押す と、 チ ャ ンネルが変更されま
す。 選択し たチ ャ ンネルのア イ コ ンが、 他の
チ ャ ンネルのア イ コ ン と重な り ます。

チ ャ ンネルオ ン タ イ ム イベン ト ま たは感度イベン ト がオ ン に
設定された  ON A ま たは ON B のア イ コ ンが
表⽰されます。

チ ャ ンネル ト レース TRACE キーを押す と、 表⽰中のチ ャ ンネルの
みが表⽰されます。 

数値フ ィ ール ド 吸光度 選択し たチ ャ ンネルについて、 現在の吸光度
が表⽰されます。

ラ ン プ オ ン ラ ン プが点灯し ている こ と を⽰し ます。

ラ ン プ オ フ ラ ン プが消灯し ている こ と を⽰し ます。

シ フ ト オ フ ブ ラ ン クはシ フ ト オ フ の状態です。

シ フ ト オ ン キーを押す操作 1 回に対し て、 シ フ ト が有効
である こ と を⽰し ます。

単⼀波⻑ 検出器がシン グルチ ャ ンネルモー ド で動作中
である こ と を⽰し ます。

マルチ波⻑ 検出器がデ ュ アルチ ャ ンネルモー ド で動作中
である こ と を⽰し ます。

キーパ ッ ド の ロ ッ ク
解除

キーパ ッ ド⼊⼒が制限されていない こ と を⽰
し ます。

キーパ ッ ド の ロ ッ ク パ ラ メ ー タ ー値の変更はできない こ と を⽰し
ます。 外部デー タ シス テムか ら の コ ン ト ロ ー
ル下にある場合、 キーパ ッ ド が ロ ッ ク されま
す（リ モー ト モー ド の場合のみ）。

Sticky 診断オ ン Sticky 診断の設定がア ク テ ィ ブの状態である
こ と を⽰し ます。（Sticky 診断の設定につい
ては、 116 ページを参照し て く だ さ い。）

ロー カ ル メ ソ ッ ド番号 2489 検出器がデー タ シス テムに よ っ て コ ン
ト ロ ール されていない こ と を⽰し ます。 ア イ
コ ンの草書体の 「m」 の⽂字と現在の メ ソ ッ
ド番号またはア ス タ リ ス ク  (*) が表⽰され、
現在の条件が メ ソ ッ ド と し て保存されていな
い こ と を⽰し ます。

表 3–2: 吸光度とメ ッ セージ画面のアイコ ン（続き）

アイコ ン/
フ ィールド アイコ ン/フ ィールド名 機能
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3.2.2 キーパッ ドの使用
検出器のキーパ ッ ドは、 以下の 24 キーで構成されています。

• 数字キー（0〜9 の数字と小数点）、
• Enter、 Shift、 CE(Clear Entry)、 Next、 およびヘルプ フ機能、
• s および t（移動のみに使⽤、 s を押す と強調表⽰されている領域を左に移動、 t を押す と右

に移動）、
• チ ャ ンネル選択⽤の A/B、
• 特定の画面（HOME ま たは吸光度、 DIAGnostics、 TRACE、 CONFIGURE、 METHOD、

および SCAN）に移動、
• ⼀次機能キー（Chart-mark、 Autozero、 および Run/Stop）、
• 二次機能キー（Scale、 Single or Dual Wavelength、 Reset Clock、 Lamp、 Lock、

Calibrate、System Information、Contrast、Previous、Cancel、/-、および Clear Field）。

Ethernet コ ン ト ロ ール 検出器が ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ シス テム
に よ っ て コ ン ト ロ ール されている こ と を⽰し
ます。

数値フ ィ ール ド 分析時間（分） Run キーを押してから、 または注⼊開始シグナ
ルを受信してからの経過時間が表⽰されます。

次へ Next キーを押す と次の画面が表⽰される こ と
を⽰し ます。

メ ッ セージ画面の
ア イ コ ン

エ ラ ー メ ッ セージを⽰し ます。

メ ッ セージ画面の
ア イ コ ン

質問を⽰し ます。

メ ッ セージ画面の
ア イ コ ン

警告メ ッ セージを⽰し ます。

メ ッ セージ画面の
ア イ コ ン

情報が表⽰されている こ と を⽰し ます。

メ ッ セージ画面の
ア イ コ ン

待機する必要がある こ と を⽰し ます。

表 3–2: 吸光度とメ ッ セージ画面のアイコ ン（続き）

アイコ ン/
フ ィールド アイコ ン/フ ィールド名 機能
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図 3–4: キーパッ ド：

⼀次機能キーはパ ラ メ ー タ⼊⼒な ど を必要と せず、 押す と直ち に機能し ます。 二次機能キーは、
パ ラ メ ー タ ー フ ィ ール ド に情報を⼊⼒し、 その機能を有効にするために  Enter キーを押す必要が
あ り ます。

すべて大⽂字で表⽰されているキー（HOME、 DIAG、 TRACE、 METHOD、 CONFIGURE、 およ
び SCAN）は大部分の画面で直接実⾏する こ と ができ ます。

選択リ ス ト ま たは メ ニ ュ ーで、 1 〜 9 の数字⼊⼒を⾏う場合は、 選択する項目に対応する番号を
押し てか ら  Enter を押し ます。 10 の場合は、 0 を押し てか ら  Enter を押し ます。 選択リ ス ト の
最後に移動するには、• を選択し ます。11 や 12 の番号の項目を選択する場合は、選択リ ス ト上
でその項目までス ク ロ ール し、 Enter を押し ます。

Enter

Shift
0

1 2

4 5

87

3

6

9

CE

Chart mark Auto Zero Run/Stop

TRACE

DIAG Next

 

ランプ Lock

Reset?

METHOD Calibrate

CONFIGURE Previous

Cancel

System Info



A/B
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SCAN

HOME

 Clear Field

Contrast
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以下の表に、 ⼀次および二次機能キーの機能を⽰し ます。

表 3–3: 検出器のキーパ ッ ドの説明

キー シ フ トなし シ フ トあり
HOME – ア イ コ ン、 波⻑フ ィ ール
ド、 および AU フ ィ ール ド を含む
吸光度画面を表⽰し ます。

? – 使⽤可能な場合に、 コ ン テキ
ス ト センシテ ィ ブなヘルプが表⽰
されます。

Chart-mark – アナ ロ グ出⼒に瞬
間的なパルス を送り ます（現在の
設定によ っ てA、 B、 ま たはその両
方）。 チ ャ ー ト マー カ ー機能が両
チ ャ ンネルで無効の場合、 こ の
キーは無効です。

SCAN – スペ ク ト ルの測定や処理
を⾏う オ プシ ョ ンの リ ス ト が表⽰
されます。

Auto Zero – 吸光度オ フ セ ッ ト
を、 アナ ロ グ出⼒（現在の設定に
よ っ てA、 B、 ま たはその両方）が 
0 AU の値を⽰すよ う に設定し ま
す。 吸光度画面の 3 ページ目で
オー トゼ ロ機能を有効または無効
にする こ と ができ ます（60 ペー
ジの図を参照）。

 – 吸光度画面で こ のキーを使
⽤し て、 シン グル波⻑モー ド と
デ ュ アル波⻑モー ド を切り換えま
す。 現在のモー ド がデ ィ ス プ レ イ
のア イ コ ンで⽰されます。

Run/Stop – 分析時間ク ロ ッ ク を
開始または⼀時停止（フ リ ーズ）
し ます。（経過時間は、 吸光度画
面の右下付近に表⽰されます。）
スキ ャ ン を開始し ます。

Reset – 検出器の分析時間ク ロ ッ
ク をゼ ロ分に リ セ ッ ト し ます。 検
出器を現在の メ ソ ッ ド の初期状態
に戻し ます。

矢印キー – ⼊⼒フ ィ ール ド（編集、 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス、 ま たは選択リ
ス ト）がある画面では、 ア ク テ ィ ブな フ ィ ール ド が太線で囲まれます。
矢印キーを使⽤する と、 強調表⽰されたボー ド がア ク テ ィ ブ にする
フ ィ ール ド に移動し ます。（上向き矢印は上または左に、 下向き矢印は
下または右に移動させます。）ス ク ロ ール リ ス ト のある画面では、 これ
ら のキーを使⽤し て強調表⽰された境界線を上（リ ス ト の先頭に向
か っ て）または下（リ ス ト の最後に向か っ て）に移動させる こ と がで
き ます。 他の画面では、 上下矢印キーが特別な機能を持っ ている場合
もあ り ます（［Display Contrast］画面な ど）。
Next – 現在の画面に関連する そ
の他のオ プシ ョ ンが表⽰されま
す。 こ のキーを繰り返し押す と、
最初の画面に戻り ます。 こ のキー
が使⽤でき る画面では、 デ ィ ス プ
レ イ の右下に［NEXT］矢印が表
⽰されます。

Previous – Next キーが使⽤でき
る場合、 Previous を押す と逆順
に画面が変わ り ます。

A/B – A/B ア イ コ ンが左上隅に表
⽰される画面では、 こ のキーは
チ ャ ンネル A と チ ャ ンネル B の
パ ラ メ ー タ ーを切り替えます。

METHOD – タ イ ム イ ベン トや感
度イベン ト の作成やク リ ア、 およ
び メ ソ ッ ド の保存、 呼び出し、 リ
セ ッ ト を⾏う ためのオ プシ ョ ン リ
ス ト が表⽰されます。

?

HOME

SCAN

Chart mark



Auto Zero

Reset

Run/Stop

Previous

Next

METHOD

A/B
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DIAG – 診断テス ト の選択リ ス ト
が表⽰されます。

CONFIGURE –［Configuration］
画面が表⽰されます。

TRACE – チ ャ ンネル A ま たは B 
の吸光度モ ニ タ ー ト レースが表⽰
されます。

Scale – ト レース画面またはスペ
ク トル画面が表⽰されている と、
こ の機能によ り、 X（時間または波
⻑）とY（吸光度）の寸法で表⽰範
囲を変更する こ と ができ ます。

Shift – シ フ ト あ り の機能（大部分のキーの上側に書かれています）を
使⽤可能に し ます。 シ フ ト状態は⼀時的なもので、 次のキーを押す と
シ フ ト状態は解除されます。

0-9 – 0 〜 9 の数値が現在の
フ ィ ール ド に⼊⼒されます。 選択
リ ス ト では⼀致する番号への カー
ソル移動にも使⽤し ます（0 は 
10 番目の項目）。 選択リ ス ト か
ら、 ⼀致する番号を選択し ます。

0-9 – 各数字キーのシ フ ト の説明
を参照し て く だ さ い。

1 – 上記 0-9 を参照して く だ さ い。 Lamp – 現在取り付け られている
ラ ン プの使⽤時間の統計を表⽰す
る と共に、 ラ ン プのオ ン/オ フ を
⾏う こ と ができ ます。 ラ ン プの現
在の状態は吸光度画面のア イ コ ン
で表⽰されます。

2 – 上記 0-9 を参照して く だ さ い。 Lock – 吸光度画面で使⽤し、
キーパ ッ ド を ロ ッ ク ま たはロ ッ ク
解除し ます。 ロ ッ ク し てお く と、
検出器の設定を不注意に変更し て
し ま う こ と があ り ません。 現在の
ロ ッ ク状態は、 吸光度画面でア イ
コ ン に よ っ て表⽰されます。

3 – 上記 0-9 を参照して く だ さ い。 Calibrate - 波⻑キ ャ リ ブ レー
シ ョ ン を開始し ます。

4 – 上記 0-9 を参照して く だ さ い。 System Info – フ ァ ームウ ェ ア
バージ ョ ンや装置シ リ アル番号
な ど のシス テム情報が表⽰され
ます。

6 – 上記 0-9 を参照して く だ さ い。 Contrast – 液晶デ ィ ス プ レ イ の
コ ン ト ラ ス ト（視角）を調整でき
ます。

表 3–3: 検出器のキーパ ッ ドの説明（続き）

キー シ フ トなし シ フ トあり

CONFIGURE

DIAG

Scale

TRACE

Shift

0-9

Lamp

1

Lock

2

Calibrate

3

System Info

4

Contrast

6
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0 – 上記 0-9 を参照して く だ さ い。 Cancel – ⼀部のモー ド では タ ス
ク を完了しないで、 その タ ス ク を
取り消す こ と ができ ます。 キ ャ ン
セルでき る場合、 メ ッ セージテキ
ス ト の右下に 「Cancel」 と表⽰さ
れます。

• – 小数点を⼊⼒し ます。 ま た、
リ ス ト ではカ ーソルを最後に移動
させます。

/– – ⼀部の編集フ ィ ール ド には
負の数値を⼊⼒でき ます。 こ の機
能を使⽤し て、 ア ク テ ィ ブな
フ ィ ール ド の数値の符号を切り換
え ます。

CE – 変更内容を消去し、 フ ィ ー
ル ド の内容を前の値に戻し ます。
フ ィ ール ド に よ っ ては、 1 つの コ
マ ン ド に対応し ている場合もあ り
ます。 た と えば、 電圧オ フ セ ッ ト
では、 オ フ セ ッ ト値を数字で⼊⼒
する こ と も、 CE を押し てオ フ に
変更する こ と もでき ます。

Clear Field – 新し く値を⼊⼒す
る前に現在のエ ン ト リ ー フ ィ ール
ド を消去し ます。

Enter – 編集フ ィ ール ド の⼊⼒を確定し ます。 ま た、 下矢印と同じ よ
う に ア ク テ ィ ブな フ ィ ール ド を移動させる働き も し ます（ただ し、 吸
光度画面での波⻑編集後を除 く）。 Enter を押す と、 エ ラ ー メ ッ セージ
やその他の注意事項を確認でき ます。 こ のよ う な場合、 メ ッ セージテ
キス ト の右下に 「Enter」 と表⽰されます。

表 3–3: 検出器のキーパ ッ ドの説明（続き）

キー シ フ トなし シ フ トあり

Cancel

0

+/–


Clear Field

CE

Enter
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3.2.3 ユーザーインターフ ェースの使用方法
検出器を操作するには：

1. Enter キーを押すか、 上下矢印キーを押し て、 デ ィ ス プ レ イ上の編集可能なフ ィ ール ド間
を移動し ます。
ヒ ン ト：ア ク テ ィ ブな フ ィ ール ド が太線で囲まれます。 

2. ⼊⼒を終えた ら、 Enter を押し て、 次の フ ィ ール ド を ア ク テ ィ ブ に し ます。

3. 間違っ て⼊⼒した場合は、CE (Clear Entry) を押して⼊⼒を元に戻し、再び⼊⼒可能なフ ィ ー
ル ド に し ます。
ヒ ン ト：選択リ ス ト を含むア ク テ ィ ブな フ ィ ール ドは太線で囲まれ、 フ ィ ール ド の右側に
番号が表⽰されます。 

4. 選択リ ス ト を表⽰するには、 Enter を押し ます。 さ ら に、 以下のいずれかの操作を実⾏し
ます。
• 対応する数字キーを押し て、 直ちに項目を選択する。
• 上下矢印キーを使⽤し て、 リ ス ト を ス ク ロ ール し、 Enter キーを押す。
ヒ ン ト：Enter を押さずに最初か ら必要な数字を直接⼊⼒する こ と ができ ます。

規則：上下矢印キーは フ ィ ール ド に⼊⼒されてい る数値を⼀つずつ増減するわけではあ り ませ
ん。 こ の目的には数値キーパ ッ ド を使⽤し ます。

3.2.3.1 吸光度画面の切り換え
大部分の画面で HOME を押す と、 吸光度画面が表⽰されます。 吸光度画面か ら、 い く つかの二
次機能にア ク セスでき ます。吸光度画面の二次機能画面に移動するには、Next を押し ます。以下
の二次機能があ り ます。

• アナ ロ グ出⼒の仕様
• タ イ ム コ ン ス タ ン ト
• 吸光度オ フ セ ッ ト
• 電圧オ フ セ ッ ト
• チ ャ ー ト の極性
• ⼊⼒の有効化/無効化
• 外部イベン ト の有効化/無効化

ヒ ン ト：二次機能フ ィ ール ド に⼊⼒し たパ ラ メ ー タ ーは現在の メ ソ ッ ド条件の⼀部にな り、 メ
ソ ッ ド保存時に保存されます（73 ページを参照）。

シン グル波⻑モー ド の場合、 検出器には 2 of 4、 3 of 4 な ど の番号が付いた  3 つの追加画面が
表⽰されます。 デ ュ アル波⻑モー ドの場合、検出器には 2 of 5、 3 of 5 な ど の番号が付いた 4 つ
の追加画面が表⽰されます（60 ページを参照）。
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
56 ページ



3.2.3.2 分析のためのセ ッ トア ッ プ
HOME を押し て吸光度画面を再表⽰し て、 波⻑モー ド（ ま たは ）を選択する と、 分析のた
めのセ ッ ト ア ッ プ が完了し ます。 分析前には波⻑モー ド だけでな く 、 以下のパ ラ メ ー タ ーを設定
する必要があ り ます。

• 動作波⻑
• 感度
• タ イ ム コ ン ス タ ン ト
• アナ ロ グ出⼒の感度

分析中に実⾏でき る他の機能に応じ て、他のい く つかのパ ラ メ ー タ ーを設定する必要があ り ます。
吸光度画面と二次機能画面については、 57 ページ と、 機能の説明、 フ ィ ール ド、 画面番号、機能
の種類、表⽰する単位、許容範囲、および既定の設定に関する  61 ページの表を参照し て く だ さ い。

3.2.4 一次機能および二次機能
吸光度画面を使⽤するか、 Next キーを押す こ と に よ っ て、 以下の機能にア ク セスでき ます。

表 3–4: 検出器の機能

機能 説明
波⻑ 取り込み波⻑を設定し ます。
AUFS（吸光度単位フ
ルスケール）

吸光度と出⼒電圧の関係を設定します。現在の吸光度が AUFS 
値に達する と、 出⼒電圧は フ ルスケール (2 V) にな り ます。
注意：感度 (AUFS) 設定を変更する と、 2 V 出⼒に影響し
ます。

アナ ロ グ出⼒ 
（シン グル ） 

こ の機能は、選択されたチ ャ ンネルのアナ ロ グ出⼒の 2 V コ
ネ ク タ ーよ り、 現在の吸光度をチ ャ ー ト に⽰し ます。 こ の吸
光度は、 そのチ ャ ンネルの AUFS 設定にスケー リ ン グ され、
そのチ ャ ンネルの電圧および吸光度オ フ セ ッ ト に よ っ て調整
されています。
例：電圧と吸光度オ フ セ ッ ト の両方でゼロが設定されている  
2 V 出⼒の場合、
出⼒電圧 = 吸光度 × 2 V/AUFS
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アナ ロ グ出⼒ 
（デ ュ アル ） 

前述のシン グル  の選択だけでな く 、 異なる波⻑の別の
チ ャ ンネルの同じパ ラ メ ー タ ーについてもチ ャ ー ト に出⼒
する こ と ができ ます。 さ ら に以下のパ ラ メ ー タ ーについて、
チ ャ ー ト に出⼒する こ と ができ ます。
• MaxPlot – 1 つのデー タ チ ャ ンネルで、 2 つの異なる波
⻑で吸光度の大き さが異なる複数の化合物について、 吸光
度をチ ャ ー ト に出⼒し ます。 MaxPlot のスケー リ ン グは、
チ ャ ンネル A と チ ャ ンネル B で測定された 2 つの吸光度
の う ちの大きい方の値がチ ャ ー ト に出⼒される こ と を除 く
と、 前述のシングル λ の吸光度の場合と同じです。 検出
器は ど ち らの吸光度（チ ャ ンネル A またはチ ャ ンネル B）
が大きいか と は無関係に、 選択したチ ャ ンネルの AUFS、
吸光度オ フ セ ッ ト、 電圧オ フセ ッ ト を使⽤し ます。
出⼒電圧 = 大きい方の吸光度（A ま たは B） × 
2 V/AUFS（選択されたチ ャ ンネル）

• RatioPlot (A/B) – 2 つの波⻑の吸光度のレシオ を チ ャ ー
ト に出⼒し ます。 理論上では、 そのレシオは、 純粋なク ロ
マ ト グ ラ フ ィ ピー クの場合には⼀定で、 純粋ではないピー
クの場合は変化し ます。 こ のモードでは、 画面 5 of 5 で 
3 つのレシオパラ メー ターを適⽤し ます（下図を参照）。
– 最小 AU：この設定では、 いずれかの波⻑（A ま たは 
B）の最小 AU 値を定義し てか ら、 実際の比を計算し ま
す。 両方の吸光度値（A および B）が こ の AU 値よ り大
き く なければならず、 そ う でない場合は 0 V がチ ャ ー ト
に出⼒されます。 吸光度が両方と も こ の最小 AU 値よ り
大きい場合、 吸光度は除算 (A/B) され、 チ ャ ー ト に出⼒
されます。 選択し たチ ャ ンネルの最小レシオ と最大レシ
オの設定によ っ て、 出⼒電圧はそのレシオ  (A/B) に比例
し たスケー リ ン グで出⼒されます。
– 最小レシオ：最小レシオの値に等しい実際のレシオは、
チ ャ ー ト上の 0 V にな り ます。

表 3–4: 検出器の機能（続き）

機能 説明
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
58 ページ



– 最大レシオ：実測のレシオが最大レシオに等しい場合
は、 2 V の フ ルスケール出⼒にな り ます。 こ の選択をす
る と、 吸光度のオ フ セ ッ トは無視されます。
RatioPlot の場合、 チ ャ ー ト上の実際の電圧は以下の と お
り です
出⼒電圧 = 0 V（吸光度 A および B  最小 AU の場合）
出⼒電圧 = （吸光度レシオ  – 最小レシオ） × 2 V/（最
大レシオ  – 最小レシオ）
RatioPlot 機能が正し く動作するために、 両チ ャ ンネルで
選択された タ イ ム コ ン ス タ ン ト が同じ値に設定されてい
る こ と を確認し ます。

• 差プ ロ ッ ト (A-B) – 2 つの異なる波⻑の吸光度の差を
チ ャ ー ト に出⼒し ます。 差プ ロ ッ ト のスケー リ ン グは、
チ ャ ート上の吸光度が A および B で測定された 2 つの吸
光度の値の差（減算）である こ と を除 く と、 前述のシング
ル λ の吸光度と同じです。 検出器では、 選択されたチ ャ ン
ネルの AUFS、 吸光度オ フ セ ッ ト、 および電圧オ フ セ ッ
ト が使⽤されます。
出⼒電圧 = 吸光度の差(A – B) × 2 V/AUFS（選択され
たチ ャ ンネル）

フ ィ ル タ ー タ イ ム コ ン
ス タ ン ト

感度設定を変更する こ と な く 、 ノ イ ズ フ ィ ル タ ー（タ イム
コ ン ス タ ン ト）を調整し て最適なシグナル/ノ イ ズ比を実現
し ます。 詳細については、 20 ページの 「ノ イ ズの フ ィ ル タ
リ ン グ」 を参照し て く だ さ い。

電圧オ フ セ ッ ト チ ャ ー ト上のアナ ロ グ出⼒シグナルを調整し ます。 ミ リ ボル
ト単位で⼊⼒する と、 こ の機能によ っ て⼊⼒値で 2 V のシグ
ナルが調整されます。 本機能は、 微調整や、 検出器と接続さ
れた外部デー タ シス テム と のオ フ セ ッ ト を調整する際に使⽤
し ます。

チ ャ ー ト の極性 チ ャ ー ト上の ク ロ マ ト グ ラ ムを反転し ます。 プ ラ ス  (+) を
⼊⼒する と通常の ク ロ マ ト グ ラ ムが出⼒され、 マ イ ナス  (–) 
を⼊⼒する と反転された ク ロ マ ト グ ラ ムが出⼒されます。

注⼊時にオー トゼ ロ こ の機能は既定で選択されてお り、 接点リ レー、 Ethernet、
ま たは前面パネルを経由し て検出器が注⼊開始シグナルを受
信するたびに、 オー トゼ ロ にな り ます。 いずれかの数字キー
を押すこ と に よ り、 こ のパ ラ メ ー タ ーを無効にでき ます。

 変更時にオー トゼロ こ の機能は、 波⻑の変更が要求されるたびにオー トゼ ロ にな
り ます。 こ の機能を無効にする と、 波⻑変更後の吸光度に大
きな変化がある こ と があ り ます。［to zero］を選択する と、
シグナルレベルがゼロ に設定されます。［to baseline］を選
択する と、 波⻑変更を⾏っ てもベース ラ イ ン レベルが維持さ
れます。 既定では［to zero］です。

表 3–4: 検出器の機能（続き）

機能 説明
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図 3–5: 吸光度画面の二次機能

吸光度画面 (HOME)

Next キーを押す。

Next キーを押す。

Next キーを押
す。

アナ ロ グ レー ト および フ ィ ル タ ー タ
イ ム コ ン ス タ ン ト（ と   の両方で
使⽤可能）

Next キーを押す。

吸光度オ フ セ ッ ト、 および注⼊時に
オー トゼロ（ と   の両方で使⽤可
能）

電圧オ フ セ ッ ト およびチ ャ ー
ト の極性（ と   の両方で使
⽤可能）

最小 AU、 最小レシオ、 および最
大レシオ（ のみで使⽤可能）
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表 3–5: 一次および二次機能（メソ ッ ド）のパラメーター

機能 画面 種類 単位 範囲 既定値
（波⻑） 1（吸光度画面） 数字 nm 190 nm 〜 

700 nm の整数
254 nm

AUFS 1 数字 AUFS 0.0001 〜 4.0000 2.0000

アナ ロ グ レー ト 2 (of 4) ま たは 
2 (of 5)

選択 Hz ()：10、 20、 40、
80
()：1 ま たは 2

10
1

フ ィ ル タ ー タ イ
ム コ ン ス タ ン ト

2 (of 4) ま たは 
2 (of 5)

数字 秒 低速
標準
⾼速
その他：
)：0.0125 〜 5.0
)：0.5 〜 5.0
フ ィ ル タ ーを無効に
するにはオ フ に設定

標準

（その他の
場合：）
1.000

デー タ出⼒
（シン グル ）

3 (of 4) 選択 なし 吸光度 A 吸光度 A

デー タ出⼒
（デ ュ アル ）

3 (of 5) 選択 なし 吸光度 A
吸光度 B
Maxplot A、 B
差 A-B
レシオ  A/B

吸光度 A

注⼊時にオー ト
ゼロ

3 (of 4) ま たは 
3 (of 5)

チ ェ ッ ク
ボ ッ ク ス

なし 選択/選択しない チ ェ ッ ク
マー ク付き

 変更時にオー
トゼ ロ

3 (of 4) ま たは 
3 (of 5)

選択 なし ベース ラ イ ンへ
ゼロへ
無効

ゼロへ

電圧オ フ セ ッ ト 4 (of 4) ま たは 
4 (of 5)

数字 mV –2000 〜 2000 の
整数

0

チ ャ ー ト の極性 4 (of 4) ま たは 
4 (of 5)

選択 なし +
–

+

最小 AU 5 (of 5) 数字 AU 0.0001 〜 4.0000 0.1000

最小レシオ 5 (of 5) 数字 なし 0.00 〜 999.99 0.00

最大レシオ 5 (of 5) 数字 なし 0.00 〜 999.99 2.00
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3.2.4.1 ト レースおよびスケール機能の操作
ト レース機能を使⽤する と、 検出器の操作によ り直近の n 分（最大 60 分）間分の吸光度ト レー
ス を表⽰でき ます。

• TRACE キーを押す と、 既定の設定によ り、 こ の 30 分間に測定した吸光度が表⽰されます。
こ の表⽰は 20 秒ご と に更新されます。

• Scale キー (Shift TRACE) を押す と、検出器にはデフ ォルトで、 T1（終了時刻）でスケー リ ン
グ された ト レースが表⽰されます（直前 30 分間のデータ を表⽰する場合は –30 を設定）。
終了時刻パラ メ ー タ ーは 1 〜 60 の数値に変更でき ます。 スケール機能は、 ト レースの特
定部分を 「拡大」 するために使⽤でき ます。

Scale キーを押した後に Scale パラメーターを表⽰するには：
1. Next を押し、 T2（開始時間）を表⽰させます。 

ヒ ン ト：既定値は 0 です。

2. Next を も う⼀度押し て、 AU1（開始吸光度または低い吸光度）を表⽰し ます。 
ヒ ン ト：既定値は Auto（自動）です。

3. Next を も う⼀度押し て、 AU2（終了吸光度または⾼い吸光度）を表⽰し ます。 
ヒ ン ト：既定値は Auto（自動）です。
4 つのス ケールパ ラ メ ー タ ーボ ッ ク ス に適切な時間と吸光度値を⼊⼒する と、 現在の吸光
度ト レース を⼀部分拡大する こ と ができ ます。
• AU1 および AU2 では、 CE を押す と  Auto に リ セ ッ ト されます。
• T1 は表⽰する ト レースの左側、 つ ま り終了時間を⽰し ます。 既定値は –30 です。
• T2 は表⽰する ト レースの右側、 つ ま り開始時間を⽰し ます。 既定値は 0 です。
下図は、1:1 の メ タ ノ ール/水中のカ フ ェ イ ン と プ ロ ピルパラベンの連続注⼊に関する  60 分
間分のト レースです。

図 3–6: T1 を –60 と した場合の連続注⼊の拡大ト レース

下図は、 前の図に⽰されている  60 分間の連続注⼊の う ち、 5 分間分の拡大ト レース（または画
像の拡大/ズーム）です。 T1 は -5 に変更し ています。 T2 は 0 に変更し ています。 AU1、 およ
び AU2 は 「auto」 の ま まです。
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図 3–7: T1 を -5 に変更した場合の、 連続注⼊の 5 分間分の拡大ト レース

以下の図は、それまでの図と同様の 60 分スケールの ト レースですが、開始吸光度または AU1 を
auto か ら  1 に変更し ています。 T1 は 60 のま まです。 T2 は 0 のま まです。

図 3–8: AU1 を 1 に変更した場合の、 連続注⼊の 60 分間分の拡大ト レース

下図は、チ ャ ンネル B の 60 分ト レースの う ち、最後の 45 分間分を拡大し ています。T1 は –45
に変更し ています。

図 3–9: T1 を –45 と した場合のト レース

スケール機能を使っ て出⼒を変更し ても、 検出器の出⼒表⽰は リ アル タ イ ムで続き ます(⼀方の
チ ャ ンネルまたは両方のチ ャ ンネル)。
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
63 ページ



3.2.5 その他の検出器機能の操作

3.2.5.1 検出器の設定
既定の設定を変更するには、［Configuration］画面を使⽤し ます。

CONFIGURE キー (Shift DIAG) を押し ます。 3 つの［Configuration］画面の う ち最初の画面
が表⽰されます。

ヒ ン ト：イ ベン ト⼊⼒やパルス間隔の設定な ど その他の機能も［Configuration］画面でア ク テ ィ
ブ にな り ます。

図 3–10: ［Configuration］画面

必要条件：Empower ソ フ ト ウ ェ ア ま たは MassLynx ソ フ ト ウ ェ アの コ ン ト ロ ール下でデ ュ ア
ル波⻑モードの検出器を稼動している場合、 無効なデー タ を取り込まないよ う にするには、 デー タ
サン プ リ ン グ レー ト を  1 ポ イ ン ト /秒にする必要があ り ます。

3.2.5.2 イベン ト⼊⼒の設定（接点リ レー）
CONFIGURE キーを使っ て、 イ ベン ト⼊⼒設定および接点リ レー出⼒の設定を編集する こ と がで
き ます。

Enter キー、 数字キーパ ッ ド、 ま たは s キー と  t キーを使っ て、 適切な⼊⼒を選択し、 2 番目の
［Configuration］画面の 4 つの フ ィ ール ド を編集でき ます。

Inject、 Chart-mark、 お よび Autozero の既定の設定は［Low］です。 Lamp の既定の設定は
［Ignore］です。

• Inject – 分析開始を知らせる注⼊⼊⼒を指定でき ます。こ の イ ベン ト に よ り実⾏時間の ク
ロ ッ ク が リ セ ッ ト され、 メ ソ ッ ド の初期条件がただちに適⽤されます。
– High – 接点リ レーがオ フ（開）か ら オ ン（閉）に変わる と分析を開始し ます。
– Low – 接点リ レーがオ ン（閉）か ら オ フ（開）に変わる と分析を開始し ます。
– Ignore – 注⼊開始⼊⼒を無視し ます。

• Chart-mark – チ ャ ンネル A ま たはチ ャ ンネル B、あるいは両方にチ ャ ー ト マー ク を作成
するチ ャ ー ト マー ク⼊⼒を指定でき ます。チ ャ ンネルのレ スポン ス を指定するには、チ ャ ー
ト マー カ ー有効機能を使⽤し ます（61 ページの表と  60 ページの図を参照）。
– High – 接点リ レーがオ フ（開）か ら オ ン（閉）に変わる と チ ャ ー ト マー ク が⼊り ます。
– Low – 接点リ レーがオ ン（閉）か ら オ フ（開）に変わる と チ ャ ー ト マー ク が⼊り ます。
– Ignore – チ ャ ー ト マー ク⼊⼒を無視し ます。

［Configuration］画面 1 of 3 ［Configuration］画面 2 of 3 ［Configuration］画面 3 of 3
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• Autozero – オー トゼ ロ⼊⼒を設定し て、 チ ャ ンネル A ま たはチ ャ ンネル B、 あるいは両
方の吸光度の指⽰値を オー ト ゼ ロ にで き ます。 チ ャ ン ネルの レ スポ ン ス を指定する には、
オー トゼ ロ有効機能を使⽤し ます（61 ページの表と  60 ページの図を参照）。
– High– 接点リ レーがオ フ（開）か ら オ ン（閉）に変わる と チ ャ ンネルのオー トゼ ロが

実⾏されます。
– Low – 接点リ レーがオ ン（閉）か ら オ フ（開）に変わる と チ ャ ンネルのオー トゼ ロが

実⾏されます。
– Ignore –オー トゼ ロ⼊⼒を無視し ます。

• Lamp – 外部デバイ スか ら の信号で、 以下のよ う に重水素ラ ン プ を オ ンやオ フ に切り替え
る こ と ができ ます。
– High – 接点リ レーがオ ン（閉）の時、 ラ ン プはオ フ にな り ます。
– Low – 接点リ レーがオ フ（開）の時、 ラ ン プはオ ン にな り ます。
– Ignore – ラ ン プ⼊⼒を無視し ます。

3.2.5.3 パルス周期の設定
3 ページ目の［Configuration］画面（64 ページを参照）を使⽤し て、 パルス ま たはシグナルの
幅を設定、 あるいは SW1 ま たは SW2 のパルス ま たは矩形波を ア ク テ ィ ブ に し ます。

• Single pulse（秒） – タ イムイベン トや感度イベン トでパルスを発生するよ う に SW1/SW2
を設定し ている場合、 シグナルの周期（シン グルパルスの幅）は こ の フ ィ ール ド で設定さ
れます（範囲は 0.1 〜 60 秒）。

• Rectangular wave（秒） – タ イ ム イ ベン トや感度イベン ト で矩形波を発生する よ う に
SW1/SW2 を設定し ている場合、矩形波の周期（矩形波または連続パルスの 1 周期）はこ
の フ ィ ール ド で設定されます（範囲は 0.2 〜 60 秒）。

下図は、 シン グルパルス と矩形波の違いを⽰し ています。

図 3–11: SW1 または SW2 によるパルス周期またはシグナル幅の設定
n 秒

n 秒

シングルパルス

矩形波
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3.2.5.4 デ ィ スプレイのコ ン トラストの設定
コ ン ト ラ ス ト機能で、 検出器のデ ィ ス プ レ イ画面の コ ン ト ラ ス ト を調整し ます。 Contrast キー 
(Shift 6) を押す と、［Display Contrast］画面が表⽰されます。

図 3–12: ［Display Contrast］画面

s キー と  t キーを使っ て、 デ ィ ス プ レ イ の コ ン ト ラ ス ト を調整し ます。

3.2.5.5 システム情報の表⽰
System Info キー (Shift 4) を押す と、 シ リ アル番号や フ ァ ームウ ェ アバージ ョ ン番号な ど の検
出器の情報が表⽰されます。 

ヒ ン ト：すべての メ ッ セージを表⽰するには、 ス ク ロ ールバーを使⽤し ます。 こ こ に⽰す フ ァ ー
ム ウ ェ アの リ ビ ジ ョ ンの値およびチ ェ ッ ク サムの値は単なる例です。 リ リ ース されたバージ ョ ン
の情報を⽰し ているわけではあ り ません。

3.2.5.6 ヘルプの使い方
検出器には コ ン テキス ト ヘルプが⽤意されています。 関連するヘルプ画面がある プ ロ グ ラ ムのポ
イ ン ト で ? (Shift HOME) を押す と、 該当するヘルプ画面が表⽰されます。

図 3–13: ヘルプ画面

ヘルプ画面を終了するには、 Enter を押し ます。 使⽤し ている機能にオ ン ラ イ ンヘルプがない場
合、 ? を押し ても反応し ません。

チ ャ ンネル A での検出に必要な波
⻑を⼊⼒する。
範囲：190 〜 700。
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3.2.6 検出器の操作

3.2.6.1 検出器の操作の概要：

ヒ ント：検出器を外部デー タ シス テムか ら コ ン ト ロ ール し ている場合、外部シス テムか ら の コ ン
ト ロ ールを開始する前に、 検出器の前面パネルで、 外部シス テムか ら コ ン ト ロ ールできないパ ラ
メ ー タ ーを設定でき ます。

推奨事項：溶存酸素の再吸収を防ぐ ため、230 nm 未満の波⻑で検出器を操作する場合は、継続
的に溶媒のデガ ッ サーを使⽤する こ と を推奨し ます。

必要条件：最適なシステム性能を維持するため、前面ド ア を閉めてか ら、検出器の通常操作を再
開し て く だ さ い。

3.2.6.2 動作モード
検出器は、 190 〜 700 nm の範囲でシン グルま たはデ ュ アル波⻑モー ド で使⽤でき ます。 検出
器の既定モー ドは、 装置の電源が最後に切れた と きの動作モー ド です。

3.2.6.3 スタン ドアローン動作
検出器を ス タ ン ド ア ロ ーンで使⽤する場合は、 最大 5 個の メ ソ ッ ド を保存する こ と ができ ます。
各メ ソ ッ ド には、 最大 50 個の タ イム イベン ト と最大 2 個の感度イベン ト が含まれます。 吸光度
画面の メ ソ ッ ド番号フ ィ ール ド のア ス タ リ ス ク  (*) は、 保存済みの メ ソ ッ ド ではな く 、 現在の条
件を⽰し ています。 メ ソ ッ ド の保存方法に関する詳細は、 73 ページを参照し て く だ さ い。

3.2.6.4 リ モート コ ン トロール
検出器を  Empower ま たは MassLynx で コ ン ト ロ ールする場合、 検出器は Ethernet バス コ ネ
ク タ ーを使⽤し ます（33 ページを参照）。

使⽤している検出器を  HPLC システムに接続する方法については、44 ページを参照して く だ さ い。

外部デー タ シス テムか ら コ ン ト ロ ールする場合、 検出器は リ モー ト コ ン ト ロ ール状態で動作し ま
す。 「E」 の⽂字を含む リ モ ー ト コ ン ト ロ ールのア イ コ ン が吸光度画面に表⽰されます（49 ペー
ジの表を参照）。

外部シス テムへの検出器の接続の詳細については、 33 ページを参照し て く だ さ い。
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3.2.7 検出器が正し く動作するかど うかの検証
検出器の設置後、 以下の手順を実⾏し て、 検出器が正し く動作し ている こ と を確認し ます。

注：フ ローセルにキ ュ ベ ッ トが不要な場合は、分析フ ローセルを⼊手して検定手順を実⾏できます。
Waters の Web サ イ ト の［Services and Support］ページの［Waters Quality Parts® Locator］
を参照し て く だ さ い。 

必要条件： 

• バ リ デーシ ョ ン手順全体を実⾏するには、Waters 正確度および直線性キュベ ッ トキ ッ トおよ
びシス テム適格性評価ツールが必要です。 

• スペアパーツの詳細については、Waters の Web サ イ ト の［Services and Support］ペー
ジの［Waters Quality Parts Locator］を参照し て く だ さ い。

ヒ ン ト：システムに溶媒または移動相を送液する前に： 

1. ラ イ ン を、 フ ィ ル タ リ ン グ済み、 脱気済み、 スパージ済みの HPLC グ レー ド の メ タ ノ ール
で フ ラ ッ シ ュ洗浄し ます。

2. 混和性の問題がない場合、 1 mL/分で最低 15 分間移動相を注⼊し ます。

3.2.7.1 開始する前に
検出器は液体を含まない状態で出荷されるため、 初めて使⽤する前にユニ ッ ト に新鮮で、 フ ィ ル
タ リ ン グ済みの脱気された透明な溶媒を流す必要があ り ます。

必要条件：正確な検証を⾏う には、 フ ロ ーセルに移動相または溶媒を送液する前に、検出器を起
動し、 こ のセ ク シ ョ ンの 1 〜 4 の手順および 69 ページの 「サン プルおよびレ フ ァ レ ン ス ビ ーム
エネルギーの記録」 の 1 〜 5 の手順を実⾏し ます。

装置を起動するには、 以下の操作を実⾏します。
1. 検出器をデー タ シス テムま たはイ ン テ グ レー タ ーに接続し ます（外部デバイ スへの検出器

の詳しい接続方法については、 第 2 章を参照）。

2. 検出器の電源を⼊れます。
結果：前面パネルに約 5 分間、 ⼀連の初期化メ ッ セージが表⽰されます。 47 ページを参
照し て く だ さ い。

3. 初期化が完了する と、 吸光度画面が表⽰されます。
4. 少な く と も使⽤する  30 分前に起動し て、 検出器のウ ォ ームア ッ プ を⾏っ て く だ さ い。

ヒ ン ト：起動時の診断テス ト に失敗し た場合は、 エ ラ ー メ ッ セージを確認し て適切に対処
し、 第 5 章を参照し て く だ さ い。
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3.2.7.2 サンプルおよびレ フ ァ レ ンスビームエネルギーの記録
検出器のベース ラ イ ン値の変化や、 ラ ン プの劣化（ラ ン プ出⼒エネルギーの減少）を把握するに
は、 ベース ラ イ ンのサ ン プルおよびレ フ ァ レ ン ス ビ ームエネルギーを記録し、 必要に応じ て比較
する必要があ り ます。 これら のベース ラ イ ン値に基づいて、検出器を ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ し、
以下が該当するか ど う かを判断し ます。

• 溶媒が汚染されている
• フ ロ ーセルが汚染されている
• ラ ン プの交換が必要
• フ ロ ーセルに気泡が⼊っ ている

サンプルおよびレ フ ァ レ ンスビームエネルギーを記録するには：
1. 検出器がワー ク ス テーシ ョ ン に接続されているか確認し ます。
2. 脱気し た  HPLC グ レー ド のアセ ト ニ ト リ ルを使⽤し て、 推奨流量でシステムチ ュ ーブ を フ

ラ ッ シ ュ洗浄し ます。
3. 移動相を  15 分以上送液し ます。 

4. 検出器のセルが溶媒で満た され、 気泡がない こ と を確認し ます。
5. 両方の LED が緑⾊に点灯し ている場合には、初期化は完了し ています。 ア プ リ ケーシ ョ ン

を起動し ます。 

6. 吸光度画面で、 矢印キーを使⽤し て   フ ィ ール ド を強調表⽰し ます。

7.  フ ィ ール ド に  230 と⼊⼒し、 Enter を押し ます。

図 3–14: 吸光度画面診断表⽰

8. DIAG を押して、次に［2, Sample & ref energy］を押し ます。 サン プルおよびレ フ ァ レ ン
ス エネルギーの診断画面が表⽰されます。

図 3–15: サンプルおよびレ フ ァ レ ンスエネルギー診断画面

9. 後で比較するために数値を記録し ます。
規則：ラ ン プ を交換するたびに こ の手順を実⾏し ます。
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10. 約 30〜60 mL の HPLC グ レー ド の メ タ ノ ールを使⽤し、流量 1 mL/分で最小でも  15 分
間フ ローセルを フ ラ ッ シ ュ洗浄し て、 セルを ク リ ー ニ ン グ し ます。

44 ページの 「検出器の配管」 に記載されている配管接続を⾏っ てか ら、 ピー ク レ スポン ス テ ス ト
を開始し ます。

3.2.8 波⻑キ ャ リブレーシ ョ ン
操作時、 ま たは起動時のキ ャ リ ブ レーシ ョ ンでエ ラ ーが発生し た場合には、 キーパ ッ ド か ら手動
で検出器をキ ャ リ ブ レーシ ョ ンでき ます。 

検出器を手動でキ ャ リブレーシ ョ ンするには：
1. 検出器のキーパ ッ ド で Calibrate (Shift 3) を押し ます。

結果：キ ュ ベ ッ ト を取り外し たか ど う か、 フ ロ ーセルを適切な溶媒（メ タ ノ ールま たは水
を推奨）で洗浄し たか ど う かを確認する メ ッ セージが表⽰されます。

2. Enter を押す と、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ンサ イ ク ルが続⾏されます。 Cancel を押す と、検出器
をキ ャ リ ブ レーシ ョ ンせず吸光度画面に戻り ます。
結果：Enter を押し た後、 検出器でキ ャ リ ブ レーシ ョ ン手順が実施され、 起動時と よ く 似
た⼀連の初期化メ ッ セージが表⽰されます（47 ページを参照）。
キ ャ リ ブ レーシ ョ ン に成功する と、 3 回ビ ープ⾳が鳴り、 最後にキ ャ リ ブ レーシ ョ ン し た
際の値と の最大誤差がナ ノ メ ー ト ル単位で表⽰されます。

3. Enter を押し てキ ャ リ ブ レーシ ョ ン を完了し ます。
結果：「Calibration complete (キ ャ リ ブ レーシ ョ ン完了)」 の メ ッ セージが少しの間、 表
⽰されます。 デ ィ ス プ レ イ が吸光度画面に戻る前に、 「Optimizing system performance
（システムパ フ ォ ーマ ン ス を最適化中）」 や 「Restoring last setup（最後の設定を リ ス ト
ア中）」 な ど の他の メ ッ セージが表⽰される場合があ り ます。
キ ャ リ ブ レーシ ョ ン が成功する と、 再キ ャ リ ブ レーシ ョ ン前に吸光度画面に表⽰されてい
たエ ラ ー メ ッ セージ (<Error>) が表⽰されな く な り ます。

4. キ ャ リ ブ レ ーシ ョ ン が失敗し た場合には、 再実⾏する か、 検出器の電源を⼊れ直すか、
第 5 章を参照し ます。

3.2.9 シングル波⻑モードでの検出器の操作
検出器は、 既定の操作モー ド であるシン グル波⻑での操作に最適化されています。

シングル波⻑モードに設定するには：
1. 検出器がデ ュ アル波⻑（波⻑ア イ コ ン に が表⽰されている）モー ド の場合、 吸光度（ま

たは HOME）画面の  キー (Shift Auto Zero) を押し ます。
結果：検出器に、 シン グル波⻑操作に切り替え中である こ と を⽰す メ ッ セージが表⽰され
ます。

2. 吸光度画面で、 波⻑と感度、 二次パ ラ メ ー タ ー、 タ イ ム イ ベ ン ト、 感度イベ ン ト を⼊⼒し
ます。
注：感度 (AUFS) 設定を変更する と、 2 V 出⼒に影響し ます。

3. シン グル波⻑モー ド での取り込み中に別のチ ャ ンネルの感度設定をするには、 A/B を押し
て、 チ ャ ンネル B の画面で適切な AUFS の値を指定し ます。
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結果：シン グル波⻑モー ド でチ ャ ンネル A の取り込み中に、 チ ャ ンネル B を使⽤し て別
の AUFS 設定で吸光度を モ ニ タ ーする こ と や、 チ ャ ンネル A の特定の AUFS 値で吸光度
測定を⾏う こ と ができ ます。 
例：シン グル波⻑モー ド での動作中に、2 つ目のチ ャ ンネルに  AUFS 値と し て  2.0000 を
指定する と、 チ ャ ンネル B の 2 V 出⼒で 1.000 V/AU の値が得られます。
検出器は自動的に、 370 nm よ り大きいすべての波⻑に二次フ ィ ル タ ーをかけます。

3.2.10 デ ュアル波⻑モードでの検出器の操作
検出器は、 デ ュ アル波⻑モード を使⽤する こ と によ り様々なチ ャ ー ト出⼒が可能にな り ます。 シン
グル波⻑モード による吸光度に加えて、 デ ュ アル波⻑モード には以下の機能が⽤意されています。

• 吸光度（A および B）
• MaxPlot

• RatioPlot (A/B)

• 差プ ロ ッ ト  (A-B)

シングルからデ ュアル波⻑モードへ変更するには：
1. 検出器がシン グル波⻑モー ド（波⻑ア イ コ ン に   が表⽰されている）の場合、 吸光度（ま

たは HOME）画面の  キー (Shift Auto Zero) を押し ます。
結果：メ ッ セージ 「Setting up dual-wavelength mode（デ ュ アル波⻑モー ド のセ ッ ト
ア ッ プ中）」 が⼀時的に表⽰されます。

2.  フ ィ ール ド でモ ニ タ ーする波⻑を⼊⼒し、 Enter を押し ます。

3. 必要に応じ て他の操作パラ メ ー タ ー、 タ イ ム イ ベン ト、 感度イベン ト を⼊⼒し ます。
4. A/B キーを押し てチ ャ ンネルを切り換え ます。 

結果：他のチ ャ ンネルの吸光度画面が表⽰されます。
5. モ ニ タ ーする  2 番目の波⻑に対し、 必要に応じ て、 タ イム イ ベン ト、 感度イベン トな ど の

操作パラ メ ー タ ーを⼊⼒し ます。

ヒ ン ト： 

• 選択し た波⻑が両方と も  370 nm (+/- 1 nm) よ り大きい場合、検出器は二次フ ィ ル タ ー
を適⽤し て不要な UV 光を ブ ロ ッ ク し ます。 

• 選択し た波⻑が両方と も  370 nm (± 1 nm) 未満である場合、検出器は二次フ ィ ル タ ーを
解除し ます。 

• 選択し た波⻑が 370 nm(±1 nm) の し きい値を またいでいる場合、 検出器は二次フ ィ ル
タ ーを適⽤し ません。 さ ら に、 370 nm を超える波⻑デー タ については UV 光の干渉（二
次効果）の可能性があるため、 不正確であるかも しれない こ と を伝え る警告メ ッ セージが
表⽰されます。
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
71 ページ



推奨事項：デ ュ アル波⻑モー ド の場合、 2 つの波⻑を両方と も  370 nm 未満、 または両方と も
370 nm よ り大き く し ます。選択し た波⻑の⼀方または両方が 370 nm の し きい値に及ぶ場合、
検出器は 3 回ビープ⾳を鳴ら し、以下のよ う な警告メ ッ セージが表⽰されます。UV 光の干渉（二
次効果）のため、 不要なピー ク と不正確なピー ク面積が観測される可能性があるか ら です。

図 3–16: デ ュアル波⻑、 370 nm、 し きい値警告メ ッ セージ

3.2.10.1 RatioPlot の取得
吸光度画面の 5 ページ目で最小レシオパ ラ メ ー タ ー と最大レシオパ ラ メ ー タ ーに⼊⼒する値に
従っ て、 1 つのチ ャ ンネル（チ ャ ンネル A）のみに RatioPlot が出⼒されます。 RatioPlot を取り
込むには、 デ ュ アル波⻑モー ドで検出器を操作する必要があ り ます。 RatioPlot によ っ て、 0 V〜
2 V の範囲で 2 つの波⻑での吸光度のレシオがプ ロ ッ ト されます。最小レシオパ ラ メ ー タ ー と最
大レシオパ ラ メ ー タ ーは吸光度ではな く 、 レシオの単位で測定されます。（57 ページを参照。）

RatioPlot を取り込むには：
1. 検出器がデ ュ アル波⻑モー ド である こ と を確認し ます（前の説明を参照）。
2. 吸光度画面で Next を押し て、 画面 3/5 に進みます。

3. デー タ出⼒フ ィ ール ド で、［8、 ratio A/B］ を押し ます。

4. Enter を押し て、 レシオ プ ロ ッ ト を選択し ます。

5. 画面 5 of 5 が表⽰される まで Next を押し ます。

6. 最小 AU を⼊⼒し てか ら、 Enter を押し ます。
ヒ ン ト：最小 AU フ ィ ール ド にはし きい値が含まれています。 いずれかの波⻑が最小 AU
し きい値を超えない場合、 RatioPlot 機能はプ ロ ッ ト を⾏いません。

7. RatioPlot の最小レシオ を⼊⼒し てか ら、 Enter キーを押し ます。

8. RatioPlot の最大レシオ を⼊⼒し てか ら、 Enter キーを押し ます。

9. HOME キーを押し て、 吸光度画面に戻り ます。
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3.2.10.2 MaxPlot の取得
本検出器では、 各サン プル成分の最大吸光度を プ ロ ッ トする と同時に、 2 つの選択された波⻑の
MaxPlot を求める こ と ができ ます。 

MaxPlot 機能を使用してスキ ャ ンを実⾏するには：
1. 検出器がデ ュ アル波⻑モー ド である こ と を確認し ます（71 ページの 「デ ュ アル波⻑モー ド

での検出器の操作」 を参照）。
2. 吸光度画面で Next を押し て、 画面 3 of 5 に進みます。

3. デー タ出⼒フ ィ ール ド で、［5, MaxPlot A,B］を押し ます。

4. Enter を押し て、 MaxPlot 機能を選択し ます。

5. HOME キーを押し て、 吸光度画面に戻り ます。

3.2.10.3 タイムイベン ト、 感度イベン ト、 およびメソ ッ ドの設定
最大 5 つの メ ソ ッ ド を読み出すこ と ができ、 検出器はこれら を  1 〜 5 の番号で参照し ます。 メ
ソ ッ ド ア イ コ ン（49 ページを参照）にア ス タ リ ス ク  (*) が表⽰されている場合、 現在の条件が
保存されていない こ と を⽰し ます。 保存済みの メ ソ ッ ド を使⽤し ている場合には、 吸光度画面に
メ ソ ッ ド番号が表⽰されます。

波⻑や AUFS な ど のパ ラ メ ー タ ー を編集し てい る場合、 現在編集中の条件（メ ソ ッ ド  *）も メ
ソ ッ ド と し て保存でき ます。 最大 10 個の メ ソ ッ ド を保存でき、 以前に作成し た メ ソ ッ ド と置き
換える こ と ができ ます。 以前保存し た メ ソ ッ ド を呼び出す場合、 現在の メ ソ ッ ド条件が以前保存
し た メ ソ ッ ド に置き換え られます。

吸光度画面の表⽰には、 呼び出し た メ ソ ッ ド の番号が表⽰されます。 こ の表⽰はメ ソ ッ ド を変更
する まで変わ り ません。 現在呼び出されている メ ソ ッ ド のパ ラ メ ー タ ー（た と えば、 波⻑または
AUFS）を⼀部でも変更する と、呼び出し た元の メ ソ ッ ド と は違う もの と認識されるため、 メ ソ ッ
ド番号がア ス タ リ ス ク  (*) に変わ り ます。

シス テムのシ ャ ッ ト ダ ウ ン時の操作パ ラ メ ー タ ーが回復されますが、 再起動時には、 その メ ソ ッ
ド に関連する タ イ ム イ ベン ト ま たは感度イベン トはすべて無効にな り ます。 起動時は常に、 吸光
度画面の メ ソ ッ ド ア イ コ ン に ア ス タ リ ス ク  (*) が表⽰されます。

検出器を リ モ ー ト コ ン ト ロ ールで操作し てい る（Empower ま たは MassLynx ソ フ ト ウ ェ ア に
よ っ て コ ン ト ロ ール し ている）場合、 ⽂字 「E」 (Ethernet) を含む リ モー ト ア イ コ ンが表⽰され
ます（49 ページを参照）。
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3.2.10.4 タイムイベン ト
50 個までの タ イ ム イ ベン ト を  0.01 分刻みで設定する こ と ができ ます。タ イ ム イ ベン ト を⼊⼒す
る と、 タ イ ム イ ベ ン ト リ ス ト の⼀番下の⾏に新しい イ ベン ト が追加されます。 ⼊⼒し た時間が順
番ど お り でな く て も、Next を押す と タ イ ム イ ベン ト リ ス ト が自動的に並べ替え られます。本検出
器では、 下表の タ イ ム イ ベン ト を設定でき ます。

注：感度 (AUFS) 設定を変更する と、 2 V 出⼒に影響し ます。例えば、 1 AU にする と  0.5 AU/V、
2 AU にする と  1 AU/V にな り ます。

表 3–6: タイムイベン トのパラメーター

番号 イベン ト 単位 範囲または既定値 チ ャ ンネル
の指定

1 波⻑ nm 190 〜 700 はい
2 フ ィ ル タ ー タ イ

ム コ ン ス タ ン ト
秒 0：フ ィ ル タ ー無効

：0.0125 〜 5.00
：0.5 〜 5.0

はい

3 感度 AUFS 0.0001 〜 4.0000 はい
4 チ ャ ー ト マー

カ ー（フ ルス
ケールの 10%）

該当なし 該当なし はい

5 極性 1. +
2. –

+ はい

6 オー ト ゼロ 該当なし 該当なし はい
7 ラ ン プ 1. オ フ

2. オ ン
オ フ いいえ

8 ス イ ッ チ  1 1. ⾼
2. 低
3. パルス
4. 矩形波

⾼ いいえ

9 ス イ ッ チ  2 1. ⾼
2. 低
3. パルス
4. 矩形波

⾼ いいえ

10 し きい値 AU -4.0000 〜 4.0000 ま
たは変数、 出⼒の選択に
よ っ て異なる

はい
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新しいタイムイベン トをプログラ ミ ングする方法：
1. 検出器のキーパ ッ ド の METHOD (Shift A/B) キーを押し ます。

図 3–17: メソ ッ ド選択リスト

2. ［1, Timed events］を押し ます。

3. イ ベン ト の時間を⼊⼒し ます。

図 3–18: タイムイベン ト画面

4. Enter を押し て イベン ト時間を確定し ます。
ヒ ン ト：［Set］フ ィ ール ド（イベン ト選択リ ス ト）に移動するには、 t キーを押し ます。

5. も う⼀度 Enter を押し て、 選択リ ス ト を表⽰し ます。 ま たは、 設定する イベン ト番号が分
か っ ている場合は、 数字キーで番号を⼊⼒し ます。

6. To フ ィ ール ド が表⽰された ら、 適切な波⻑をナ ノ メ ー ト ル単位で⼊⼒し ます。
必要条件：両チ ャ ンネルに同じ イベン ト を設定するには、合計 2 つ（チ ャ ンネル A と チ ャ ン
ネル B に  1 つずつ）のイベン ト を⼊⼒する必要があ り ます。

7. A/B を押し て、 も う⼀方のチ ャ ンネルの し きい値を設定し ます。
ヒ ン ト：
• ON A ま たは ON B は、 イ ベン ト が設定されたチ ャ ンネルを⽰し ています。 すべての

イ ベ ン ト を チ ャ ンネル A ま たはチ ャ ンネル B に プ ロ グ ラ ムする こ と ができ、 ま た⼀
部の イベン ト を チ ャ ン ネル A に、 その他の イ ベン ト を チ ャ ンネル B に プ ロ グ ラ ムす
る こ と もでき ます。

• イ ベン ト のプ ロ グ ラ ミ ン グはチ ャ ンネル別ではな く 、 時間ベースで⾏います。
8. Next キーを押し て、 新しい タ イ ム イ ベン ト に進みます。

9. タ イ ム イ ベン ト を削除するには、 タ イ ム フ ィ ール ド がア ク テ ィ ブな状態で CE キーを押し
ます。

10. HOME を押す と吸光度画面に戻り ます。 さ ら に、 Run/Stop を押し ます。
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11. Reset を押し ます。
ヒ ン ト：
• 外部装置によ っ て検出器を コ ン ト ロ ール し ている場合は、 その装置か ら設定されてい

る注⼊開始シグナルによ っ て メ ソ ッ ド が実⾏されます。
• 現在の条件（メ ソ ッ ド  *）で リ アル タ イ ムで作業し ている場合、 タ イ ム イ ベン トや感

度イベン ト が メ ソ ッ ド と し て保存されていない場合に停電やシ ャ ッ ト ダ ウ ンが発生す
る と、 これら のすべての設定が失われます。（77 ページを参照。）

3.2.10.5 感度イベン ト
チ ャ ンネル A と チ ャ ンネル B で感度イベン ト を設定し て、ス イ ッ チ接点リ レー出⼒を コ ン ト ロ ー
ルでき ます（例えば、 フ ラ ク シ ョ ン コ レ ク タ ーの使⽤時）。 検出器の出⼒がチ ャ ンネル A と  B に
指定し た し きい値（吸光度、 レシオ、 エネルギー値な ど）を上回っ た場合はス イ ッ チが切り換え
られる よ う に、 設定でき ます。 指定されている し きい値未満では、 ス イ ッ チは表のよ う に設定さ
れます。

パルス周期、 周波数の定義に関し ては、 64 ページの 「検出器の設定」 を参照し て く だ さ い。

感度イベン トをプログラ ミ ングするには：
1. 検出器のキーパ ッ ド の METHOD (Shift A/B) キーを押し ます。

2. ［2, Threshold events］を押し ます。

図 3–19: 感度イベン ト画面

3. Enter を押し て次の (Set) フ ィ ール ド に進むか、 s および t キーを押し て感度イベン ト画
面の 3 つの フ ィ ール ド を移動し ます。

表 3–7: 感度イベン トの 「Set」 パラメーター

番号 イベン ト
1 Set switch 1
2 Set switch 2

表 3–8: 感度イベン トの 「To」 パラメーター

番号 設定 し きい値未満での
スイ ッ チの状態

1 On オ フ
2 Off オ ン
3 Pulse オ フ
4 Rect wave (矩形波) オ フ
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4. Set フ ィ ール ド がア ク テ ィ ブな状態で Enter を押すか、設定する イベン ト に対応する番号
を押す と、 感度イベン ト の選択リ ス ト が表⽰されます（上表を参照）。

5. To フ ィ ール ド がア ク テ ィ ブな場合、 Enter を押し て上表のオ プシ ョ ン を表⽰するか、設定
する感度パラ メ ー タ ーに対応する番号を押し ます。

6. も う⼀方のチ ャ ンネルで感度を設定するには、 A/B を押し ます。

3.2.10.6 メソ ッ ドの保存
メ ソ ッ ドは、 吸光度画面および関連画面上で設定可能なパラ メ ー ターすべて、 およびタ イムイベン
ト、 感度イベン ト か ら構成されます。 1 〜 5 の番号を選んで、 現在の メ ソ ッ ド を保存でき ます。

メソ ッ ドを保存するには：
1. METHOD (Shift A/B) を押し て メ ソ ッ ド選択リ ス ト に戻り ます（75 ページの図を参照）。

2. ［4, Store method *］を押し ます。
結果：メ ソ ッ ド番号フ ィ ール ド が表⽰されます。

図 3–20: メソ ッ ドの保存、 メソ ッ ド番号フ ィールド

注：別の メ ソ ッ ド がすでに割り当て られている メ ソ ッ ド番号を選択し ても、 警告メ ッ セー
ジは表⽰されません。 Enter を押す と、 現在の メ ソ ッ ド の条件が保存され、 同じ ス ロ ッ ト
に保存されている前の メ ソ ッ ド が上書き されます。

3. 1 〜 5 の番号を⼊⼒し て、 Enter を押し ます。
結果：「Storing * as method n」 と い う短い メ ッ セージが表⽰されます。
メ ソ ッ ド選択リ ス ト に画面表⽰が戻る と、 保存し た メ ソ ッ ド の番号が メ ソ ッ ド ア イ コ ン に
表⽰されます。 別の メ ソ ッ ド を呼び出すか、 検出器を既定条件（メ ソ ッ ド  *）に リ セ ッ ト
しない限り、 その メ ソ ッ ドはア ク テ ィ ブなま まです。

保存したメソ ッ ドを呼び出すには：
1. METHOD (Shift A/B) を押し て、 メ ソ ッ ド選択リ ス ト に戻り ます。

2. ［3, Retrieve a method］を押し ます。
結果：メ ソ ッ ド番号ス ロ ッ ト ボ ッ ク ス に、最後に保存し た メ ソ ッ ド ま たは呼び出し た メ ソ ッ
ド の番号が表⽰されます。

3. 呼び出し たい メ ソ ッ ド番号を⼊⼒し、 Enter を押し ます。
結果：「Retrieving method n」 と い う短い メ ッ セージが表⽰されます。
メ ソ ッ ド の選択リ ス ト が再表⽰される と、 メ ソ ッ ド番号のア イ コ ン に指定し た メ ソ ッ ド番
号が表⽰されます（49 ページの表を参照）。
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保存したメソ ッ ドのタイムイベン トや感度イベン トを表⽰する方法：
1. メ ソ ッ ド を呼び出し ます（77 ページの 「保存し た メ ソ ッ ド を呼び出すには：」 を参照）。

結果：呼び出すメ ソ ッ ド番号を⼊⼒する と、 メ ソ ッ ド選択リ ス ト が表⽰され、 メ ソ ッ ド番
号ア イ コ ン に メ ソ ッ ド番号が表⽰されます。

2. 1 を押す と、 メ ソ ッ ド の タ イ ム イ ベン ト が表⽰されます。 2 を押す と、 表⽰されている メ
ソ ッ ド内の感度イベン ト が表⽰されます。
ヒ ン ト：メ ソ ッ ド の タ イム イ ベン トや感度イベン ト を変更する と、 メ ソ ッ ド番号ア イ コ ン
に ア ス タ リ ス ク（メ ソ ッ ド  *）が表⽰されます。 これはその メ ソ ッ ド  (*) がス テ ッ プ  1 で
呼び出し た メ ソ ッ ド と は同じ ではな く な っ ている こ と を⽰し ます。 イ ベ ン ト を変更し た メ
ソ ッ ドは、 呼び出し た メ ソ ッ ド と同じ保存ス ロ ッ ト に保存でき ます。

3.2.10.7 メソ ッ ドのリ セ ッ ト
保存し た メ ソ ッ ド を リ セ ッ トする手順には、 2 つのス テ ッ プがあ り ます。 まず現在の条件を既定
値に リ セ ッ ト し ます。次に こ の既定条件をいずれかの保存場所に保存し ます。（パ ラ メ ー タ ーの既
定の設定については、 61 ページを参照し て く だ さ い。）

1 つまたは複数のメソ ッ ドを消去するには：
1. METHOD (Shift A/B) を押し て、 メ ソ ッ ド選択リ ス ト に戻り ます。

2. ［5, Reset method *］を押し ます。
結果：メ ッ セージが表⽰され、 現在の条件を出荷時の既定値に設定する こ と を承認するか
ど う か尋ねられます。
ヒ ン ト：Enter キーを押す と、 以下のイベン ト が実⾏されます。
• すべての タ イ ム イ ベン ト が削除されます。
• すべての感度イベン ト が無効にな り ます。
• メ ソ ッ ド のその他の操作パラ メー ター（、AUFS な ど）がすべて既定値に設定されます。
Cancel (Shift 0) を押す と、 メ ソ ッ ド選択リ ス ト の画面に戻り ます。
推奨事項：現在の条件を残し ておきたい場合は、 メ ソ ッ ド を消去する前に、 空いている番
号で保存し ます。 保存ス ロ ッ ト を消去する と、 前の条件を復元でき ます。

3. ［4, Store method］を押し て、 保存場所の番号を⼊⼒し ます。 
ヒ ン ト：消去し たいすべての メ ソ ッ ド が消去される まで、 こ のス テ ッ プ を繰り返し ます。

HOME を押す と、 吸光度画面の メ ソ ッ ド番号ア イ コ ン に ア ス タ リ ス ク  (*) が表⽰されます。
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3.2.10.8 イベン トの消去
他の動作パラ メー ターを リ セ ッ トせずに、タ イムイベン ト または感度イベン トのみを消去できます。 

アクテ ィブなタイムイベン トまたは感度イベン トをすべて消去するには：
1. METHOD (Shift A/B) を押し て、 メ ソ ッ ド選択リ ス ト に戻り ます。

2. ［6, Clear events］を押し ます。 
結果：すべてのア ク テ ィ ブなイ ベン ト を消去し ても よいか ど う かを尋ねる メ ッ セージが表
⽰されます。
ヒ ン ト：Enter を押す と、
• メ ソ ッ ド内のすべての タ イ ム イ ベン ト と感度イベン ト が消去されます。
• メ ソ ッ ド のその他の操作パラ メ ー タ ー（、 AUFS な ど）はすべて影響を受けません。
Cancel (Shift 0) を押す と、 メ ソ ッ ド選択リ ス ト が表⽰されます。

3. HOME を押す と、 吸光度画面のメ ソ ッ ド番号ア イ コ ンにアス タ リ ス ク  (*) が表⽰されます。

3.3 スペクトルのスキ ャ ン

注：フ ロ ーセルにキ ュ ベ ッ ト が不要な場合は、 分析フ ローセルを⼊手し てスペ ク ト ルスキ ャ ン を
実⾏でき ます。Waters の Web サ イ ト の［Services and Support］ページの［Waters Quality
Parts Locator］を参照し て く だ さ い。 

検出器では、 吸光度スペ ク ト ルを生成するために、 下記の表に⽰される よ う に、 2 つのスキ ャ ン
を実⾏する必要があ り ます。

検出器ではキ ュ ベ ッ ト ま たは フ ロ ーセル を使⽤し てサ ン プ ルの ス ペ ク ト ル を測定で き ます。 ス
キ ャ ンの手順については、 90 ページおよび 92 ページを参照し て く だ さ い。

必要条件：キ ュ ベ ッ ト の使⽤時に、 フ ロ ーセル内の溶媒を変更し た場合、 ゼロ スキ ャ ン を再度実
⾏する必要があ り ます。

表 3–9: 吸光度スペクトルスキ ャ ン

スキ ャ ン 説明
ゼロ スキ ャ ン キ ュ ベ ッ ト ま たは フ ロ ーセル内の溶媒の吸光度スペ ク ト ルを

キ ャ ラ ク タ ラ イ ズする レ フ ァ レ ン ス スキ ャ ンです。
サン プルスキ ャ ン 溶媒中の分析対象物の吸光度スキ ャ ン（溶媒のゼロ スキ ャ ン を

差し引いた後）。 サン プルの実際のスペ ク ト ルが得られます。
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3.3.1 開始する前に
スペ ク ト ルスキ ャ ン を実⾏する前に、 以下のパ ラ メ ー タ ーの値を指定する必要があ り ます。

• 1 – 開始波⻑。 スキ ャ ンは こ の波⻑で開始されます。
• 2 – 終了波⻑。 スキ ャ ンは こ の波⻑で終了し ます。
• Pace – スキ ャ ン速度（ナ ノ メ ー ト ル/分）。 スキ ャ ンの出⼒およびデー タ の取り込みが ど れ

く ら い速いかを決定し ます。 スキ ャ ン デー タ は、 設定し たペースに対し て可能な最⾼の分
解能で測定されます。 非常に速いペース を指定する と、 分解能が低下し ます。

次の図では、 ア ン ト ラ センの 2 つのスキ ャ ンが重ね書き されています。 1000 nm/分のペー
スで重ね書き されたスキ ャ ン（点線）はデー タ ポ イ ン ト が少ないため、 100 nm/分のペー
スで実⾏された実線のスキ ャ ン と比較する と、 解像度が低 く な っ ています。

図 3–21: アン トラセンのスキ ャ ン（100 nm/分と  1000 nm/分の比較）

ヒ ン ト：ペース フ ィ ール ド に⼊⼒する数値が大き く なるほ ど、 スキ ャ ンの解像度は低 く な
り ます。

• Tick marks – こ の値によ り、指定し た波⻑間隔でチ ッ ク マー ク（チ ェ ッ ク マー ク）を生成
でき、 チ ャ ー ト デー タ の解釈に役⽴てる こ と ができ ます。
以下の図の上部は、キ ュ ベ ッ ト のエル ビ ウム標準試料の 190 〜 600 nm のスキ ャ ンです。
ペースは 200 nm/分、 チ ッ ク マー クは 20 nm ご と です。下部の図は、 チ ッ ク マー クなし
の同じ スキ ャ ンです。

• AUFS – チ ャ ー ト上のスペ ク ト ルを ス ケー リ ン グするために使⽤する感度設定です。

ペース と分解能の例

ペース（nm/分） サンプリ ング解像度 (nm)

100 以下 0.5

200 1.0
400 2.0

ペース  100

ペース  1000

波⻑（nm）

吸
光
度

190 205 220 235 250 265

0.5

0.45

0.4

0.35

0.3

0.25

0.2

0.15

0.1

0.05

0
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図 3–22: キュベ ッ トを用いたエルビウム標準試料のスキャ ン（波⻑：190 nm 〜 
600 nm、 ペース：200 nm/分、 チ ッ クマーク：20 nm ごと)

図 3–23: キュベ ッ トを用いたエルビウム標準試料のスキャ ン（波⻑：190 nm 〜 
600 nm、 ペース：200 nm/分、 チ ッ クマークなし）

ゼロ スキ ャ ン ま たはサン プルスキ ャ ン を選択する と き に、これら のパ ラ メ ー タ ー値を指定し ます。

ゼ ロ スキ ャ ン を選択する と、 検出器には、 2 of 4、 3 of 4、 4 of 4 の タ イ ト ルが付いた  3 つの追
加画面が表⽰されます。開始波⻑と終了波⻑、ペースパ ラ メ ー タ ーな ど の これら の画面のパ ラ メ ー
タ ーをすべて変更でき ます。

サン プルスキ ャ ン を選択する と、 検出器には、 2 of 3 および 3 of 3 の ラ ベルの付いた、 2 つの
追加画面が表⽰されます（84 ページの図を参照）。 開始波⻑および終了波⻑の値またはペースパ
ラ メ ー タ ーは変更でき ません。

ゼ ロ スキ ャ ン実⾏時に、 ゼロ スキ ャ ン と その後に続 く サ ン プルスキ ャ ンの両方の開始波⻑と終了
波⻑、 ペース、 チ ッ ク マー ク、 および感度を設定し ます。 ベース ラ イ ンゼロ スキ ャ ン実⾏の 15 分
以内にサン プルスキ ャ ン を実⾏する必要があ り ます。

別のスキ ャ ン を実⾏または読み込むまでは、 最後に実⾏し た ま たは読み込んだゼロ スキ ャ ンが残
り ます。 ゼ ロ スキ ャ ンは、 引き続き実⾏するサン プルスキ ャ ン に と っ て適切でなければな り ませ
ん。 サ ン プ ルスキ ャ ン では、 最新のゼ ロ スキ ャ ン の開始波⻑と終了波⻑、 ペー ス を使⽤し ます。
これら の値がゼロ スキ ャ ン と サ ン プルスキ ャ ンで同⼀の場合のみ、 ゼ ロ スキ ャ ン を差し引 く こ と
ができ ます。
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SCAN キー (Shift Chart-Mark) を使⽤し て、 新しいゼロ スキ ャ ン ま たはサン プルスキ ャ ン を実
⾏し、保存、確認、引き算し て確認し、保存されたスキ ャ ン ま たは既存のスキ ャ ン を再生でき ます。

サ ン プルスキ ャ ン中、 デー タは、 指定された  AUFS 設定を使⽤し て、 ア ナ ロ グ チ ャ ンネル A を
経由し てチ ャ ー ト出⼒されます。同時に、 150 nA/V のサン プルエネルギーがチ ャ ンネル B に出
⼒されます。

ゼ ロ スキ ャ ン中、 デー タ は、 ア ナ ロ グ チ ャ ン ネル A に出⼒されます。 同時に、 150 nA/V の レ
フ ァ レ ン ス エネルギーが、 設定し た  AU でチ ャ ンネル A に出⼒されます。

3.3.2 新しいスペクトルのスキ ャ ン
新し く スペクトルを測定するには：

1. SCAN (Shift Chart-mark) を押し ます。 
結果：スキ ャ ン選択リ ス ト が表⽰されます。

図 3–24: スキ ャ ン選択リスト

2. ［1, New scan］を押すか、s キー と  t キーを使⽤し てスキ ャ ン選択リ ス ト内を移動し ます。
結果：検出器によ り、サン プルスキ ャ ンの 3 つのパラ メー ター画面またはゼロ スキ ャ ンの 4
つのパラ メー ター画面の う ち、 1 番目の画面が表⽰されます(図 「ゼロ スキ ャ ンおよびサン プ
ルスキ ャ ンの画面」（84 ページ）)。

3. Next を押し て、［New scan］パラ メ ー タ ーの画面に移動し ます。

4. 1 番目の［New Scan］画面で、 スキ ャ ンの種類を指定し ます：
• 1 を押す と サン プルスキ ャ ン、 Enter を押す と選択リ ス ト が表⽰されます。 検出器に

2 つの追加画面が表⽰されます。
• 2 を押す と ゼ ロ スキ ャ ン、 Enter を押す と選択リ ス ト が表⽰されます。検出器に  3 つ

の追加画面が表⽰されます。
ゼ ロ スキ ャ ン と サ ン プルスキ ャ ンの両方と も、 1 番目の［New Scan］画面にすべてのパ
ラ メ ー タ ーが表⽰されます。［Run］画面（サン プルスキ ャ ンの場合は画面 3 of 3、 ゼ ロ ス
キ ャ ンの場合は画面 4 of 4）の Next を押し て、画面 1 に戻り、各スキ ャ ン タ イ プのパ ラ
メ ー タ ーを確認し ます。

ヒ ン ト：いずれかの［New scan］画面で Run を押す こ と ができ ます。

以下の表で、 ゼ ロ スキ ャ ン と サ ン プルスキ ャ ンの両方についての、 パ ラ メ ー タ ーの既定値と範囲
が確認でき ます。
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ゼロスキ ャ ンを設定するには：
1. SCAN を押し てか ら、［1, New scan］を押し、［2, Zero scan］を押し ます。

2. Next を押し て、 2 番目のゼロ スキ ャ ンパ ラ メ ー タ ー画面に移動し ます。

3. ゼロ スキ ャ ンの開始波⻑を⼊⼒し てか ら、 Enter を押し ます。

4. ゼロ スキ ャ ンの終了波⻑を⼊⼒し てか ら、 Enter を押し ます。

5. 指定の波⻑範囲を スキ ャ ンする速度を  Pace フ ィ ール ド に⼊⼒し ます。
ヒ ン ト：
• 既定値は 100 nm/分です。 使⽤でき る範囲は 30 〜 1000 nm です。80 ページの図

を参照し て く だ さ い。 図には、 ペースの設定が異なる（100 nm/分と  1000 nm/分）
ア ン ト ラ センのスキ ャ ンが重ね書き されています。

• Pace フ ィ ールド に⼊⼒する数値が大き く なるほ ど、 スキ ャ ンの分解能は低 く な り ます。

6. Next キーを押し ます。

7. 3 番目のゼロ スキ ャ ンパ ラ メ ー タ ー画面で、 AUFS 値を⼊⼒し、 Enter を押し ます。
ヒ ン ト：
• チ ッ ク マー ク を指定するには、 10 nm 〜 100 nmの数値を⼊⼒し、 Enter を押し ます。
• チ ッ ク マー ク を外すには、CE を押し ます。 チ ッ ク マー クがオンおよびオ フで⾏われるス

キ ャ ンの例については、 81 ページを参照し て く だ さ い。

8. Run を押し てゼロ スキ ャ ン を開始するか、 Next を押し て  1 番目のゼロ スキ ャ ンパ ラ メ ー
タ ー画面に戻り、 パ ラ メ ー タ ー値を確認し てか ら  Run を押し ます。
結果：検出器でゼロ スキ ャ ンが実⾏される と、 スキ ャ ン選択リ ス ト に戻り ます。

表 3–10: サンプルスキ ャ ンおよびゼロスキ ャ ンのパラメーター

パラメーター 画面 スキ ャ ンの種類 単位 範囲または既定値
種類 1 サン プルおよびゼ

ロ スキ ャ ン
なし サン プルスキ ャ ン：1

ゼロ スキ ャ ン：2
初期設定：1

範囲
（波⻑範囲）

2 ゼロ スキ ャ ンのみ nm 範囲：190 〜 700 nm
初期設定：190 〜 700 nm

Pace
（ペース）

2 ゼロ スキ ャ ンのみ nm/分 範囲：30 nm/分 〜 
1000 nm/分
初期設定：100 nm/分

AUFS 2 ま たは 3 サン プルおよびゼ
ロ スキ ャ ン

AU 範囲：0.0001 〜 4.0000
初期設定：最後に⼊⼒し た
数字

Tick mark
(チ ッ ク マー ク )
(マー ク間隔の
単位：nm)

2 ま たは 3 サン プルおよびゼ
ロ スキ ャ ン

nm 範囲：10 〜 100
初期設定：最後に⼊⼒し た
数字
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図 3–25: ゼロスキ ャ ンおよびサンプルスキ ャ ンの画面

ゼロ スキ ャ ン（画面 4 of 4）

サン プルスキ ャ ン（画面 3 of 3）

ゼロ スキ ャ ン（画面 1 of 4）

ゼロ スキ ャ ン（画面 2 of 4）

ゼロ スキ ャ ン（画面 3 of 4）

サン プルスキ ャ ン（画面 1 of 3）

サン プルスキ ャ ン（画面 2 of 3）
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3.3.2.1 サンプルスキ ャ ンの実⾏
ゼロ スキ ャ ン を実⾏し てか ら、 サ ン プルスキ ャ ン を実⾏し て く だ さ い。 フ ロ ーセル と溶媒の条件
を同じ にするために、ゼ ロ スキ ャ ンの実⾏後 15 分以内にサン プルスキ ャ ン を実⾏し て く だ さ い。

サンプルスキ ャ ンを実⾏するには：
1. 85 ページの 「サ ン プルスキ ャ ン を実⾏するには：」 に記載されているゼロ スキ ャ ンの手順

に従っ て、 ゼ ロ（またはレ フ ァ レ ン ス）スキ ャ ン を設定し ます。
2. 1 番目の［New scan］画面に戻り、［1, Sample Scan］を押し ます。

結果：ゼロ スキ ャ ン時に⼊⼒し た波⻑範囲、 AUFS、 Pace、 および Mark（チ ッ ク マー ク）
のパ ラ メ ー タ ーが表⽰されます。

3. Next を押し て、 2 番目のサン プルスキ ャ ン画面に移動し ます。
ヒ ン ト：必要に応じ て  AUFS および Mark の各フ ィ ール ド の⼊⼒を変更し ます。

4. Next を押し、 3 番目のサン プルスキ ャ ン画面に移動し てか ら、 Run を押し ます。
結果：メ ッ セージ（「Initializing」）が表⽰されます。 スキ ャ ン画面には、 スキ ャ ンの進⾏
状況がナ ノ メ ー ト ル単位で進⾏状況バーに表⽰されます。

図 3–26: スキ ャ ンの進⾏状況バー

少し間をおいてか ら、 検出器はサン プルスキ ャ ンのグ ラ フ を表⽰し ます。

図 3–27: サンプルエルビウムスキ ャ ンのグラ フ画面

ヒ ン ト：サ ン プ ル ス キ ャ ン の完了時に ス キ ャ ン選択 リ ス ト に戻る に は、 SCAN (Shift
Chart-mark) を押し ます。

5. Next キーを押し ます。
結果：そ う する と、 指定範囲内でスキ ャ ン された ピ ー ク の う ち、 ⾼い方か ら最大 4 つの
ピー ク のパ ラ メ ー タ ーが表⽰されます。
下図では、 グ ラ フ画面（前述）に⽰されたエル ビ ウムスキ ャ ン中の最大ピー ク が 4 つ表⽰
されています。
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図 3–28: サンプルエルビウムスキ ャ ンの 4 つの最大ピーク

6. Next キーを押し ます。

7. グ ラ フ表⽰で、 Scale (Shift TRACE) を押し て、 デ ィ ス プ レ イ のスケールを変更（⼀部を
拡大、 またはズーム表⽰）し ます。
ヒ ン ト：以下の 4 つのスケー リ ン グパ ラ メ ー タ ーを変更でき ます。
• 1 – 表⽰する最小波⻑。
• 2 – 表⽰する最大波⻑。
• AU1 – 表⽰する最小吸光度。 既定値は Auto（自動）です。
• AU2 – 表⽰する最大吸光度。 既定値は Auto（自動）です。
こ の機能を使⽤する と、 スペ ク ト ルの さ ま ざ まな部分（パタ ーン）を拡大でき ます。
スペ ク ト ルのスケールはAUFS設定の影響を受けます。

8. Next を押して、 4 つのスケー リ ン グパラ メ ー ターを移動し ます。 下図は、 85 ページの図で
スキ ャ ン し たサン プルです。 表⽰する波⻑範囲を 225 nm 〜 600 nm に変更しています。

図 3–29: 1 を 225 nm、 2 を 600 nm に変更したサンプルエルビウムス
キ ャ ン

9. スケー リ ン グパ ラ メ ー タ ーを変更し た ら、 Enter キーを押し てグ ラ フ画面を再フ ォ ーマ ッ
ト し ます。

10. スキ ャ ンが再表⽰された ら、Next を押し てスケー リ ン グ されたスキ ャ ン について⾼い方か
ら  4 つのピー ク を表⽰し ます。

図 3–30: 拡大したサンプルエルビウムスキ ャ ンの 4 つの最大ピーク

11. も う⼀度 Next を押し てサン プルスキ ャ ン画面に戻り ます。
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12. サン プルスキ ャ ンのグ ラ フ画面を確認し た ら、 SCAN (Shift Chart-mark) を押し て、 ス
キ ャ ン選択リ ス ト に戻り ます。 
ヒ ン ト：スキ ャ ン の保存方法については、 88 ページの 「スペ ク ト ルの保存」 を参照し て
く だ さ い。

次ページの図には、アセ ト ニ ト リ ルに溶解し たア ン ト ラ センの⼀連のスキ ャ ンが表⽰されてお り、
ス ケール機能の使い方が⽰されています。 ゼロ スキ ャ ンは表⽰されません。

スケー リ ン グパ ラ メ ー タ ー AU1 と  AU2 の既定値は Auto です。スペ ク ト ルの吸光度を基に し て
AU パ ラ メ ー タ ーを変更でき ます。 初期値の Auto に戻すには、 CE を押し ます。

図 3–31: アセトニト リル中のアン トラセンのスキ ャ ン

サン プルスキ ャ ン
200 nm 〜 400 nm
-0.001 AU 〜 0.5 AU
ア ン ト ラ セン

サン プルスキ ャ ンの拡大
 200 nm 〜 300 nm
-0.001 AU 〜 0.5 AU
ア ン ト ラ セン、 230 nm 〜 270 nm
2 は 300 nm に変更

サン プルスキ ャ ンの拡大
 230 nm 〜 270 nm
-0.001 AU 〜 0.5 AU
ア ン ト ラ セン、 250 nm
1 は 230 nm に変更
2 は 270 nm に変更
AU1 と  AU2 は自動

サン プルスキ ャ ンの拡大
300 nm 〜 400 nm
-0.001 AU〜0.025 AU
ア ン ト ラ セン、 330 nm 〜 400 nm
1 は 300 nm に変更
2 は 400 nm に変更
AU1 と  AU2 は自動
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3.3.3 スペクトルの保存
後で確認、 引き算、 ま たは再表⽰をするために、 取り込んだスペ ク ト ルを保存する こ と ができ ま
す。 最大 3 つのスペ ク ト ルを保存でき ます。 

スペクトルを保存する方法：
1. サン プルスキ ャ ンのグ ラ フ画面で、SCAN (Shift Chart-mark) を押して、1 番目のスキ ャ ン

画面に戻り ます。
2. ［2, Store last scan］を押し ます。

ヒ ン ト：［Store last scan］を選択する と、 ゼロ スキ ャ ン と サン プルスキ ャ ンが⼀組で保
存されます。

図 3–32: 保存スロ ッ ト番号ボ ッ クス

3. ス ロ ッ ト番号ボ ッ ク ス に、 1 〜 3 の値を⼊⼒し ます。

4. Enter を押し て、 最後のサン プルスキ ャ ン をゼロ スキ ャ ン と ペアで保存し ます。

保存したスペクトルの情報を確認するには：
1. SCAN (Shift Chart-mark) を押し て、 スキ ャ ン選択リ ス ト を表⽰し ます。

2. ［3, Get scan info］を押し ます。
結果：ス ロ ッ ト番号ボ ッ ク スが既定値 「Last」（直前に保存し た スペ ク ト ル）で表⽰され
ます。

3. Enter を押し て最後の保存スペ ク ト ルの情報を⼊手するか、 情報を得たい保存スペ ク ト ル
の番号 (1 〜 3) を⼊⼒し てか ら、 Enter を押し ます。
結果：以下の情報を含む画面が表⽰されます。
• 選択されたスキ ャ ン（または 「最後のスキ ャ ン」）の保存ス ロ ッ ト番号
•  の範囲 – 選択されたスペ ク ト ルの波⻑範囲が表⽰されます
• ペース  – 選択されたスペ ク ト ルのペースが表⽰されます

4. Enter を押す と、 情報画面が終了し、 スキ ャ ン選択リ ス ト に戻り ます。
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3.3.4 保存済みスペクトルの確認
スペ ク ト ルを保存し た ら（3 つ まで保存可能）、 スキ ャ ン選択リ ス ト か ら［Review］オ プシ ョ ン
を選択し てスペ ク ト ルを呼び出し、 確認する こ と ができ ます。 

スペクトルを確認するには：
1. SCAN (Shift Chart-mark) を押し て、 スキ ャ ン選択リ ス ト を表⽰し ます。

2. ［4, Review］を押し ます。
ヒ ン ト：［Review］を選択する と、 ペアで保存されたゼロ スキ ャ ン と サ ン プルスキ ャ ンが
読み込まれます。

3. 確認し たいスペ ク ト ルの番号 (1 〜 3) を⼊⼒し ます。

4. Enter を押し ます。 メ ッ セージ 「Retrieving spectrum n（スペ ク ト ル n の読み込み中）」
が表⽰されます。

グ ラ フ に表⽰し て確認し、 必要に応じ て波⻑と  AU の範囲を調整でき ます。 読み込んだゼ ロ ス
キ ャ ン を基に新しいサン プルスキ ャ ン を実⾏する こ と もでき ます。

3.3.5 スペクトルの減算
複数のスペ ク ト ルを保存し ている場合には差スペ ク ト ルを作成する こ と ができ ます。

ヒ ン ト：現在のスペ ク ト ルは、 ス ロ ッ ト番号が⼊⼒される保存スペ ク ト ルを差し引 く対象のスペ
ク ト ルです。

減算して差スペクトルを確認するには：

規則：現在のスペ ク ト ルか ら保存スペ ク ト ルを差し引 く には、 両スペ ク ト ルの開始波⻑と終了波
⻑（1 および 2）、 およびペースが同⼀でなければな り ません。

1. SCAN (Shift Chart-mark) を押し ます。

2. ［5, Subtract & review］を押し ます。

3. 現在のスペ ク ト ル（ま たは取得された スペ ク ト ル）か ら差し引きたいスペ ク ト ルの保存番
号 (1 〜 3) を⼊⼒し ます。 

4. Enter を押し ます。

差スペ ク ト ルが表⽰された ら、 3 つの保存ス ロ ッ ト の 1 つに その結果を保存でき ます。

3.3.6 スペクトルの再生
スキ ャ ン選択リ ス ト の［Real-time replay］機能を使⽤し て、 現在のスペ ク ト ルま たは保存され
ている スペ ク ト ルを リ アル タ イ ムで再生でき ます。 検出器では、 検出器のデ ィ ス プ レ イ、 アナ ロ
グ出⼒⽤の コ ネ ク タ ーおよびA/Dデバイ スに、選択されたスペ ク ト ルが出⼒され再生されます。再
生⽤にスペ ク ト ルを読み込む と、 検出器にグ ラ フ ィ ッ ク表⽰されます。 AUFS を調整する こ と も
でき ます。 サン プルエネルギーは再生中にはチ ャ ー ト に表⽰されません。

ヒ ン ト： リ プ レ イ⽤スペ ク ト ルの AUFS を調整する場合、 調整された スペ ク ト ルはチ ャ ー ト上
の出⼒のみに適⽤され、 検出器のグ ラ フ画面には適⽤されません。
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スペクトルを再生するには：
1. SCAN (Shift Chart-mark) を押し ます。

2. ［6, Real-time replay］を押し ます。

3. 再生し たいスペ ク ト ルの保存番号 (1 〜 3) を⼊⼒し ます。
ヒ ン ト：デ フ ォ ル トは最後に取り込んだスペ ク ト ルです。

4. Enter を押し ます。 
結果：選択されたスペ ク ト ルを読み込んだ後、 検出器はアナ ロ グ接続された機器にスペ ク
ト ルを再生し始めます。 スペ ク ト ルがグ ラ フ ィ ッ ク表⽰されます。

3.3.7 キュ ベ ッ トを使用するスキ ャ ン
注：フ ローセルにキ ュ ベ ッ トが不要な場合は、分析フ ローセルを⼊手して検定手順を実⾏できます。
Waters の Web サ イ ト の［Services and Support］ページの［Waters Quality Parts Locator］
を参照し て く だ さ い。 

キ ュ ベ ッ ト オ プシ ョ ン を使⽤する と、 サン プルの処理、 装置の検証と評価を⾏えます。

検出器では、 標準 10 mm の光路⻑の分光光度計セル（⽯英キ ュ ベ ッ ト）を使⽤し ます。 つや消
し面を上下に向けてキ ュ ベ ッ ト ホル ダ ーにキ ュ ベ ッ ト を差し込み、 検出器の フ ロ ーセルアセン ブ
リ ーに取り付けます。

図 3–33: キ ュ ベ ッ トが差し込まれた検出器キュベ ッ トホルダー

制限事項：スキ ャ ンはキ ュ ベ ッ ト と フ ロ ーセルの両方を組み合わせたもので実⾏されるため、同
⼀の フ ロ ーセル条件下でキ ュ ベ ッ ト スキ ャ ン を実⾏する必要があ り ます。スペ ク ト ルを保存し て、
差スペ ク ト ル⽤に新しいスペ ク ト ルを取り込む場合、 フ ロ ーセルの条件に差がある際には注意す
る必要があ り ます。

理想的には、 同⼀の フ ロ ーセル条件下で、 HPLC 装置がア イ ド ル状態ま たは静止状態の と き に、
キ ュ ベ ッ ト を使⽤し てゼロ スキ ャ ン と サン プルスキ ャ ンの両方を⾏います。

注意：キ ュ ベ ッ ト のスキ ャ ン測定の整合性を損ねないよ う にするには、 キ ュ ベ ッ トはつや
消し面だけを持ち、 丁寧に取り扱っ て く だ さ い。 透明な⽯英に指紋が付 く と、 光路の妨げ
にな り ます。

アパーチ ャ ー

キ ュ ベ ッ ト のつや消し面を上下
に向ける
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3.3.7.1 開始する前に

推奨事項：正確な結果を得るため、 ゼ ロ スキ ャ ン と サ ン プルスキ ャ ン には、 10 mm の光路⻑の
⽯英キ ュ ベ ッ ト および⼀致する⽯英キ ュ ベ ッ ト のペア（同じ製造ロ ッ ト）を使⽤し て く だ さ い。

キ ュベ ッ トを使用してスキ ャ ンを開始する前に：
1. スキ ャ ンする溶離液で フ ローセルを フ ラ ッ シ ュ洗浄し ます。
2. キ ュ ベ ッ トの透明な部分を研磨剤の含まれていない、糸 く ずの出に く い布で拭いて く だ さ い。

キ ュベ ッ トスキ ャ ンを開始するには:

1. 検出器の前面ド ア を開き ます。
2. キ ュ ベ ッ ト ホル ダーを手前に引き出し、 取り外し ます。
3. ス プ リ ン グガ イ ド を手前に向けた状態で、 キ ャ ッ プ を上に向け（ホル ダ ーの方向）、 キ ュ

ベ ッ ト のつや消し面を上下に向けて、 ガ イ ド に沿っ てキ ュ ベ ッ ト（溶離液⼊り）をゆ っ く
り差し込みます。（90 ページの図を参照。）
推奨事項：
• ホル ダ ーが差し込まれた と き に、 キ ュ ベ ッ ト ホル ダ ーのアパーチ ャ を通し て液体が⾒

える よ う に、 キ ュ ベ ッ ト には十分な溶液 (3 mL) を⼊れて く だ さ い。 つ ま り、 アパー
チ ャ ーが液体に完全に覆われる よ う にする必要があ り ます。

• キ ュ ベ ッ ト ホル ダ ーは傾いている ため、 親指や⼈差し指を使⽤し て、 キ ュ ベ ッ ト を ス
ロ ッ ト内に し っ か り と固定し て、 前にス ラ イ ド しないよ う に し て く だ さ い。 キ ュ ベ ッ
ト ホル ダーの交換時に外れないよ う に し て く だ さ い。

4. 壁に当たる まで、 フ ロ ーセルアセン ブ リ ーにキ ュ ベ ッ ト ホル ダーをゆ っ く り と戻し ます。
5. ド ア を閉じ ます。

規則：
• 正しい ク ロ マ ト グ ラ ムを得るため、 キ ュ ベ ッ ト スキ ャ ン を実⾏し た後には、 検出器か

ら キ ュ ベ ッ ト を取り外し て空のホル ダーを取り付けて く だ さ い。
• 最適なシス テム性能を維持するため、 検出器の通常運転を再開する前に、 前面ド ア を

閉めて く だ さ い。
6. 標準の移動相を⼊れたレ フ ァ レ ン スキ ュ ベ ッ ト を差し込み、 ゼロ スキ ャ ン を実⾏し ます。
7. レ フ ァ レ ン スキ ュ ベ ッ ト を移動相に溶けた分析対象物を含むキ ュ ベ ッ ト と交換し、 サン プ

ルスキ ャ ン を実⾏し ます。
8. 保存、 確認、 減算、 再生の機能を使⽤し、 取得し たデー タ を分析し ます。
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3.3.8 フ ローセルおよびシ リ ンジを使用するスキ ャ ン
キ ュ ベ ッ ト がない場合は、 手動で満た し た フ ロ ーセルを使⽤し てスキ ャ ンでき ます。

必要条件：フ ロ ーセルを使⽤し てスキ ャ ン を⾏う場合は、 キ ュ ベ ッ ト を取り外し て く だ さ い。

フ ローセルを使用してスペクトルスキ ャ ンを実⾏するには：
1. シ リ ンジで、 移動相、 またはサン プルが溶解し ている溶媒を フ ロ ーセルに⼊れます。
2. 82 ページの手順に従っ て、 ゼ ロ スキ ャ ン を実⾏し ます。

3. シ リ ンジで、分析対象物を フ ロ ーセルに⼊れ、 82 ページの手順に従っ てサン プルスキ ャ ン
を実⾏し ます。

保存、 確認、 減算と確認、 再生な ど の検出器の機能を使⽤し、 スキ ャ ンデー タ を比較し ます。

3.3.9 ランプ寿命を⻑持ちさせるために
検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ンせずに ラ ン プ寿命を⻑持ち さ せる には、 装置を オ ン の状態に し た ま ま、
重水素ラ ン プのみを オ フ に し ます。

ヒ ン ト：検出器を リ モー ト コ ン ト ロール し ている場合は、 フ ロ ン トパネルか ら ではな く 、 コ ン ト
ロ ー ラ ーの設定で ラ ン プ を オ ン/オ フ でき ます。

推奨事項：「ラ ン プ オ フ」 パ ラ メ ー タ ーの値が 4 時間を超える場合のみラ ン プ を オ フ にする よ う
に設定するか、 手動で ラ ン プ を オ フ にする こ と を推奨し ます。

シス テムを オ フ にせずに ラ ン プ寿命を⻑持ち させるには、 以下のいずれかを実⾏し ます。

• 手動で ラ ン プ電源をオ フ に し、 使⽤時にオ ン にする
• タ イ ム イ ベン ト で ラ ン プがオ ン/オ フ になる よ う設定する
• 外部の接点リ レーを使⽤し て、 ラ ン プのオ ン/オ フ を設定する

手動で ラ ン プのオ ン/オ フ を⾏う には、 Lamp キーパ ッ ド機能 (Shift 1) を使⽤し ます。 ラ ン プが
オ フ になる と、 吸光度画面に 「Lamp off（ラ ン プ オ フ）」 の メ ッ セージが表⽰され、 ラ ン プ ア イ
コ ンが 「X」 付きで表⽰されます。

Lamp キー (Shift 1) で以下を実⾏でき ます。

• ラ ン プ を手動でオ フ ま たはオ ン にする
• ラ ン プの点灯回数を表⽰する
• 現在運⽤中、 ま たは設置以降、 あるいはその両方の ラ ン プ累積点灯時間を表⽰する
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
92 ページ



検出器の前面パネルから手動でランプをオ フ にするには：
1. キーパ ッ ド で Lamp (Shift 1) を押し ます。 

結果：［Lamp Control］画面が表⽰されます。

図 3–34: ［Lamp Control］画面

2. 再度 Lamp (Shift 1) を押す と ラ ン プがオ フ にな り ます。

図 3–35: ランプオ フからオンへのシーケンス

ランプを手動で点灯するには：
1. 吸光度画面の ラ ン プ ア イ コ ン に  X 印が付いている場合は、 Lamp (Shift 1) を押し ます。

2. 再度 Lamp (Shift 1) を押す と ラ ン プがオ ン にな り ます。 
結果：吸光度画面に 「Igniting（点灯中）」 と い う メ ッ セージが表⽰されます。 ラ ン プの点
灯には最大で 1 分かかる場合があ り ます。 ラ ン プが点灯する と、 吸光度画面の ラ ン プ ア イ
コ ンの X 印が消えます。

終夜運転後に タ イムイベン ト メ ソ ッ ド を使⽤してオン/オ フ を⾏う と、ラ ン プの寿命が⻑持ちし ます。

ラ ン プ を オ ン ま たはオ フ に設定するには、 メ ソ ッ ド選択リ ス ト の タ イ ム イ ベ ン ト オ プシ ョ ン を選
択するか、 外部接点リ レーの1つで ラ ン プ を設定し ます。

• タ イ ム イ ベン ト に よ る ラ ン プのオ ン /オ フ設定の詳細については、 73 ページの 「タ イ ム イ
ベン ト、感度イベン ト、および メ ソ ッ ド の設定」および 74 ページの表を参照し て く だ さ い。

• 外部接点リ レーを使⽤し た ラ ン プの設定の詳細は、 64 ページの 「イ ベン ト⼊⼒の設定（接
点リ レー）」 を参照し て く だ さ い。

ラ ン プ オ フ表⽰ ラ ン プ オ ン表⽰
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3.3.10検出器のシ ャ ッ トダウン
検出器の電源を オ フ にする前に、流路に残っ ているバ ッ フ ァ ー移動相を除去する必要があ り ます。

検出器の流路から移動相を取り除 く には：
1. バ ッ フ ァ ー系移動相を  100% HPLC グ レー ド の水に交換し て、3 mL/分で 10 分間システ

ムを フ ラ ッ シ ュ洗浄し ます。
2. 100% 水の移動相を  90:10 の メ タ ノ ール/水の溶液に置換し て、 シス テムの フ ラ ッ シ ュ洗

浄を  2 mL/分で 10 分間⾏います。

推奨手順に従っ て、HPLC で使⽤している イ ンジ ェ ク タ ーのパージ と ポン プのプ ラ イムを⾏います。

検出器のシ ャ ッ トダウン方法：

オ ン/オ フ ス イ ッ チ を押し ます。

注意：カ ラ ムの損傷を防ぐ ため、 以下の手順を実⾏する場合は、 カ ラ ムを取り外し て く だ
さ い。 カ ラ ムを取り外す前に、 カ ラ ムの維持管理ガイ ド を よ く お読み く だ さ い。
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
94 ページ



4 検出器のメンテナンス

メ ン テナ ン ス ス ケジ ュ ールを守り、 本章に記載された内容に従っ て メ ン テナ ン ス を⾏っ て
く だ さ い。 

4.1 Waters テクニカルサービスへの連絡

日本のお客様は、 製品の不備やその他の問題が発生し た場合、 日本ウ ォ ー タ ーズ株式会社
(0120-800-299) までご連絡 く だ さ い。 それ以外のお客様は、Waters Corporation 本社（⽶国
マサチ ュ ーセ ッ ツ州、Milford）または最寄り のウ ォ ー ターズ支社に連絡して く だ さ い。弊社の Web
サ イ ト には、 世界の Waters 事務所の電話番号と電子メ ールア ド レ スが記載されています。
www.waters.com を ご覧 く だ さ い。

Waters に連絡する際は、 以下の情報をお手元にご⽤意 く だ さ い。

• 使⽤し ている メ ソ ッ ド の正常動作チ ェ ッ ク リ ス ト（記⼊済み）
• 症状の特徴
• 装置のシ リ アル番号
• 流量
• 操作時の波⻑と圧⼒
• AU ま たは測定範囲
• 移動相
• 検出器の設定
• カ ラ ムの種類と シ リ アル番号
• フ ィ ル タ ーの設定
• サン プルの種類
• コ ン ト ロールモード（Empower、MassLynx、FractionLynx™ ソ フ ト ウ ェ ア、No interaction

モー ドな ど）
• ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンおよびシ リ アル番号

輸送中の損傷お よ び ク レ ー ム の お申し出に つ い て の詳細は、 Waters Licenses, Warranties,
and Support Services（『Waters 使⽤許諾 ・保証 ・ サポー ト サー ビ ス』）を参照し て く だ さ い。
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4.2 メンテナンス時の注意事項

こ の章では、2489 UV/Vis 検出器のコ ンポーネン ト に問題が生じた場合、および障害防止⽤のメ ン
テナン ス を実施する場合の操作手順について解説し ます。

4.2.1 安全性と取り扱い
2489 UV/Vis 検出器の メ ン テナン ス操作を⾏う際は、 これら の警告を守っ て く だ さ い。

4.2.2 スペアパーツ
本⽂書に言及されているパーツのみを交換して く だ さ い。 スペアパーツの詳細については、Waters
の Web サ イ ト の［Services & Support］ページの［Waters Quality Parts Locator］を参照
し て く だ さ い。

警告：傷害防止の観点か ら、 溶媒の取り扱い、 チ ュ ーブの交換、 および 2489 UV/Vis 検
出器の操作を⾏う場合は、優良試験所基準 (GLP) に必ず従っ て く だ さ い。使⽤する溶剤の
物理的および化学的な性質を確認し て く だ さ い。 使⽤する溶媒については、 化学物質安全
性デー タ シー ト  (MSDS) で確認し て く だ さ い。

警告：感電を防止する方法：
• 検出器カバーを開けないで く だ さ い。保護パネル内の コ ンポーネン ト をユーザーが保守
する こ と はでき ません。

• 装置の メ ン テナン ス を⾏う前に、 検出器の電源を切り、 プ ラ グ を抜いて く だ さ い。

注意：電気部品の損傷防止の観点か ら、 検出器の電源が⼊っ ている間は、 アセン ブ リ ーへ
の電⼒供給を切らないで く だ さ い。 検出器への電⼒供給を完全に切断するには、 モジ ュ ー
ルの電源ス イ ッ チ を 「オ フ」 に し たあ と で壁の AC 電源か ら電源コ ー ド のプ ラ グ を抜き ま
す。 アセン ブ リ ーを取り外す場合は、 電源を切っ た後、 10 秒以上待機し て く だ さ い。
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4.3 基本的な操作手順

注：

• 検出器には、 ユーザーが メ ン テナ ン スでき るパー ツはあ り ません。 検出器の上面カバーは
取り外さないで下さ い。 

• 最適な性能を維持するため、検出器の通常運転を再開する前に、前面ド ア を閉めて く だ さ い。

4.3.1 日常のメンテナンス
本検出器は、 日常の メ ン テナン スが簡単です。 

最適な性能を得るため、

• HPLC シス テムの溶媒リ ザーバー フ ィ ル タ ーを定期的に交換し ます。
• カ ラ ムを⻑持ち させ、 圧⼒変動を抑制するため、 お よびベース ラ イ ン ノ イ ズを低減するた

めに、 溶媒を フ ィ ル タ リ ン グおよび脱気し ます。
• バ ッ フ ァ ー移動相を使⽤し た場合は、 検出器の電源を切るたびに、 検出器を  HPLC グ レー

ド の水で フ ラ ッ シ ュ洗浄し、 さ ら に  5 〜 10% の メ タ ノ ール溶液で洗浄し ます。 こ のプ ロ
セス を実⾏する こ と に よ り、 以下を回避でき ます。
– 溶媒ラ イ ンおよび フ ロ ーセルの目詰ま り。
– コ ンポーネン ト の損傷。
– 細菌の繁殖。

4.4 フ ローセルのメンテナンス

注：検出器の初期化を適切に⾏い、 フ ロ ーセルの寿命を延ばすため、検出器の電源を⼊れる前に、
良 く デガス された溶離液が送液されているのを確認し て く だ さ い。

フ ロ ーセルが汚れている と、 ベース ラ イ ン上の ノ イ ズレベルの増大、 サン プルのエネルギーレベ
ルの低下、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン の失敗、 および検出器の動作に関する その他の問題が発生する こ
と があ り ます。

フ ロ ーセルの ク リ ーニ ン グには、 以下の 2 つの方法があ り ます。

• フ ラ ッ シ ュ洗浄
• 取り外し て ク リ ーニ ン グ

フ ラ ッ シ ュ洗浄し て も問題が改善しない場合は、 フ ロ ーセル を取り外し て ク リ ー ニ ン グ し ます。
必要に応じ て フ ロ ーセル コ ンポーネン ト を交換し ます。

注：フ ロ ーセルの洗浄、 組み⽴て、 部品の交換の際にはガスケ ッ ト を必ず交換し て く だ さ い。
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4.4.1 フ ローセルを洗浄する
前回の分析の汚れが フ ロ ーセルに残っ ている場合、 および検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ン し た後は、 フ
ロ ーセルを フ ラ ッ シ ュ洗浄し て く だ さ い。 フ ロ ーセルが汚れている と、 ベース ラ イ ン に ノ イ ズが
生じ る、 サン プルのエネルギーレベルが低下する、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン が失敗する、 およびその
他の問題が発生する こ と があ り ます。 これら の問題が発生し た場合は、 まず必ず フ ロ ーセルの フ
ラ ッ シ ュ洗浄と パージを実施し て く だ さ い。 

以下のよ う な場合は、 かな らず フ ロ ーセルを フ ラ ッ シ ュ洗浄する必要があ り ます。

• 予想よ り も ノ イ ズが大きい
• ノ イ ズテ ス ト の結果が仕様に適合し ていない
• 検出器が ノ ーマ ラ イ ズに失敗する

バ ッ フ ァ ーを⼊れた移動相を使⽤し た場合は、 電源を切る前に検出器内を洗浄し て く だ さ い。

必要条件：かならずよ く 脱気された溶離液を使⽤し ます。

フ ローセルを フ ラ ッ シ ュ洗浄するには：
1. 溶媒の送液を停止し、 カ ラ ムを取り外し ます。
2. カ ラ ムを、 ユニ オ ン ま たはチ ュ ーブ と と も に交換し ます。

注：移動相が水に溶けない場合は、 まず中間溶媒で フ ラ ッ シ ュ洗浄し ます。
3. 検出器を、 HPLC グ レー ド の水で フ ラ ッ シ ュ洗浄し ます。

4. 100% メ タ ノ ールを フ ローセルに送液して、内部を ク リ ーニング し ます。6895 kPa (69 bar、
1000 psi) を超えないよ う に し て く だ さ い。

5. 汚れがひ ど い場合は、 イ ソ プ ロパ ノ ールな ど の洗浄⼒の⾼い溶媒を フ ロ ーセルに送液し て、
洗浄し ます（オ プシ ョ ン）。6895 kPa (69 bar、1000 psi) を超えないよ う に し て く だ さ い。
注：水と親和性のない移動相の場合は、 最初に中間溶媒を使⽤し て く だ さ い。

6. 移動相の送液を開始し ます。
7. カ ラ ムを取り付けます。
8. フ ロ ーセルの目詰ま り や汚れが解消しない場合は、 逆洗浄を⾏っ て く だ さ い。

注意：フ ローセルの損傷を避けるため、逆洗浄中にはセルに圧⼒をかけすぎないで く だ さ い。

注意：フ ロ ーセルを数日間使⽤しない場合は、 未使⽤の移動相（水 / アセ ト ニ ト リ ルま た
は水/メ タ ノ ールの混合液な ど）で洗浄し、 送液ポー ト にキ ャ ッ プ をするか、 ⾼純度窒素ま
たは⾼純度ヘ リ ウムで フ ロ ーセルを乾燥させます。

注意：フ ローセルの損傷防止のため、フ ローセルの許容圧⼒ 6895 kPa (69 bar、1000 psi)
を超える背圧を発生するおそれのあるチ ュ ーブや装置は、 接続しないで く だ さ い。 
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最適なク リーニングを実⾏する方法： 

1. 検出器の ラ ン プ を消灯し ます。 
2. 溶媒の送液を停止し、 カ ラ ムの イ ン レ ッ ト と フ ロ ーセルの イ ン レ ッ ト チ ュ ーブ を外し ます。

ヒ ン ト：洗浄の効率を上げるため、 カ ラ ムをユニ オ ン と交換し ます。
3. カ ラ ム イ ン レ ッ ト のチ ュ ーブ を フ ロ ーセルの イ ン レ ッ ト に接続し ます。
4. 別の装置が フ ロ ーセルア ウ ト レ ッ ト の下流にある場合、 その装置の手前で接続を外し、 洗

浄し ている間は、 ア ウ ト レ ッ ト のチ ュ ーブ を廃液容器に接続し ます。
5. 混和性の溶媒と  HPLC グ レー ド の水を使⽤し て、 推奨流量で検出器を洗浄し ます。
6. HPLC グレードの水を使⽤して、推奨流量で検出器を洗浄します。移動相が水に溶けない場合

は、 まず中間溶媒を使⽤し て洗浄し ます。
7. 100% アセ ト ニ ト リ ルを推奨流量で フ ローセルに送液し、 内部を ク リ ーニ ン グ し ます。
8. イ ソ プ ロパ ノ ールのよ う な強洗浄溶媒を推奨流量で フ ローセルに送液し ます（オプシ ョ ン）。 

フ ロ ーセルが汚れている場合、 シス テムか ら使⽤でき る検出器をすべて外し、 1% の薄い
酸性液（蟻酸溶液な ど）を推奨流量で フ ローセルに送液し ます。

9. 廃液の pH が中性になる まで、 HPLC グ レー ド の水を使⽤し て推奨流量で洗浄し ます。

10. カ ラ ムを再び取り付け、 移動相の送液を再開し ます。 
必要条件：水と親和性のない移動相の場合は、 最初に中間溶媒を使⽤し て く だ さ い。 

フ ローセルを逆洗浄する方法：
フ ロ ーセルを直接洗浄し ても問題が解決しない場合には、 推奨流量で逆洗浄を⾏います。
1. フ ロ ーセルにつながる イ ン レ ッ ト およびア ウ ト レ ッ ト接続を逆向きに し ます。
2. 推奨流量で、 フ ローセルを約 15 分間洗浄します。 システム圧が低下した ら、 フ ローセルの

ク リ ーニ ン グは完了し ています。
3. フ ロ ーセルの汚れが落ちない、 ま たは詰ま り が解消されない場合は、 その フ ロ ーセルを取

り外し て新しいもの と交換し ます。

4.4.2 フ ローセルの取り外し と ク リーニング
フ ロ ーセルの フ ラ ッ シ ュ洗浄では効果がない場合、 以下の手順に従っ て フ ロ ーセル を取り外し、
ウ ィ ン ド ウ に汚れや損傷がないか、 ガス ケ ッ ト が汚れていないかを点検し ます。 必要に応じ て部
品の ク リ ーニ ン グや交換を⾏います。

フ ロ ーセルアセン ブ リ ーを取り外す前に、 フ ロ ーセルを窒素でパージし て乾か し ます。

フ ローセルをパージするには：
1. 窒素供給ラ イ ン をサン プル イ ン レ ッ ト に接続し て、 サン プル ラ イ ン を廃液まで配管し ます。
2. セルを  25 〜 30 分間、103 〜 138 kPa (1 〜 1.4 bar、15 〜 20 psi) でパージし ます。
3. フ ロ ーセルを完全に乾かし ます。
4. 検出器のア ウ ト レ ッ ト と イ ン レ ッ ト のチ ュ ー ブ を メ イ ン カ ラ ムか ら外し、 キ ャ ッ プ を取り

付けます。

警告：外傷を防ぐ ため、 強酸や強アル カ リ を取り扱う場合は、 必ず保護メ
ガネ と手袋を着⽤し て く だ さ い。
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4.4.3 フ ローセルの分解と組み⽴て

4.4.3.1 開始する前に
フ ロ ーセルの分解および組み⽴て時には、 以下の点に注意し て く だ さ い。

• 汚染を防ぐ ため、 フ ロ ーセルのレ ンズやウ ィ ン ド ウ に触れる際は、 清浄で耐薬品性のある
パウ ダー フ リ ーの手袋を必ず着⽤し て く だ さ い。

• フ ロ ーセルの部品を傷つけないよ う、 注意し て く だ さ い。
• 清潔で糸 く ずの出ない布、 ま たは作業領域の同等に清潔な表面を使っ て、 フ ロ ーセルの取

り外し、 組み⽴て、 交換を⾏います。

必要なツールおよび器材
• 耐薬品性のパウ ダー フ リ ー手袋
• 1/4 イ ン チのマ イ ナス ド ラ イバー
• プ ラ スチ ッ ク製ピ ンセ ッ ト
• 0.9 N•m（128 in-oz ま たは 8 in-lb）に設定された ト ル ク レ ン チ、 1/4 イ ン チのマ イ ナ

ス ド ラ イバー ビ ッ ト付き
• エ タ ノ ールま たは メ タ ノ ール
• フ ロ ーセル リ ビ ル ト キ ッ ト
• 綿棒
• 窒素

分解後の部品は保管し ておいて く だ さ い。 取り外し た部品のほ と ん ど が、 フ ロ ーセルを再度取り
付ける際に必要です。

4.4.3.2 フ ローセルの取り外し

フローセルアセンブリーを取り外す方法：
1. 検出器の電源を切り、 電源コ ー ド を外し ます。
2. ド ア を開き ます。
3. フ ロ ーセルを フ ラ ッ シ ュ洗浄し て乾燥し た後（98 ページを参照）、 検出器への イ ン レ ッ ト

およびア ウ ト レ ッ ト の LC チ ュ ーブ を外し、 キ ャ ッ プ を取り付けます。

4. 1/4 イ ン チのマ イ ナス ド ラ イバーを⽤いて、 フ ロ ーセルアセン ブ リ ーの前面プ レー ト にあ
る  3 本の取り付けねじ を緩めます。

5. アセン ブ リ ーを手前にゆ っ く り と引き出し ます。

注意：フ ロ ーセルの洗浄、 組み⽴て、 部品の交換の際にはガスケ ッ ト を必ず交換し
て く だ さ い。

 

2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
100 ページ



6. 検出器に分析フ ローセルがある場合（Alliance HPLC 2489 UV-Vis では標準）、 検出器の
シ ャ ーシか ら フ ロ ーセル ア セ ン ブ リ ー を取 り外し た際は、 フ ロ ーセル ア セ ン ブ リ ーか ら
キ ュ ベ ッ ト のサブ アセン ブ リ ーを外し て く だ さ い。

図 4–1: キ ュ ベ ッ トサブアセンブリーを取り外した状態の分析フローセルアセン
ブリー

7. フ ロ ーセルアセン ブ リ ーを平ら で清潔な場所に置き ます。
8. フ ロ ーセルを⼀定の期間使⽤しない場合、水/アセ ト ニ ト リ ルの混合液な ど の新しい移動相

を使⽤し て ク リ ー ニ ン グ し、 フ ロ ーポー ト にキ ャ ッ プ をするか、 窒素ま たはヘ リ ウ ムな ど
のガス を  5 〜 10 分間使⽤し て フ ロ ーセルを乾燥させます。

TP01508キ ュ ベ ッ ト サブ アセン ブ リ ー
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4.4.3.3 フ ローセルの分解

TaperSlit フ ロ ーセルは、 以下の コ ンポーネン ト で構成されています。

• フ ロ ーセル本体
• キ ュ ベ ッ ト レ ンズ
• ス プ リ ッ ト リ ン グ（キ ュ ベ ッ ト レ ンズホル ダー）
• キ ュ ベ ッ ト レ ンズねじ
• レ ンズ取り付けねじ
• 出⼝ウ ィ ン ド ウ
• 出⼝ウ ィ ン ド ウ マ ウ ン ト
• ⼊⼝レ ンズホル ダー
• ⼊⼝レ ンズ
• ⼊⼝レ ンズマ ウ ン ト
• ガスケ ッ ト（2個）

図 4–2: Waters TaperSlit フ ローセル

Waters TaperSlit フ ロ ーセルの交換部品には、 フ ロ ーセル リ ビ ル ト キ ッ ト を使⽤し ます。

ヒ ン ト：窒素を使⽤し て、 フ ロ ーセルを ク リ ーニ ン グ し ます。 エ タ ノ ールか メ タ ノ ールを使⽤し
て、 レ ンズ と ウ ィ ン ド ウ を ク リ ーニ ン グ し ます。

洗浄や交換のために フ ローセルの各部品を取り外すには：
1. フ ロ ーセルのキ ュ ベ ッ ト レ ン ズの端にある ノ ッ チ を手前に向けた状態で、 マ イ ナス ド ラ イ

バーを使⽤し て、 キ ュ ベ ッ ト レ ンズねじ を取り外し ます。 

2. 綿棒を フ ロ ーセル ア セ ン ブ リ ーのキ ュ ベ ッ ト の端に差し込み、 ス プ リ ッ ト リ ン グ と キ ュ
ベ ッ ト レ ンズを取り外し ます。

3. ド ラ イバーを使⽤し て、 出⼝レ ンズ取り付けねじ を外し ます。

注意：汚染を防ぐ ため、 Waters TaperSlit フ ロ ーセルの分解、 点検、 ク リ ー ニ ン グ、 部
品の交換を⾏う場合、または フ ロ ーセルを アセン ブ リ ー内で取り外し た り交換する場合は、
清潔で耐薬品性のあるパウ ダー フ リ ーの手袋を着⽤し て く だ さ い。

セル出⼝

セル⼊⼝
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4. プ ラ ス チ ッ ク製ピ ンセ ッ ト を使っ て、 出⼝レ ンズ取り付けねじの内側か ら出⼝ウ ィ ン ド ウ
を取り出し ます。

5. プ ラ ス チ ッ ク製ピ ンセ ッ ト ま たは糸 く ずの出ない綿棒を使⽤し て、 透明なプ ラ ス チ ッ ク製
ガスケ ッ ト を取り外し ます。

6. フ ロ ーセルを⼊⼝レ ンズ側に回し ます。
7. マ イ ナス ド ラ イバーを使⽤し て、 ⼊⼝レ ンズねじ を外し ます。
8. プ ラ スチ ッ ク製ピ ンセ ッ ト を使っ て、⼊⼝レンズねじの内側から⼊⼝レンズを取り出し ます。
9. プ ラ ス チ ッ ク製ピ ンセ ッ ト ま たは糸 く ずの出ない綿棒を使⽤し て、 透明なプ ラ ス チ ッ ク製

ガスケ ッ ト を取り外し ます。

下図は、 フ ロ ーセルアセン ブ リ ー内の フ ロ ーセルの全部品を分解し た状態です。

図 4–3: Waters TaperSlit フ ローセル、 分解図

4.4.3.4 フ ローセルコ ンポーネン トの点検、 ク リーニング、 および破損したコ ン
ポーネン トの交換

フ ロ ーセルの部品の点検や ク リ ー ニ ン グ、 レ ンズ、 出⼝ウ ィ ン ド ウ、 ガ ス ケ ッ トな ど の フ ロ ーセ
ルの損傷し た部品の交換は、 以下の手順に従っ て⾏っ てか ら、 フ ロ ーセルを組み⽴て直し ます。

推奨事項：フ ロ ーセルを点検および ク リ ー ニ ン グするたびに、 ガスケ ッ ト を交換し て く だ さ い。

フ ローセルを点検およびク リーニングするには：
1. 取り外し た フ ロ ーセルの各部品に汚れがついていないか点検し ます。
2. エ タ ノ ールや メ タ ノ ールを使っ て汚染された部分を清掃し、 窒素で乾かし ます。

注意：汚染を防ぐ ため、 Waters TaperSlit フ ロ ーセルの分解、 点検、 ク リ ー ニ ン グ、 部
品の交換を⾏う場合、または フ ロ ーセルを アセン ブ リ ー内で取り外し た り交換する場合は、
清潔で耐薬品性のあるパウ ダー フ リ ーの手袋を着⽤し て く だ さ い。 糸 く ずの出ない布や同
様の表面な ど、 清潔で平らな表面で作業し て く だ さ い。

�������

セル本体

スプ リ ッ ト リ ン グ

キ ュ ベ ッ ト
レ ンズ

キ ュ ベ ッ ト レ ンズねじ

出⼝ウ ィ ン ド
ウねじ

出⼝ウ ィ ン ド
ウホル ダー

出⼝ウ ィ ン ド ウ
（平面）

ガスケ ッ ト

ガス ケ ッ ト ⼊⼝レ ンズ
ホルダー

⼊⼝レ ンズ
（曲面）

⼊⼝レ ンズねじ
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3. フ ロ ーセル リ ビ ル ト キ ッ ト を使⽤し て、擦り傷な ど の表面の損傷のある フ ローセル部品、ク
リ ーニ ン グ し ても きれいにな らない フ ロ ーセル部品はすべて交換し ます。

4. 次のセ ク シ ョ ンの手順に従っ て フ ロ ーセルを組み⽴てます。

4.4.3.5 フ ローセルの組み⽴て
フ ロ ーセルの ク リ ーニ ン グ、 部品交換の後に、 再度フ ローセルを組み⽴てます。

フ ローセルを組み⽴てるには：
1. プ ラ ス チ ッ ク製ピ ンセ ッ ト を使っ て、 フ ロ ーセル リ ビ ル ト キ ッ ト か ら新しいガス ケ ッ ト を

取り出し、 ホ コ リ が付いていないか確認し ます。
2. 新品のガスケ ッ ト を、 フ ロ ーセル本体の⼊⼝レ ンズの端の最下部にある溝にはめ込みます。
3. 必要に応じ て、 ⼊⼝レ ンズを確認し、 窒素ガスでホ コ リ を除去し ます。
4. プ ラ ス チ ッ ク製ピ ンセ ッ ト を使⽤し て、 曲面側を上に向けて、 ⼊⼝レ ンズを フ ロ ーセル本

体にはめ込みます。
5. ⻩褐⾊の⼊⼝レ ンズホル ダーの曲面を下に向けた状態で、ト ル ク レ ン チ を使⽤し て、フ ロ ー

セルの本体に  0.9 N•m (128 in-oz、 8 in-lb) まで⼊⼝レ ンズねじ を締めます。

6. フ ロ ーセルを出⼝ウ ィ ン ド ウ側に回し ます。
7. プ ラ スチ ッ ク製ピ ンセ ッ ト を使⽤し て、 2 個目の新しいガスケ ッ ト がきれいであるか確認

し ます。
8. 新しいガスケ ッ ト を、 セル本体のキ ュ ベ ッ ト レ ンズの端の最下部にある溝にはめ込みます。
9. 出⼝ウ ィ ン ド ウ がきれいであるか確認し ます。 必要に応じ て、 出⼝ウ ィ ン ド ウ を窒素で ク

リ ーニ ン グ し ます。
10. プ ラ スチ ッ ク製ピ ンセ ッ ト を使⽤して、出⼝ウ ィ ン ド ウ を フ ローセルの本体に取り付けます。
11. ⻩褐⾊の出⼝ウ ィ ン ド ウ ホル ダ ーを下に向けた状態で、 ト ル ク レ ン チ を使⽤し て、 フ ロ ー

セルの本体に  0.9 N•m (128 in-oz、 8 in-lb) まで出⼝ウ ィ ン ド ウねじ を締めます。
ヒ ン ト：ガスケ ッ ト を き っ ち り と密着させるには、出⼝ウ ィ ン ド ウ を交換して出⼝ウ ィ ン ド
ウねじ を締めた後や、キ ュ ベ ッ ト レ ンズを交換してキ ュ ベ ッ ト レ ンズねじ を締めた後、フ ロー
セルの本体が完全に⼊るまで フ ローセルを回し、⼊⼝レンズねじ を  0.9 N•m（128 in-oz ま
たは 8 in-lb）のトル クで締めます。

12. も う⼀度フ ローセル本体の向き を変え、 ⼊⼝レ ンズねじ を  0.9 N•m（128 in-oz ま たは 
8 in-lb）のト ル ク で締めます。

13. も う⼀度フ ロ ーセル本体の向き をキ ュ ベ ッ ト レ ン ズの端に変えて、 も う⼀度出⼝レ ンズね
じ を  0.9N•m（128 in-oz ま たは 8 in-lb）の トル ク で締めます。

14. キ ュ ベ ッ ト レ ンズの曲面側を上に向けた状態で、 キ ュ ベ ッ ト レ ンズねじのマ ウ ン ト内にレ ン
ズを置き ます。

15. 手袋を着⽤し た指で、 ス プ リ ッ ト リ ン グ をキ ュ ベ ッ ト レ ンズの上に置き、 リ ン グが密着す
る まで し っ か り と押し込みます。

16. キ ュ ベ ッ ト ツ ールを使⽤し て、 フ ロ ーセル本体の出⼝レ ンズのマ ウ ン ト端の中にキ ュ ベ ッ
ト レ ンズねじ を締めます。

17. キ ュ ベ ッ ト レ ンズねじ を0.9 N•m（128 in-oz ま たは 8 in-lb）の ト ル ク で締めます。

18. 次のセクシ ョ ンの手順に従っ て、フ ローセルを フ ローセルアセン ブ リ ーに再度取り付けます。
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
104 ページ



4.4.3.6 フ ローセルの交換

検出器は、 標準分析⽤フ ロ ーセルが取り付け られた状態で出荷されます。 以下の場合に フ ロ ーセ
ルを交換し ます。

• フ ロ ーセルが損傷し ている場合。
• オ プシ ョ ンの フ ロ ーセルを使⽤する場合（137 ページの表を参照）。

フ ローセル交換の準備をするには：
1. 最低でも カ ラ ム容量の 10 倍の移動相を使⽤し て カ ラ ムを洗浄し てか ら フ ローセルに接続

し ます。
例：4.6 × 50 mm HPLC カ ラ ムの場合は推奨流量で 10 分間洗浄し ます。

2. 新しい フ ロ ーセルを開梱し て、 検品し ます。
3. 検出器の電源を切り、 電源コ ー ド を外し ます。
4. 前面ド ア を開き ます。
5. 検出器のア ウ ト レ ッ ト と イ ン レ ッ ト のチ ュ ー ブ を メ イ ン カ ラ ムか ら外し、 キ ャ ッ プ を取り

付けます。

フ ローセルを交換するには：
1. 1/4 イ ンチのマ イナス ド ラ イバーを使っ て、 フ ローセルアセン ブ リ ーの前面プレート にある

3 本の取り付けねじ を緩めます。

2. アセン ブ リ ーを手前にゆ っ く り と引き出し ます。
3. 新しい フ ロ ーセルアセン ブ リ ーを検出器に挿⼊し ます。
4. 取り付けねじ を締めます。
5. イ ン レ ッ ト /ア ウ ト レ ッ ト のチ ュ ーブ を  LC シス テムに再接続し ます。

6. 電源コー ド を再び接続し た後、 検出器の電源を⼊れます。

注意：汚染を防ぐ ため、 Waters の特許取得済み TaperSlit フ ロ ーセルの分解、 点検、 ク
リ ー ニ ン グ、 部品の交換を⾏う場合、 ま たは フ ロ ーセルを アセ ン ブ リ ー内で取り外し た り
交換する場合は、 清潔で耐薬品性のあるパウ ダー フ リ ーの手袋を着⽤し て く だ さ い。
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4.5 ランプの交換
推奨事項：ラ ン プの点灯に繰り返し失敗する場合や、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ンが失敗する場合は、検
出器の ラ ン プ を交換する こ と を推奨し ます。 

推奨事項：最低でも週に  1 度は、 検出器の電源を切り、 10 秒間おいて再び電源を⼊れて、 ラ ン
プの自動最適化を実⾏し て く だ さ い。

関連項目：警告メ ッ セージや推奨する対処方法についてはオ ン ラ イ ンヘルプ、 および 118 ペー
ジの 「診断テス ト の実⾏」 を参照し て く だ さ い。

以下では、 検出器の重水素ラ ン プの取り外しおよび交換方法について説明し ます。

4.5.1 ランプの特性
下図に⽰されている よ う に、 重水素ラ ン プの強度は波⻑によ っ て変化し ます。

図 4–4: 重⽔素ランプの強度と波⻑の関係

4.5.2 ランプエネルギーと性能
従来の検出器で使⽤されていた ラ ン プ と同様に、 古 く なる と装置のシグナル対ノ イ ズ比が低下し
ます。 ラ ン プ寿命はユーザーの使⽤する条件や個々の ラ ン プの性能に依存するため、 確実に有効
寿命を決める こ と は困難です。

ま た、 検出器は、 重水素のスペ ク ト ルにわた る、 および ラ ン プの劣化によ る ラ ン プ エネルギーの
変化を補う設計と な っ ています。 こ のため、 検出器は、 タ ン グ ス テ ン ラ ン プな ど の第 2 の ラ ン プ
を使⽤しな く て も可視領域の⻑い波⻑について、 同程度の⾼いシグナル対ノ イ ズ性能で動作する
こ と ができ ます。

検出器では、 電源投⼊時または Calibrate キーを選択する と、 い く つかの自⼰診断テス ト が実⾏
されます。 これら のテ ス ト の 1 つが、 ラ ン プ最適化ソ フ ト ウ ェ アルーチ ンです。 検出器では、 モ
ノ ク ロ メ ー タ ーのキ ャ リ ブ レーシ ョ ン を検証し た後、 スペ ク ト ルの複数の特性範囲でエネルギー
レベルを評価し ます。 フ ロ ン ト エ ン ド エ レ ク ト ロ ニ ク スの取り込み時間が調整され、 これら の範
囲内でシグナルが最大にな り ます。 ⾼いシグナル対ノ イ ズ比を維持するために これら の操作を⾏
います。

強
度

波⻑（nm）190 700
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検出器が動作中に、 少な く と も週に  1 回はラ ン プ最適化ソ フ ト ウ ェ アルーチ ン を実⾏し ます。

最終的には ラ ン プ のシ グ ナルが低減する ため、 交換が必要と な り ます。 エ ネルギー値が 15 nA
（ナ ノ ア ンペア）に近づいた ら、 ラ ン プ を交換し て く だ さ い。 こ の値は、検出器の診断テス ト で採
⽤されている カ ッ ト オ フ値に該当し ます。 ただ し、 結局の と こ ろ、 検出器の性能は、 それぞれの
ア プ リ ケーシ ョ ン に よ っ て異な り ます。 こ のため、 メ ソ ッ ド に と っ て適切である と判断される場
合には ラ ン プ を交換し ます。

検出器のオ ンボー ド診断テ ス ト を使⽤する と、 ラ ン プの使⽤状況を記録し、 ラ ン プのシ リ アル番
号を確認する こ と ができ ます。

4.5.2.1 ランプの交換時期

必要条件：新しい ラ ン プ を取り付けた後は、必ず ラ ン プ交換診断テス ト を実⾏し て く だ さ い（121
ページを参照）。

以下の場合に ラ ン プ を交換し ます。

• 起動時に点灯しない場合。
• ラ ン プのエネルギーレベルが原因で感度が低下し て、 使⽤し ている  LC ア プ リ ケーシ ョ ン

に対し てベース ラ イ ンの ノ イ ズが過大にな っ た場合。

規則：検出器の ラ ン プ を交換するたび、 69 ページの 「サ ン プルおよびレ フ ァ レ ン ス ビ ームエネ
ルギーの記録」 の手順を実⾏し ます。

ラ ン プは、購⼊日か ら  2000 時間または 1 年間（ど ち ら か短い方）は、正し く 点灯し、 キ ャ リ ブ
レーシ ョ ン も合格する こ と が保証されています。

4.5.3 ランプの取り外し

ランプを取り外す方法：
1. キーパ ッ ド を使⽤し て、 <Shift> <Lamp> を押し てか ら、 <Shift> <Lamp> を再度押

し て ラ ン プ を消灯し ます。 
ヒ ン ト：キーパ ッ ド を使⽤し て ラ ン プ を消灯する と、 ⾼温の ラ ン プ に装置の フ ァ ンか ら冷
たい空気が吹き付け られるので、 ラ ン プ を素早 く 冷やす こ と ができ ます。 タ イ ム イ ベ ン ト
を使っ て ラ ン プの電源を切る方法については、Empower ま たは MassLynx のオ ン ラ イ ン
ヘルプ を参照し て く だ さ い。

2. 検出器の電源を切り、 電源コ ー ド を外し ます。

警告：稼働中の ラ ン プハウジン グは、 非常に⾼温にな り ます。 火傷を防ぐ ため、 以下の指
⽰に従っ て く だ さ い。
• ラ ン プ を取り外す際には、 30 分以上の冷却時間を設けて く だ さ い。
• ラ ン プ を取り扱う際は、 ラ ン プ をハウジン グか ら出さないで く だ さ い。

警告：紫外線が目に⼊らないよ う、 下記の注意事項を遵守し て下さ い。
• ラ ン プ を交換する際には、 検出器の電源を切っ て く だ さ い。
• 紫外線フ ィ ル タ ーの付いた防護メ ガネを着⽤し て く だ さ い。
• 装置の稼働中は、 ラ ン プ をハウジン グか ら出さないで く だ さ い。
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3. 消灯後、 ラ ン プが冷える まで 30 分以上待ち ます。

4. 前面ド ア を開き ます。
5. ラ ン プの コ ー ド を電源か ら外し ます。

図 4–5: ランプアセンブリーと電源コネクター

6. ベースの ラ ン プ にある  2 本の取り付けねじ を緩めます。

図 4–6: ランプアセンブリーの取り付けねじ

ラ ン プ アセン
ブ リ ー

電源
コ ネ ク タ ー

取り付けねじ
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7. ラ ン プハ ウジン グか ら ラ ン プ アセン ブ リ ーをゆ っ く り と引き出し ます。

図 4–7: ランプアセンブリーの取り外し

4.5.4 新しいランプの取り付け

重要：新しい ラ ン プのガ ラ ス面は、 手で直接触れないで く だ さ い。 その面に指紋やその他の汚れ
が付 く と、 検出器の動作に悪影響を及ぼ し ます。 ラ ン プ を清掃する必要があ る場合は、 レ ン ズ
テ ィ ッ シ ュ を⽤いて、 エ タ ノ ールでガ ラ ス面を優し く 拭き取っ て く だ さ い。 研磨テ ィ ッ シ ュ は使
わないで く だ さ い。 ま た、 強い⼒を加えないよ う に し て く だ さ い。

始める前に：
1. 新しい ラ ン プ を箱か ら取り出し ます。

注：新しい ラ ン プの機能は図に⽰されている ラ ン プ と は少し異なる可能性があ り ます。
2. 新品の ラ ン プ に埃や汚れが付いている場合は、 ガス ダ ス タ ー ま たはレ ンズテ ィ ッ シ ュ を⽤

いて、 ラ ン プ を ク リ ー ニ ン グ し ます。
3. 111 ページの 「新しい ラ ン プのシ リ アル番号の記録」 の手順に従っ て、 ラ ン プ コ ネ ク タ ー

の ラ ベルに書かれているシ リ アル番号を記録し ます。

必要条件：2489検出器の電源がオ フ にな っ ている こ と、 電源コ ー ド が外れている こ と を確認し
て く だ さ い。

注：ラ ン プ の交換時は、 必ず検出器の電源を オ フ に し て く だ さ い。 新し い ラ ン プの取り付け後、
検出器の電源を オ ン に し、 ラ ン プが暖ま る まで必ず 5 分以上待機し て く だ さ い。

注意：ラ ン プ を廃棄する際は、 ガ ラ ス を割らないよ う注意し て く だ さ い。 ラ ン プの
内部には、 大気圧よ り わずかに低圧のガスが充填されています。 古い ラ ン プは新し
い ラ ン プの箱に⼊れてか ら、 廃棄し て く だ さ い。

警告：危険な紫外線が目に⼊るのを避けるため、 ラ ン プは、 装置の外部にある場合、 また
は所定の位置に正し く取り付け られていない場合には、 点灯しないで く だ さ い。

ラ ン プ アセン ブ リ ー
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新しいランプを取り付けるには：
1. ラ ン プのベースの切れ込みが 1 時の位置にな り、 ラ ン プハ ウジン グの位置合わせピ ン に揃

う よ う に、 ラ ン プの位置を合わせます。 
ヒ ン ト：その他の調整は必要あ り ません。

図 4–8: ランプの調整

2. 慎重に ラ ン プ を奥まで押し込みます。
3. 2 つの取り付けねじ を締めます。

図 4–9: ランプアセンブリーの取り付けねじ

ラ ン プのベースの切
れ込みが 1 時の位置

ラ ン プハウジン グの
位置合わせピ ン

取り付けねじ
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
110 ページ



4. ラ ン プ電源コ ネ ク タ ーを接続し ます。

図 4–10: ランプアセンブリーと電源コネクター

5. 検出器の運転を再開する準備が整っ た ら、 電源コ ー ド を再接続し、 電源を オ ン に し ます。
ヒ ン ト：装置の フ ァ ームウ ェ アは、点灯後ラ ン プが暖ま る まで自動的に  5 分間待機し てか
ら、 動作を再開し ます。

4.5.5 新しいランプのシ リアル番号の記録
注：

• 新しい ラ ン プ を取り付けた後は、必ず ラ ン プ交換診断テス ト を実⾏し て く だ さ い（121 ペー
ジの 「ラ ン プ、 デ ィ ス プ レ イ、 キーボー ド診断テス ト の実⾏」 を参照）。

• こ のセ ク シ ョ ンの手順に従っ て新しい ラ ン プのシ リ アル番号が記録されていない場合、 ラ ン
プの保証が無効にな り ます。

ラ ン プの使⽤時間と点灯回数を定期的に確認でき る よ う、 検出器ソ フ ト ウ ェ ア には、 シ リ アル番
号や新しい ラ ン プの取り付け日を記録し て保存する機能が備わ っ ています。

新しいランプのシ リ アル番号を記録するには：
1. 検出器がウ ォ ームア ッ プ し た ら、 DIAG キーを押し ます。

2. ［4, Lamp, display & keypad］を押し ます。

3. ［1, Change lamp］を押し ます。
ヒ ン ト：こ の手順では、 こ の手順を実⾏する と き に⼊⼒するのは 9 桁の ラ ン プシ リ アル番
号であ り、 ラ ン プの品番ではない こ と に留意し て く だ さ い。

ラ ン プ アセン ブ リ ー

電源
コ ネ ク タ ー
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4. 新しい ラ ン プの 9 桁のシ リ アル番号を⼊⼒し ます。

図 4–11: ランプの交換画面

5. Enter を押し て、 シ リ アル番号を保存し、 「Install date」 フ ィ ール ド に移動し ます。

6. 選択リ ス ト か ら月を選択し、 Enter を  2 回押し て月を更新し、 日を指定する次の フ ィ ール
ド を選択し ます。

7. ラ ン プ を取り付けた日付を指定した ら、 Enter キーを押して これを⼊⼒し、 年を指定する次
の フ ィ ール ド へ移動し ます。

8. 選択リ ス ト か ら年（下 2 桁のみ）を指定し、 Enter を押し て年を更新し、 Hours フ ィ ール
ド に進みます。 
ヒ ン ト：Hours フ ィ ール ドはオ プシ ョ ンです。使⽤時間がすでに記録されている ラ ン プ を
使⽤する場合、 その使⽤時間を⼊⼒し ます。 新しい ラ ン プの場合、 0 時間を⼊⼒する と  0 が
表⽰されます。

9. HOME キーを押し ます。 

10. 「OK to store」 メ ッ セージで、 Enter キーを押し てシ リ アル番号と取り付け日を保存する
か、 Cancel キーを押し て⼊⼒を取り消し ます。

11. 確認メ ッ セージが表⽰された ら、 Enter を押し ます。

12. 手動での波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ン を実⾏し ます（70 ページを参照）。

必要条件：新しい ラ ン プが取り付け られた状態で検証手順を再キ ャ リ ブ レーシ ョ ンするか、 ラ ン
プ交換後に検出器の電源を⼀旦切っ て再投⼊し ます。

4.5.6 ランプのし きい値を設定する
ラ ン プの警告し きい値を設定でき ます。 ラ ン プ使⽤時間がし きい値に⼀致するか、 その値を超え
る と、 警告メ ッ セージが表⽰されます。 既定の警告し きい値は 2000 時間です。

警告メ ッ セージは装置の初回電源投⼊時にも表⽰されます。 ラ ン プ し きい値画面には、 ラ ン プ取
り付け時か ら の合計使⽤時間数が表⽰されます。

図 4–12: ランプ警告し きい値画面
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4.6 ヒ ューズの交換

ヒ ュ ーズホル ダーは検出器の背面パネルにあ り ます（下図を参照）。 134 ページの 「電気的仕様」
に⽰されている定格の ヒ ュ ーズが 2 個取り付け られています。

図 4–13: 2489 UV/Vis 検出器背面パネルのヒ ューズホルダー

検出器には、2 個の 100 〜 240 VAC、50 〜 60 Hz、F 3.15 A、250 V ⾼速ブ ロー、5 × 20 mm
(IEC) ヒ ュ ーズが必要です。

下記のよ う な症状が現れた場合、 ヒ ュ ーズの切断または不良が疑われます。

• 検出器の電源がオ ン にな らない
• フ ァ ンが動作しない

ヒ ューズを交換するには：

必要条件：⽚方の ヒ ュ ーズのみで切断または不良が疑われる場合でも、 ヒ ュ ーズは両方ま と めて
交換し て く だ さ い。

警告：感電防止のため、 ヒ ュ ーズを調べる前に、 検出器の電源を オ フ に し、 プ ラ グ を抜い
て く だ さ い。

ヒ ュ ーズホル
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1. 検出器の電源を オ フ に し て、 電源コ ー ド を電源⼊⼒モジ ュ ールか ら外し ます。

図 4–14: 電源⼊⼒モジュール

2. 検出器の背面パネル上の電源⼊⼒モジ ュ ールの下部にあ る、 ス プ リ ン グ式ヒ ュ ーズホル
ダーの両側をつまみます。

図 4–15: スプリ ング式ヒ ューズホルダーの側面

3. 最小限の⼒を加えて、 ス プ リ ン グ式ヒ ュ ーズホル ダーを取り外し て く だ さ い。

図 4–16: ヒ ューズホルダーの取り外し

4. 両方の ヒ ュ ーズを取り外し て廃棄し ます。
5. 新しい ヒ ュ ーズの定格が適し た ものである こ と を確認し てか ら、 ヒ ュ ーズをホル ダ ーに取

り付け、 次にホル ダ ーを電源モジ ュ ールに取り付けます。 ホル ダ ーは、 所定の位置で ロ ッ
ク される までゆ っ く り と挿⼊し ます。

6. 電源モジ ュ ールに、 電源コ ー ド を接続し ます。

電源⼊⼒モジ ュ ール

ヒ ュ ーズホルダーの側面

ヒ ュ ーズホルダー

電源⼊⼒モジ ュ ール

ヒ ュ ーズ (2)
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5 エ ラーメ ッ セージ、 診断テ ス ト、
トラブルシ ューテ ィ ング

検出器によ り、 シス テムの問題を解決する、 ユーザー診断テ ス ト およびサー ビ ス診断テ ス
ト の両方が提供されます。

5.1 エラーメ ッ セージ

5.1.1 起動時のエラーメ ッ セージ
検出器の電源を オ ン にする と、 起動時の診断テ ス ト が自動実⾏されます。 これら の診断では、 検
出器の電子系統が正し く動作し ているか確認し ます。 診断項目が 1 つでも失敗する と、 検出器は
警告⾳を鳴ら し、 エ ラ ー メ ッ セージが表⽰されます。 重大なエ ラ ーの場合、 吸光度画面の実⾏時
間の部分に、 「エ ラ ー」 が括弧付き  (<Error>) で表⽰されます。

ヒ ン ト：エ ラ ーの可能性を低 く するには、 キ ュ ベ ッ ト ホル ダーが空である こ と、 フ ロ ーセルが脱
気された吸収のない溶媒（メ タ ノ ールま たは水）で満た されている こ と、 お よび前面ド アが し っ
か り閉じ ている こ と を確認し ます。

関連項目：警告メ ッ セージや問題を解決するための推奨対処方法については、 オ ン ラ イ ンヘルプ
を参照し て く だ さ い。
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5.2 ユーザー選択による診断テスト

5.2.1 概要
検出器を ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ し て電子機器および光学系が正し く 動作し ている こ と を確認す
るため、 い く つかの診断テス ト を実⾏でき ます。

ユーザー選択可能な診断テストを実⾏するには：
1. 検出器の前面パネルの DIAG キーを押し ます。

図 5–1: 診断テスト選択リスト

2. 特定の診断テ ス ト に ア ク セ スする には、 上下の矢印キーを押し て テ ス ト を選択し てか ら、
Enter を押し ます。
代替手段：テ ス ト番号に該当するキーパ ッ ド上の数字を押し ます。 その他の選択肢を表⽰
する こ と の選択には、 >> マー ク が付いています。

Sticky 診断テス トは、 無効に しない限り有効です。 テ ス ト がア ク テ ィ ブ にな っ ている場合、検出
器吸光度画面にスパナのア イ コ ンが表⽰されています（下図を参照）。

特定の Sticky 診断テス ト を無効にするには、 既定の設定に リ セ ッ ト し ます。

DIAG を押し、 「1, Reset instrument」 を選択する と、 すべてのア ク テ ィ ブな Sticky 診断テス
ト を無効にでき ます。

Sticky 診断がア ク テ ィ ブでない場合、吸光度画面にはスパナのア イ コ ンが表⽰されません。検出
器の電源を切る と、 すべての Sticky 診断テス ト が無効にな り ます。

図 5–2: Sticky 診断テストがアクテ ィブになっ ている場合の吸光度画面

ユーザーが選択可能な Sticky 診断テス トは、 以下の と お り です。
– 固定（設定）電圧出⼒
– 固定（設定）吸光度⼊⼒
– テ ス ト ピー ク の生成
– 光学フ ィ ル タ ーのオーバー ラ イ ド

スパナア イ コ ン
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注：Sticky 診断テス トは結果に影響を与えます。出⼒電圧または吸光度⼊⼒の変更を消去、 また
は手動で光学フ ィ ル タ ーを交換するには、 診断選択リ ス ト か ら 「1, Reset instrument」 を選択
するか、 検出器の電源を⼊れ直し ます。

下表に、選択リ ス ト の番号順に診断テス ト を⽰し ます（詳細情報については 118 ページを参照）。

表 5–1: 検出器診断テスト

診断テスト 説明
1.装置の リ セ ッ ト すべての診断テス ト を既定に リ セ ッ ト し ます。 Sticky 

診断テス ト が無効にな り、 スパナのア イ コ ンの表⽰が
消えます。

2.サン プルおよびレ フ ァ レ ン ス エネル
ギー

チ ャ ンネル A ま たは B のサン プルおよびレ フ ァ レ ン
ス エネルギーを表⽰でき ます（ナ ノ ア ンペア単位で
表⽰）。

3.⼊⼒および出⼒ >> 4 個の接点リ レー⼊⼒および 2 個のス イ ッ チ出⼒を
コ ン ト ロ ールする診断テス ト の リ ス ト：
• オー ト ゼロ オ フ セ ッ ト
• 固定吸光度
• 固定電圧
• 接点リ レー＆イベン ト
• 前の選択 <<

4.ラ ン プ、 デ ィ ス プ レ イ、 およびキー
パ ッ ド  >>

ラ ン プ、 デ ィ ス プ レ イ、 およびキーパ ッ ド の機能を テ
ス トする診断テス ト の リ ス ト：
• ラ ン プの交換
• キーパ ッ ド のテ ス ト
• デ ィ ス プ レ イ のテ ス ト
• 前の選択 <<

5.サー ビ ス Waters サー ビ ス担当者が実施する診断テス ト。
6.その他の診断 >> テ ス ト ピー ク を生成し て波⻑正確度をチ ェ ッ ク、 ま た

は既定の フ ィ ル タ ー設定をオーバー ラ イ ドする診断テ
ス ト：
• テ ス ト ピー ク の生成
• 光学フ ィ ル タ ーのオーバー ラ イ ド
• 前の選択 <<
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5.2.2 診断テストの実⾏
検出器には、 ユーザーが選択でき る診断テス ト と サー ビ ス担当者が実施するサー ビ ス診断テス ト
があ り ます。 DIAG キーを押す と ユーザー診断テ ス ト に ア ク セスでき ます。 サー ビ ス診断テス ト
は、 資格のある  Waters のサー ビ ス担当者しかア ク セスでき ません。

5.2.2.1 サンプルおよびレ フ ァ レ ンスエネルギー診断テストの実⾏
サン プルおよびレ フ ァ レ ン ス エネルギーの診断テス ト を実⾏して、 アナ ロ グチ ャ ンネルの出⼒をプ
ロ ッ ト し、 ノ イズの変動を調べた り、 AU タ イムト レース（経時記録）と比較する こ と ができます。
サン プルおよびレ フ ァ レ ン ス エネルギーの読み取り値はナ ノ ア ンペア (nA) で表⽰されます。

図 5–3: サンプルおよびレ フ ァ レ ンスエネルギー診断テスト

サンプルおよびレ フ ァ レ ンスエネルギー診断テストを実施するには：
1. DIAG、 2 の順に押し ます。

2. 必要に応じ て波⻑を変更し ます。
3. Enter を押し ます。

結果：新しい波⻑が左へシ フ トする と、 対応するサン プルおよびレ フ ァ レ ン ス エネルギー
が表⽰されます。

4. デ ュ アル波⻑モードで検出器を使⽤している場合は、 A/B キーを押して他の波⻑のサン プル
およびレ フ ァ レ ン ス エネルギーを表⽰し ます。

5.2.2.2 ⼊出⼒診断テストの実⾏
⼊出⼒診断テス トは以下の目的で使⽤し ます。

• オー トゼ ロ オ フ セ ッ ト の表⽰と リ セ ッ ト
• 吸光度設定
• 2 V 出⼒での電圧の設定
• 接点リ レーのモ ニ タ ー と イ ベン ト ス イ ッ チの切り換え
• テ ス ト ピー ク の生成
• 光学フ ィ ル タ ーのオーバー ラ イ ド

⼊出⼒診断テス ト を実⾏するには、⼊出⼒の場合、 DIAG、 3 の順に押し ます。選択リ ス ト が表⽰
されます。
2017 年 12 月 4 日、 715004752JA リ ビ ジ ョ ン  B
118 ページ



図 5–4: ⼊出⼒診断テストの選択リスト

5.2.2.3 オートゼロオ フ セ ッ トの表⽰
⼊出⼒診断の選択リ ス トから、［1 Auto zero offsets］を押します。 この診断テス トでは、 両チ ャ ン
ネルのゼロへのオ フ セ ッ ト値を表⽰する こ と や、 Cancel (Shift 0) を押す こ と に よ っ て リ セ ッ ト
する こ と もでき ます。

図 5–5: オートゼロオ フ セ ッ ト診断の表⽰

5.2.2.4 固定吸光度値の設定
⼊出⼒選択リ ス ト か ら、［2 Fix absorbance］を押し、 チ ャ ンネル A ま たはチ ャ ンネル B の固
定吸光度値を設定し ます。 可能な範囲は -4.0000 AU 〜 4.0000 AU です。 こ の診断テス ト を
使⽤し て感度 (AU) を指定する こ と もでき ます。可能な AU の範囲は、0.0001 〜 4.0000 AU
です。

図 5–6: 固定吸光度診断の表⽰

こ のテ ス ト では、 現在の AU 設定に基づき、 アナ ロ グ出⼒チ ャ ンネルの電圧を設定し ます。 これ
は Sticky 診断テス ト です。
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5.2.2.5 固定電圧出⼒値の設定
⼊出⼒選択リ ス トから、［3 Fix voltage］を押し、 アナログ出⼒の電圧を設定します。両出⼒チ ャ ン
ネルの電圧を  -0.10 V 〜 2.10 V の範囲で選択でき ます。

図 5–7: 固定電圧診断の表⽰

電圧は選択された アナ ロ グチ ャ ンネル（A ま たは B）に適⽤されます。 これは Sticky 診断です。

接点リ レーのモニターと スイ ッ チの設定を⾏うには：
1. ⼊出⼒診断の選択リ ス ト で、［4 Contact closures & events］を押す と、 4 つの接点リ

レー⼊⼒のモ ニ タ リ ン グ と  2 つのス イ ッ チ出⼒の コ ン ト ロ ールができ ます。

図 5–8: 接点リ レーおよびイベン ト診断の表⽰

⼊出⼒診断テ ス ト では、 接点リ レー⼊⼒の状態を リ アル タ イ ムでモ ニ タ ーでき ます。 ⿊丸
は、 接点リ レーが閉じ ている こ と（ON = High）を⽰し ます。 ⽩丸は、 接点リ レーが開い
ている こ と（OFF = Low）を⽰し ます。

2. 出⼒（SW1 および SW2）の場合：

a. Enter を押し て、 ア ク テ ィ ブ ス イ ッ チ を表⽰し ます（点線で囲まれています）。

b. いずれかの数字キーを押す と、 ス イ ッ チの状態が切り替わ り ます（オ ン か ら オ フ へ、
ま たはその反対）。

c. Enter を押し て、 2 番目のス イ ッ チ を選択し ます。
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5.2.2.6 ランプ、 デ ィ スプレイ、 キーボード診断テストの実⾏
ラ ン プ、 デ ィ ス プ レ イ、 およびキーパ ッ ド の診断テス ト に ア ク セスするには、 DIAG、 4 の順に押
し ます。

必要条件：ラ ン プ を交換する前に、検出器の電源を切り、電源コ ー ド の接続を外し ておいて く だ
さ い。

ランプを交換するには：
1. ［Lamp, display & keypad］選択リ ス ト か ら、［1 Change lamp］を押し て、 ラ ン プ交換

診断を表⽰し ます。

図 5–9: ランプ交換診断の表⽰

2. 新しい ラ ン プの 9 桁のシ リ アル番号と取り付け日を⼊⼒し ます。 ⼊⼒するたびに、 Enter
を押し ます。
ヒ ン ト：ラ ン プの交換時には常に こ の診断を実⾏し、 新しいシ リ アル番号と取り付け日を
⼊⼒し ます（ラ ン プの交換手順の詳細については、109 ページおよび 111 ページを参照）。
重要：上述の手順に従っ て新しい ラ ン プのシ リ アル番号を記録し ておかない と、 ラ ン プの
保証が無効にな り ます。 交換前の ラ ン プの取り付け日が検出器の メ モ リ ーに残っ た ま ま に
な り ます。

キーパッ ド診断テストを実⾏するには：
1. ［Lamp, display & keypad］選択リ ス ト か ら、［2 Test keypad］を押し てキーパ ッ ド テ

ス ト を実⾏し ます。

図 5–10: キーパッ ド診断テストの表⽰

2. キーパ ッ ド診断テ ス ト の表⽰で、 いずれかのキーを押し て テ ス ト を開始し ます。 次に、 す
べてのキー を押し終わる ま で、 各キー を押し ます。 キーパ ッ ド が正し く 機能し ていれば、
個々のキーの位置が⿊ く 反転し ます。 次のキーを押す と元に戻り ます。 押し て も反応しな
いキーがある場合は、 Waters のサー ビ ス担当者にお問い合わせ く だ さ い。
規則：キーパ ッ ド診断テス ト を終了するには、 Enter キーを  2 回続けて押し ます。
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デ ィ スプレイ診断テストを実⾏するには：
1. ［Lamp, display & keypad］選択リ ス ト か ら、［3 Test display］を押し てテ ス ト を実⾏

し ます。
結果：デ ィ ス プ レ イ の上か ら下へ、 右か ら左に反転し て⿊ く な っ ていき ます。 その後、
［Lamp, display & keypad］選択リ ス ト に戻り ます。水平方向、垂直方向のいずれか 1 つ
でも完全に反転しなか っ た場合は、 Waters サー ビ ス担当者にお問い合わせ く だ さ い。

2. ［Lamp, display & keypad］選択リ ス ト で、 4 を押し ます。

5.2.2.7 その他の検出器診断テストの実⾏
ユーザー診断テス ト画面には、 さ ら に以下の 2 つのテ ス ト があ り ます。

• テス ト ピー クの生成 – テス ト ピー クの生成を指定し、 デー タシステムをキ ャ リ ブ レーシ ョ ン
し ます。

• 光学フ ィ ル タ ーの手動でのオーバー ラ イ ド  – 検出器の通常の動作モー ド の⼀部と し て指定
されている もの と は異なる フ ィ ル タ ーを選択し ます。

いずれかのテ ス ト を実⾏するには、 DIAG、 5（その他の診断）の順に押し ます。

図 5–11: その他の診断選択リスト

テスト ピークを生成するには、 以下の操作を⾏います。
1. チ ャ ー ト、 ト レース、 ま たは他の出⼒で 100 秒ご と にテ ス ト ピー ク を生成するには、

［Other diagnostics］選択リ ス ト か ら、［1 Generate test peaks］を押し ます。
制限事項：テ ス ト ピー ク生成診断テス トは、 シン グル波⻑モー ド のみで機能し ます。
テ ス ト ピー ク生成診断テス ト を無効に しないかぎ り、 標準偏差 10 秒の約 1 AU のピー ク
が 100 秒間隔で、 ト レース、 チ ャ ー ト ま たはデー タ シス テムの表⽰に、 生成されます。 テ
ス ト ピー ク の振幅は、 フ ィ ル タ ー タ イ ム コ ン ス タ ン ト の影響を受けます。
これは Sticky 診断テス ト です。こ のルーチ ン を選択する と、選択リ ス ト の表⽰が 「Disable
test peaks（テス ト ピー ク を無効にする）」 に変わ り ます。

2. こ の診断テス ト を オ フ にするには、［Other diagnostics］選択リ ス ト で、［1 Disable test
peaks］を押し ます。
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光学フ ィルターをオーバーライドするには：
1. ［Other diagnostics］選択リ ス ト で、［2 Optical filter override］を押し て、 検出器の自

動フ ィ ル タ ー選択を手動でオーバー ラ イ ド し ます。

図 5–12: 光学フ ィルターオーバーライド診断テストの表⽰

2. 光学フ ィ ル タ ーオーバー ラ イ ド診断テス ト の表⽰で、 Enter を押し て以下の フ ィ ル タ ー選
択リ ス ト を表⽰し ます。

ヒ ン ト：通常、 検出器は自動の状態で動作し ます。 これは Sticky 診断テス ト です。

3. 対応する番号を⼊⼒するか、 既定の フ ィ ル タ ーの選択（自動）のま まに し ます。
4. こ の診断テス ト を オ フ にするには、DIAG、1 の順に押すか、選択リ ス ト か ら［Automatic］

を選択し ます。

5.2.3 サービス診断テスト
検出器サー ビ ス診断テス ト には、 資格のある  Waters サー ビ ス担当者のみがア ク セスでき ます。

自動 1

二次 2

なし 3

エル ビ ウム 4

シ ャ ッ タ ー 5
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5.3 トラブルシ ューテ ィ ング

こ のセ ク シ ョ ン では、 エ ラ ーの原因と ト ラ ブ ルシ ュ ー テ ィ ン グの推奨操作について説明し ます。
⼀⾒検出器の ト ラ ブル と思われる ものも、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ自身や他の装置が原因と な っ ている
場合がある こ と に注意し て く だ さ い。

ほ と ん ど の検出器のト ラ ブルは比較的対処が簡単です。 ト ラ ブルを解決できない場合は、Waters
テ ク ニ カ ルサー ビ スにご連絡 く だ さ い（95 ページ参照）。

5.3.1 診断テスト
本検出器では、 ユーザー選択によ る診断テ ス ト を実施する こ と に よ り、 シス テム上の基本的な問
題を ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グする こ と ができ ます。（診断の説明および使⽤方法については、 オ ン
ラ イ ンヘルプ を参照し て く だ さ い）。

検出器の起動時および使⽤中に表⽰される エ ラ ー メ ッ セージおよび推奨される対処方法について
は、 オ ン ラ イ ンヘルプ を参照し て く だ さ い。

5.3.2 電源サージ
急激な電圧上昇、 ラ イ ン スパイ ク、 および過渡的な電源供給な ど は検出器の動作に悪影響を与え
る こ と があ り ます。 検出器に供給されている電源が正し く 接地され、 これら の問題が生じない こ
と を確認し て く だ さ い。

5.3.3 ハードウ ェ アのトラブルシ ューテ ィ ング
こ のセ クシ ョ ンでは、検出器の⼀般的なハード ウ ェ ア ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グについて説明し ます。

表 5–2: 一般的なシステムのトラブルシ ューテ ィ ング

現象 考えられる原因 対処法
アナ ロ グ出⼒が不正確 AU 設定が変更された AU 設定を リ セ ッ ト し ます。
起動時のキ ャ リ ブ レー
シ ョ ン ま たはエネル
ギーエ ラ ー

キ ュ ベ ッ ト が取り付け ら
れているか、 フ ロ ーセル
内に  UV 吸収性サン プル
が残っ ている

1. キ ュ ベ ッ ト を取り外し ます。
2. フ ロ ーセルを フ ラ ッ シ ュ洗浄し ます。
3. 手動でキ ャ リ ブ レーシ ョ ン を実⾏し
ます。

検出器が動作しない ヒ ュ ーズが切れている 前面パネルデ ィ ス プ レ イが操作可能か確認
し、操作不能な場合には背面パネルの AC 
ヒ ュ ーズを交換し ます。

AC 電源に電⼒が供給され
ていない

正常に動作する別の装置を同じ電源に接続
し、 運転でき るか確認し ます。
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重水素ラ ン プが点灯し
ない

ラ ン プの不良 ラ ン プ を交換し ます。
ラ ン プ コ ネ ク タ ーが差し
込まれていない

ラ ン プの コ ネ ク タ ーを正し く 取り付け
ます。

ラ ン プ電源ボー ドの不良
または故障

Waters テ ク ニ カ ルサー ビ スにお問い合わ
せ く だ さ い。

ラ ン プ ス イ ッ チが 「オ フ」
位置にな っ ている

背面パネルの接続、 または メ ソ ッ ド内の タ
イ ム イベン ト を確認し ます。

Ethernet の問題 Ethernet ケーブルの不良
または故障

Ethernet ケーブルを交換し ます。

前面パネルデ ィ ス プ
レ イ が点灯しない

電源が接続されていない 電源の接続を検査し ます。
ヒ ュ ーズが切れている ヒ ュ ーズを確認し、 必要に応じ て交換し

ます。
LCD ま たは コ ン ト ロ ール
ボー ド の不良または故障

Waters テ ク ニ カ ルサー ビ スにお問い合わ
せ く だ さ い。

前面パネルに変な⽂字
が表⽰される

EPROM の故障
LCD コ ン ト ロ ールボー ド
の不良または故障

Waters テ ク ニ カ ルサー ビ スにお問い合わ
せ く だ さ い。

デ ュ アル波⻑モー ド
で、 時間スケールが
不正確

コ ン ト ロ ー ラ ーのサン
プ リ ン グ レー ト が  1 ポ
イ ン ト /秒にな っ ている

デ ュ アル波⻑モー ド では、 1 ポ イ ン ト /秒
のデー タ サン プ リ ン グ レー ト を選択する必
要があ り ます。

キーパ ッ ド が機能し
ない

キーパ ッ ド の不具合 1. 検出器の電源を⼊れ直し、 キーパ ッ ド
診断テス ト を実施し ます。

2. Waters テ ク ニ カ ルサー ビ スにお問い
合わせ く だ さ い。

サン プルおよびレ フ ァ
レ ン ス エネルギーが得
られない

ラ ン プが断線する ラ ン プキーを使⽤し て再点灯を試みます。
ラ ン プ を交換し ます。

ラ ン プが消灯する ラ ン プのア イ コ ン を確認し ます。
サン プルエネルギー と レ フ ァ レ ン ス エネル
ギーの診断テス ト を実⾏し ます。

起動時に ピー ク が測定
範囲を超える エ ラ ー

キ ュ ベ ッ ト が取り付け ら
れている、 移動相の吸光
度が⾼すぎる、 気泡が
ある

1. キ ュ ベ ッ ト ホル ダーか ら キ ュ ベ ッ ト を
取り出し ます。

2. フ ロ ーセル内の移動相に  250 nm を
超える波⻑で吸収がない こ と を確認し
ます。

3. フ ロ ーセル中に気泡が存在しない こ と
を確認し ます。

4. 検出器を再キ ャ リ ブ レーシ ョ ン し ます。
問題が解決されない場合は、 Waters 
テ ク ニ カ ルサー ビ スにお問い合わせ く
だ さ い。

表 5–2: 一般的なシステムのトラブルシ ューテ ィ ング（続き）

現象 考えられる原因 対処法
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5.3.4 ランプのトラブルシ ューテ ィ ング
ラ ン プが原因と考え られる問題でも、 フ ロ ーセル中の気泡や、 ラ ン プの不完全な取り付けに原因
がある こ と があ り ます。 ラ ン プ を交換する前に、 検出器のセルが溶媒で満た されていて、 気泡が
な く 、 現在の ラ ン プが正し く 取り付け られている こ と を確認し て く だ さ い。 
フ ロ ーセルを洗浄する こ と で、 検出器の ラ ン プ強度が低い状態が解消される こ と があ り ます。 こ
れは、 2000 時間以上にわた っ て検出器を使⽤しなか っ た場合に起こ る こ と があ り ます。 
移動相の吸光度は⾒かけ上の ラ ン プの強度に影響し ます。 例えば、 水やアセ ト ニ ト リ ルの透過性
は、 220 nm 未満の波⻑ではメ タ ノ ールよ り⾼ く な り ます。
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A 安全上の注意

Waters の装置およびデバイ ス には、 製品の操作および メ ン テナ ン ス に関連する隠れた危険を警
告するために、 危険記号が表⽰されています。 これら の記号は製品のマ ニ ュ アルに も記載されて
お り、 あわせて危険性やその回避方法が説明されています。 こ の付録には、 Waters 全製品に適
⽤される安全記号および説明が記載されています。

A.1 警告記号

警告記号は、 デバイ スの装置の誤使⽤に伴う死亡、 傷害、 ま たは非常に有害な生理的反応の危険
性を警告し ます。 Waters 装置またはデバイ スの設置、 修理、 および操作を⾏う と きには、 すべて
の警告に注意して く だ さ い。 Waters は、 装置またはデバイ スの設置、 修理、 操作の際に、 安全予
防措置を遵守しなか っ た こ と か ら生じ た傷害または物的損害に対して、 ⼀切の責任を負いません。

以下の記号は、 Waters の装置ま たはデバイ ス、 あるいは装置ま たはデバイ スの構成部品を、 操
作または メ ン テナ ン スする際に発生する こ と がある危険性を警告し ます。 以下の記号のいずれか
がマ ニ ュ アルの説明または手順に表⽰されている場合、 それに付随する説明で該当する リ ス ク を
特定し、 その回避方法を説明し ています。

警告：（⼀般的な危険性。 こ の記号が装置に⽰されている と きは、該当するユーザーマ ニ ュ
アルで安全に関する重要な情報について調べてか ら、 装置を使⽤し て く だ さ い。）

警告：（⾼温の表面への接触によ る火傷の危険性。）

警告：（感電の危険性。）

警告：（出火の危険性。）

警告：（ニー ド ルで刺す危険性。）

警告：（手を挟まれて負傷する危険性。）

警告：（機械類の動作によ る傷害の危険性。）

警告：（紫外線被曝の危険性。）

警告：（腐食性物質に接触する危険性。）

警告：（有毒物質に晒される危険性。）
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A.1.1 特定の警告
以下の警告（記号と テキス ト の両方）が、 特定の装置およびデバイ スのユーザーマ ニ ュ アルに記
載されていた り、 装置やその構成部品に貼付された ラ ベルに表⽰されている場合があ り ます。

A.1.1.1 破裂に関する警告
こ の警告は、 非⾦属チ ュ ーブが装備されている  Waters の装置およびデバイ スに適⽤されます。

A.1.1.2 生物学的有害物質に対する警告
こ の警告は、 生物学的有害物質を含む物質（⼈体に有害な影響を及ぼす可能性のある生物学的因
子を含む物質）の処理に使⽤でき る  Waters の装置またはデバイ スに適⽤されます。

警告：（レーザー光線照射の危険性。）

警告：（健康に深刻な悪影響を与える可能性がある生物因子に晒される危険性。）

警告：（転倒の危険性。）

警告：（爆発の危険性。）

警告：（⾼圧ガス放出の危険性。）

警告：圧⼒が加え られた非⾦属製チ ュ ーブの周辺で作業する場合は、 破裂によ る傷害を防
止するために、 次の点に注意し て く だ さ い。
• 保護メ ガネを着⽤し て く だ さ い。
• 近 く にある火を消し て く だ さ い。
• 加圧されている ま たは折れ曲が っ ているチ ュ ーブ、 あるいはそのよ う な状態にあ っ た
チ ュ ーブは使⽤しないで く だ さ い。

• 非⾦属チ ュ ーブ を化学的に不適合な次の化合物に付着させないで く だ さ い。 テ ト ラ ヒ
ド ロ フ ラ ン、 硝酸、 硫酸等。

• 塩化メ チ レ ンやジ メ チルスルホキシ ドな ど の⼀部の化合物は、 非⾦属製チ ュ ーブ を膨
張させる こ と があ り、 チ ュ ーブは極めて低い圧⼒で破裂する こ と に注意し て く だ さ い。

警告：⼈体からの感染のおそれのある生成物、不活性微生物、 およびその他の生物的物質に
よる感染を防止するため、 取り扱うすべての生体液には感染性がある と想定して く だ さ い。 
（⽶国）国⽴衛生研究所 (NIH) 発⾏、 『Biosafety in Microbiological and Biomedical 
Laboratories (BMBL)』 の最新版に具体的な予防措置が掲載されています。
特に有害物質を取り扱う場合は、常に優良試験所基準 (GLP) に定め られている正しい手順
に従い、 所属する組織の生物学的有害物質の安全担当者に、 感染性物質の適切な使⽤法と
取り扱いについて相談し て く だ さ い。 
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A.1.1.3 生物学的および化学的有害物質に関する警告
こ れ ら の警告は、 生物学的有害物質、 有毒物質、 ま たは腐食性物質が含まれる物質を処理する
Waters 装置およびデバイ スに適⽤されます。

A.2 注意

装置またはデバイ スの使⽤または誤使⽤によ り、 装置またはデバイ スが損傷する可能性や、 非臨
床サン プルの完全性が損なわれる可能性がある と きは、 注意事項が表⽰されます。 感嘆符記号お
よび関連する説明によ っ て、 そのよ う な危険性がある こ と が警告されます。

A.3 「ボトル使用禁止」 記号

「ボ ト ル使⽤禁止」 記号は、 溶媒の こぼれによ る装置損傷の危険を警告するものです。

A.4 必要な保護

防護めがねの使⽤および保護手袋の着⽤記号は、 身体防護⽤具の要件を警告し ています。 御社の
標準操作手順に従っ て適切な防護⽤具を選択し て く だ さ い。

警告：生物学的有害物質、 有毒物質、 または腐食性物質によ る⼈体への汚染を防ぐ ため、 これら
の危険物質の取り扱いに関連する危険性を理解する必要があ り ます。 
こ のよ う な物質の適切な使⽤および取り扱いに関するガ イ ド ラ イ ンは、 ⽶国学術研究会議発⾏の
『Prudent Practices in the Laboratory: Handling and Management of Chemical
Hazards』 の最新版を参照し て く だ さ い。
特に有害物質を取り扱う場合は、優良試験所基準 (GLP) に定め られている正しい手順に従い、所
属する組織の安全担当者に こ のよ う な物質を扱う際のプ ロ ト コ ルについて相談し て く だ さ い。

注意：装置のケースの損傷を防ぐ ために、 研磨剤や溶剤を使⽤し て ク リ ー ニ ン グ しないで
く だ さ い。

禁止：こぼれ出し た溶媒によ る装置の損傷を防ぐ ために、 リ ザーバーボ ト ルを装置または
デバイ スの上や前面の棚に直接置かないで く だ さ い。 その代わ り、 こ ぼれた場合には二次
的な抑制手段と し て使⽤するボ ト ル ト レ イ の中に置いて く だ さ い。

必要条件：溶媒ボ トルを再充填または交換する場合は防護めがねを使⽤し ます。

必要条件：サン プルを取り扱う際には、清浄で耐薬品性のあるパウ ダー フ リ ーの手袋を必
ず着⽤し て く だ さ い。
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A.5 Waters のすべての装置およびデバイスに適用される警告

こ の装置を操作する際は、標準品質管理手順と こ のセ ク シ ョ ンのガ イ ド ラ イ ン に従っ て く だ さ い。

A.6 ヒ ューズ交換に関する警告

以下の警告はユ ーザー が交換可能な ヒ ュ ー ズ を装着し た装置お よ び デバ イ ス に関係し ま す。
ヒ ュ ーズの種類および定格を記載する情報が、 常にではな く 時々装置またはデバイ ス に表⽰され
ます。

装置またはデバイスにその情報が表⽰される場合に、 ヒ ューズの種類および格付けを⾒つけるには

装置またはデバイスにその情報が表⽰されない場合に、 ヒ ューズの種類および格付けを⾒つける
には

注意：規制機関か ら明確な承認を受けずに本装置の変更や改造を⾏う と、本装置のユーザー
と し ての承認が無効になる可能性があ り ます。

警告：圧⼒のかか っ たポ リ マーチ ュ ーブ を扱う と きは、 注意し て く だ さ い。
• 加圧されたポ リ マーチ ュ ーブの付近では、 必ず保護メ ガネを着⽤し て く だ さ い。
• 近 く にある火を消し て く だ さ い。
• 著し く変形し た、 ま たは折れ曲が っ たチ ュ ーブは使⽤しないで く だ さ い。
• 非⾦属チ ュ ーブ には、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン (THF)や⾼濃度の硝酸または硫酸な ど を流さ
ないで く だ さ い。

• 塩化メ チレ ンやジ メ チルスルホキシ ドは、 非⾦属チ ュ ーブの膨張を引き起こす場合があ
り、 その場合、 チ ュ ーブは極めて低い圧⼒で破裂し ます。

警告：ユーザーは、 製造元に よ り指定されていない方法で機器を使⽤する と、 機器が提供
し ている保証が無効になる可能性がある こ と に注意し て下さ い。

警告：火災予防のために、 ヒ ュ ーズ交換では機器ヒ ュ ーズ カバー脇のパネルに記載されて
いる タ イ プおよび定格の ヒ ュ ーズを ご使⽤ く だ さ い。

警告：火災予防のために、ヒ ュ ーズ交換ではメ ン テナン ス項目の「ヒ ュ ーズの交換」に記載さ
れている タ イ プおよび定格の ヒ ュ ーズを ご使⽤ く だ さ い。
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A.7 電気記号および取り扱い記号

A.7.1 電気記号
以下の電気記号および関連する説明が、 装置のマ ニ ュ アルや装置前面または背面のパネルに表⽰
されています。

記号 説明
電源オ ン

電源オ フ

待機

直流
交流
交流（3 相）

安全アース

フ レーム、 ま たはシ ャ ーシ、 端子

ヒ ュ ーズ
機能アース

⼊⼒

出⼒
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A.7.2 取り扱い記号
以下の取り扱い記号およびその関連する説明が、 装置、 デバイ ス、 および構成部品の出荷梱包に
添付された ラ ベルに、 表⽰される こ と があ り ます。 

記号 説明
天地無⽤

湿気厳禁

ワ レ モ ノ注意

吊り下げ禁止

温度上限

温度下限

温度限界
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B 仕様

こ の付録には、 2489 US/Vis 検出器の動作仕様の⼀覧が記載されています。 

注：性能試験を実⾏する前に、 最低でも  2 時間、 検出器が温ま っ て、 平衡状態（ベース ラ イ ンの
安定）に達する よ う に し て く だ さ い。

B.1 物理的仕様

以下の表は、 2489 UV/Vis 検出器の物理的仕様の⼀覧です。

B.2 環境仕様

以下の表は、 2489 UV/Vis 検出器の環境仕様の⼀覧です。

表 B–1: 物理的仕様

属性 仕様
⾼さ 20.8 cm （8.2 イ ン チ）
幅 34.3 cm （13.5 イ ン チ）
奥⾏き 61.0 cm （24.0 イ ン チ）
重量 13.8 kg （30.5 ポン ド）

表 B–2: 環境仕様

属性 仕様
動作温度範囲 4 〜 40 °C (39.2 〜 104 °F)

動作時相対湿度 20 〜 80%、 結露なし
輸送時および保管時の温度範囲 -30 〜 60 °C (-22 〜 140 °F)

輸送時および保管時の湿度範囲 20 〜 85%、 結露なし
騒⾳（装置生成） ≤58 dBA
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B.3 電気的仕様

以下の表は、 2489 UV/Vis 検出器の電気的仕様の⼀覧です。

表 B–3: 電気的仕様

属性 仕様

保護ク ラ ス a

a. 保護クラス I - 感電か ら保護するために装置に⽤い られる絶縁スキームです。 ク ラ ス  I は、電気が流れている部品（導
線）と露出し ている伝導性部品（⾦属製パネル）間の単⼀レベルの絶縁を特定し ます。 露出し ている伝導性部品は接地
シス テムに接続されます。 さ ら に、 こ の接地シス テムは、 電源コ ー ド のプ ラ グの 3 番目のピ ン（接地ピ ン）に接続さ
れます。

ク ラ ス  I

過電圧カ テゴ リ ーb

b. 過電圧カテゴ リー II - 壁の コ ンセン トな ど の ロー カ ルレベルか ら電⼒を供給される装置を対象に し ています。

II

汚染レベルc

c. 汚染度 2 - 電気回路の汚れの基準で、 絶縁耐⼒または表面抵抗率を減少させる場合があ り ます。 レベル 2 は、 通常の
非伝導性の汚れを指し ています。 場合によ っ ては、 結露によ っ て発生する⼀時的な伝導性も予想されます。

2

湿気防止d

d. 湿気防止 - 標準 (IPXO) - IPXO は、 漏れや吹き出した水の進⼊防止対策がないこ と を意味し ます。 該当する場合、 Xは
ほこ り か ら保護されている こ と を⽰すプ レースホルダーです。

標準 (IPXO)

 線間電圧、 公称 接地された  AC

電源の要件 100 Vac 〜 240 Vac、 公称
周波数 50 Hz 〜 60 Hz

ヒ ュ ーズ ヒ ュ ーズ 2 個：
100 〜 240 Vac、 50 〜 60 Hz
F 3.15 A 250 V ⾼速ブ ロー、 5 × 20 mm 
(IEC)

消費電⼒ 195 W（公称）
減衰アナ ロ グ出⼒チ ャ ンネル： 
2 VFS

感度範囲：0.0001 〜 4.000 AU
2 V 出⼒範囲：-0.1 〜 2.1 V

2 つの イベン ト出⼒ 種類：接点リ レー
電圧：30 V
カ レ ン ト：1 A

4 つの イベン ト⼊⼒ ⼊⼒電圧：30 V（最大）
最小時間 100 ms
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B.4 パフ ォーマンス仕様

以下の表は、 2489 UV/Vis 検出器のパ フ ォ ーマ ン ス仕様の⼀覧です。

表 B–4: パフ ォーマンス仕様

属性 仕様
波⻑範囲 190 〜 700 nm

バン ド幅 ≤5 nm

波⻑正確度 ±1.0 nm（特許取得済みのエル ビ ウム フ ィ ル タ ーa経由）

a. ⽶国特許番号：6,423,249 および 6,783,705

波⻑再現性 ±1.0 nm

ベース ラ イ ン ノ イ ズ、
シン グル波⻑（ド ラ イ）b

b. その他報告された逸脱は ASTM E685-93 に従う

≤5 x 10-6 AU、 ピー ク間、 230 nm、 10 ポ イ ン ト /秒、
1.0 s フ ィ ル タ ー、 30 秒のセグ メ ン ト、 ド ラ イ分析フ ローセル

ベース ラ イ ン ノ イ ズ、
シン グル波⻑（ウ ェ ッ ト）b

≤8 x 10-6 AU、 ピー ク間、 230 nm、 10 ポ イ ン ト /秒、
1.0 s フ ィ ル タ ー、 30 秒のセグ メ ン ト、 1 mL/分のアセ ト ニ
ト リ ル、 分析フ ローセル

ベース ラ イ ン ノ イ ズ、
デ ュ アル波⻑（ド ラ イ）b

≤35 x 10-6 AU、 ピー ク間、 230 nm、 280 nm、
1 ポ イ ン ト /秒、 2.0 s フ ィ ル タ ー、 30 秒のセグ メ ン ト、
ド ラ イ分析フ ローセル

ベース ラ イ ン ノ イ ズ、
デ ュ アル波⻑（ウ ェ ッ ト）b

≤45 x 10-6 AU、 ピー ク間、 230 nm、 280 nm、
1 ポ イ ン ト /秒、 2.0 s フ ィ ル タ ー、 30 秒のセグ メ ン ト、
1 mL/分のアセ ト ニ ト リ ル、 分析フ ローセル

直線性b ≤5% (2.5 AU)、 プ ロ ピルパ ラ ベン  (257 nm)

ド リ フ ト b ≤1.0 x 10-4 μAU/Hr、 230 nm、 2 ポ イ ン ト /秒、
1.0 s フ ィ ル タ ー、 30 秒のセグ メ ン ト、 ド ラ イ分析フ ローセル

測定範囲 0.0001 〜 4.0000 AU

フ ィ ル タ ー タ イ ム コ ン ス タ ン
ト の範囲

シン グル波⻑：0.0125 〜 5.0 秒
デ ュ アル波⻑：1 〜 5 秒

サン プ リ ン グ レー ト 80 ポ イ ン ト /秒まで
アナ ロ グサン プ リ ン グ レー ト 10、 20、 40、 80 Hz（チ ャ ンネル A）

10 Hz のみ（チ ャ ンネル B）
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B.5 光学系部品の仕様

以下の表は、 2489 UV/Vis 検出器の光学系部品の仕様の⼀覧です。

B.6 フ ローセルの仕様

以下の表は、 2489 UV/Vis 検出器での Waters フ ロ ーセルの仕様の⼀覧です。 ACQUITY Arc®

シス テムでは、 低分散分析⽤フ ロ ーセルが標準装備です。 ACQUITY Arc Bio シス テムでは、 不
活性の、 低分散分析⽤フ ローセルが標準装備です。

重要：

• 低拡散分析フ ローセルは、ACQUITY Arc シス テムの コ ンポーネン ト と し て、2489 UV/Vis
検出器のみ と互換性があ り ます。 

• 不活性低拡散分析フ ローセルは、 ACQUITY Arc シス テム、 ま たは ACQUITY Arc Bio シ
ス テムの コ ンポーネン ト と し て、 2489 UV/Vis 検出器のみ と互換性があ り ます。

表 B–5: 光学系部品の仕様

属性 仕様
光源 重水素アー ク ラ ン プ、 

保証：2000 時間または 1 年（いずれか先に達し た方)

フ ォ ト ダ イ オー ド 2 シ リ コ ン フ ォ ト ダ イ オー ド（1 対)

2 次フ ィ ル タ ー 波⻑ > 370 nm の場合、 自動的に適⽤
波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ン
フ ィ ル タ ー

エル ビ ウム フ ィ ル タ ー、 起動時または必要に応じ て使⽤

フ ローセルの設計 特許取得済み TaperSlit™ a

a. ⽶国特許番号：US 5,883,721

窒素パージ シ ャ ーシ背面にあるパージ フ ィ ッ テ ィ ン グ に接続
光路⻑ 10 mm（分析セル） 
セル容量 16.3 µL（分析セル）
圧⼒限界 6895 kPa (69 bar、 1000 psi) (分析セル)

接液面の材料 • 標準：316 ス テ ン レ ス スチール、 フ ルオ ロ ポ リ マー、
溶融シ リ カ、 PEEK™

• ACQUITY Arc Bio：フ ルオ ロポ リ マー、 溶融シ リ カ、
MP35N、 PEEK、 チ タ ン
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表 B–6: Waters TaperSlit フ ローセルの仕様：

説明 容量 (L) 光路⻑ (mm)

チ ューブ内径
（インチ） 定格圧⼒ 

(bar/psi)
イン レ ッ ト アウト

レ ッ ト
分析 16.3 10 0.009 0.009 69/1000

低分散分析⽤ 16.3 10 0.005 0.005 69/1000

不活性低拡散分析 16.3 10 0.005 0.005 69/1000

セ ミ分取セル 4.4 3 0.040 0.040 69/1000

マ イ ク ロ ボアセル 4.4 3 0.005 0.005 69/1000

不活性（チ タ ン）セル 16.3 10 0.010 0.010 69/1000

⾼圧セル 16.3 10 0.009 0.009 207/3000

光路⻑可変フ ローセル
(VPF)

0.06 〜 1.2 0.15 〜 3
（⼯場出荷時設定 
0.5 mm）

0.04 0.04 69/1000

自動精製セル 6.0 1.0 0.009 
0.020 
0.040 

IN 1
IN 2
OUT

138/2000
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C 溶媒取り扱い時の注意

C.1 はじめに

C.1.1 汚染防止
汚染防止に関する情報については、Controlling Contamination in Ultra Performance LC/MS
and HPLC/MS Systems（『Ultra Performance LC/MS および HPLC/MS シス テムにおける汚
染の管理』）（品番 715001307）を参照するか、 www.waters.com を ご覧 く だ さ い。

C.1.2 清浄な溶媒
清浄な溶媒を使う こ と で、 再現性のある分析結果が得られ、 装置の メ ン テナ ン スの必要性が最小
限に抑え られます。

汚れた溶媒は、 ベース ラ イ ンの ノ イ ズ と ド リ フ ト の原因になる こ と があ り ます。 溶媒フ ィ ル タ ー
が粒子状物質で目詰ま り する可能性もあ り ます。

C.1.3 溶媒の品質
最良の結果を得る には、HPLC グ レ ー ド の溶媒を使⽤し て く だ さ い。溶媒は使⽤前に、0.45 µm
フ ィ ル タ ーを⽤いて ろ過し て下さ い。 通常、 ガ ラ ス容器内で蒸留する と ロ ッ ト間で純度の差がな
く な り、 これを使⽤する と良好な結果が得られます。

C.1.4 溶媒調製のチ ェ ッ ク リ スト
安定し たベース ラ イ ン と良好な分解能を得るために、 以下のガ イ ド ラ イ ン に従っ て溶媒を調製し
て く だ さ い。

• 0.45 µm の フ ィ ル タ ーで溶媒のろ過を⾏います。
• 溶媒の脱気またはスパージ、 あるいはその両方を⾏います。
• 溶媒を撹拌し ます。
• ド ラ フ ト の近 く や衝撃のある場所に溶媒を置かないよ う に し て く だ さ い。

警告：薬品によ る危険性を回避するため、シス テムを操作する際は、優良試験所基準 (GLP)
を必ず遵守し て く だ さ い。
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C.1.5 ⽔
⾼純度水精製システムに よ っ て精製された水のみを使⽤し て く だ さ い。 水シス テムでろ過された
水が供給されない場合は、 使⽤前に  0.45 µm メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ーでろ過し て く だ さ い。

C.1.6 バッ フ ァー（緩衝液）の使用
バ ッ フ ァ ー を使⽤する場合、 最初に塩を溶解し て、 pH を調整し、 フ ィ ル タ ー をかけて不溶性物
質を除去し ます。

C.1.7 テ トラ ヒ ドロ フ ラン
安定剤を含まないテ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン を⽤いる場合は、 新しい溶媒である こ と を確認し てか ら使
⽤し て く だ さ い。 開封済みのテ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン には汚染物質と し て過酸化物が含まれる ため、
ベース ラ イ ン ド リ フ ト の原因と な り ます。

C.2 溶媒の混和性

溶媒を交換する際には、事前に下記の表を参照し て、使⽤する溶媒の混和性を確認し て く だ さ い。
溶媒の変更時には、 以下の点に注意し て く だ さ い。

• 変更する  2 つの溶媒間に混和性がある場合は、 そのま ま変更でき ます。混和性のない 2 つ
の溶媒間で変更する場合（た と えば ク ロ ロ ホルムか ら水への変更）は、 中間溶媒（イ ソ プ
ロパ ノ ールな ど）が必要です。

• 溶媒の混和性には、 温度が関係し ます。 分析を⾼温で実施する場合は、 ⾼温が溶媒の溶解
性に与える影響を考慮し て く だ さ い。

• 水に溶解し ているバ ッ フ ァ ーは、 有機溶媒と混合し た際に析出する こ と があ り ます。

強バ ッ フ ァ ーか ら有機溶媒に置換する場合は、 蒸留水を⽤いて フ ラ ッ シ ュ洗浄し てか ら、 有機溶
媒を加えて く だ さ い。 

警告：テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ンの汚染物質（過酸化物）は、 ⾼濃度化または乾固する と爆発す
る危険性があ り ます。

表 C–1: 溶媒の混和性：

極性イン
デ ッ クス 溶媒 粘度 CP、

20 °C
沸点 °C 
(1 atm)

混和性番号 
(M)

カ ッ トオ フ  
(nm)

-0.3 N-デ カ ン 0.92 174.1 29 ––

-0.4 イ ソ オ ク タ ン 0.50 99.2 29 210
 0.0 N-ヘキサン 0.313 68.7 29 ––

 0.0 シ ク ロ ヘキサン 0.98 80.7 28 210
 1.7 ブ チルエーテル 0.70 142.2 26 ––
 1.8 ト リ エ チルア ミ ン 0.38 89.5 26 ––
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 2.2 イ ソ プ ロ ピルエーテル 0.33 68.3 –– 220
 2.3 ト ルエ ン 0.59 100.6 23 285
 2.4 P-キシレ ン 0.70 138.0 24 290

 3.0 ベンゼン 0.65 80.1 21 280
 3.3 ベンジルエーテル 5.33 288.3 –– ––
 3.4 メ チ レ ン ク ロ ラ イ ド 0.44 39.8 20 245
 3.7 塩化エチレ ン 0.79 83.5 20 ––
 3.9 ブ チルアル コ ール 3.00 117.7 ––- ––
 3.9 ブ タ ノ ール 3.01 177.7 15 ––
 4.2 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 0.55 66.0 17 220
 4.3 酢酸エチル 0.47 77.1 19 260
 4.3 1-プ ロパ ノ ール 2.30 97.2 15 210

 4.3 2-プ ロパ ノ ール 2.35 117.7 15 ––-

 4.4 酢酸メ チル 0.45 56.3 15、 17 260

 4.5 メ チルエ チルケ ト ン 0.43 80.0 17 330
 4.5 シ ク ロ ヘキサ ノ ン 2.24 155.7 28 210
 4.5 ニ ト ロ ベンゼン 2.03 210.8 14、 20 ––

 4.6 ベンゾ ニ ト リ ル 1.22 191.1 15、 19 ––

 4.8 ジオキサン 1.54 101.3 17 220
 5.2 エ タ ノ ール 1.20 78.3 14 210
 5.3 ピ リ ジン 0.94 115.3 16 305
 5.3 ニ ト ロ エ タ ン 0.68 114.0 –– ––
 5.4 アセ ト ン 0.32 56.3 15, 17 330
 5.5 ベンジルアル コ ール 5.80 205.5 13 ––
 5.7 メ ト キシエ タ ノ ール 1.72 124.6 13 ––
 6.2 アセ ト ニ ト リ ル 0.37 81.6 11、 17 190

 6.2 酢酸 1.26 117.9 14 ––
 6.4 ジ メ チルホルムア ミ ド 0.90 153.0 12 ––
 6.5 ジ メ チルスルホキシ ド 2.24 189.0 9 ––
 6.6 メ タ ノ ール 0.60 64.7 12 210
 7.3 ホルムア ミ ド 3.76 210.5 3 ––
 9.0 水 1.00 100.0 –– ––

表 C–1: 溶媒の混和性：（続き）

極性イン
デ ッ クス 溶媒 粘度 CP、

20 °C
沸点 °C 
(1 atm)

混和性番号 
(M)

カ ッ トオ フ  
(nm)
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C.2.1 混和性番号の使用法
混和性番号（M 番号）は、 液体の標準溶媒に対する混和性を予測する際に使⽤し ます（140 ペー
ジの 「溶媒の混和性」 を参照）。

2 つの液体の混和性を予測するには、 大きい方の M 番号の値か ら小さ い方の M 番号の値を引き
算し ます。

• M 番号の差が 15 以下である  2 つの液体は、 温度 15 °C (59 °F) の条件下で、 任意の比
率で混合でき ます。

• 差が 16 の場合は、臨界共溶温度は 25 〜 75 °C (77 〜 167 °F) で、50 °C (122 °F) が
最適温度です。

• 差が 17 以上の場合、 2 つの液体は混和性がないか、 臨界共溶温度が 75 °C (167 °F) 以
上です。

溶媒の中には、 親油性の度合いが両極端にある溶媒に対し て、 不混和性を⽰すもの もあ り ます。
これら の溶媒には、 2 通り の M 番号が与え られています。

• 1 番目の番号は常に  16 よ り小さ い値であ り、 これは⾼親油性溶媒と の混和性を⽰し ます。
• 2 番目の番号は、 反対端に対する値です。 この両者の値の差が大きい液体には、 非常に限ら

れた混和性しかあ り ません。

た と えば フ ッ化炭素類の中には、 すべての標準溶媒と混和性がないものがあ り、 これら の M 番号
は 0 と32です。 ま た  2 つの M 番号を持つ液体ど う しは、 通常混和性があ り ます。

M 番号の体系では、 ⼀連の標準溶媒に対する混和性を テ ス トする こ と で個々の液体を分類し てい
ます。 その後、混和性のカ ッ ト オ フ ポ イ ン ト に対し て、 15 単位を補正項と し て加算または減算し
ています。

C.3 バッ フ ァー溶媒

バ ッ フ ァ ーを使⽤する場合は、⾼品質の試薬を⽤いて、0.45 µm フ ィ ル タ ーでろ過し て く だ さ い。

使⽤後はバ ッ フ ァ ー を検出シス テムに⼊れた ま ま に しないで く だ さ い。 流路すべて を  HPLC グ
レー ド の水で フ ラ ッ シ ュ洗浄し てか ら、 シス テムを停止し て く だ さ い。 シス テム内に残っ ている
蒸留水はそのま まに しておき ます（1 日以上シ ャ ッ ト ダ ウ ンする場合は、90% HPLC グレードの水
と  10% メ タ ノ ールの混合溶液で洗浄して く だ さい）。 スパージシステムの場合には最低 15 mL、
イ ン ラ イ ンデガ ッ サー等脱気装置では最低 45 mL を使⽤し ます。

C.4 溶媒ボトルの位置

溶媒リ ザーバーは HPLC よ り⾼い位置、 またはポン プや検出器の上に置いて く だ さ い（適切な漏
れ防止対策も⾏います）。
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C.5 溶媒の粘度

⼀般に粘度は、 単⼀溶媒または低圧⼒条件で分析をする限り、 重要な要素ではあ り ません。 ただ
し グ ラ ジ ェ ン ト を分析し ている と き、 溶媒混合の過程で生じ る粘度の変化によ り、 圧⼒変動が起
こ る場合があ り ます。 た と えば水と メ タ ノ ールを  1:1 で混合する と、水や メ タ ノ ールを単独で使
⽤する場合に対し て、 生じ る圧⼒は 2 倍にな り ます。

圧⼒変化の影響の程度が不明な場合、 Chart Out 端子を使⽤して分析中の圧⼒を監視して く だ さい。

C.6 移動相の溶媒の脱気

移動相の問題が ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー問題の う ちの 70% 以上を占めます。特に  220 nm 未満の波
⻑では、 脱気済みの溶媒を使⽤する こ と が重要です。 

脱気によ り、 以下のよ う な効果が得られます。

• ベース ラ イ ンが安定し感度が上がる
• 溶出ピー ク の保持時間の再現性が得られる
• 定量の注⼊量の再現性が得られる
• ポン プ動作の安定性が⾼ま る

C.6.1 気体の溶解性
⼀定容量の液体に溶解する気体の量には限界があ り ます。 こ の量は以下によ っ て異な り ます。

• 気体と液体の化学的な親和性
• 液体の温度
• 液体にかかる圧⼒

移動相の組成、 温度、 または圧⼒の変化はすべて、 ガス放出の原因と なる こ と があ り ます。

C.6.1.1 分⼦間⼒の影響
無極性ガス（N2、 O2、 CO2、 He）は極性溶媒よ り も無極性溶媒に よ く 溶解し ます。 ガ スは⼀般
に、 ガ ス分子同⼠に⾒られる の と同じ よ う な分子間引⼒を持つ溶媒には、 最も よ く 溶解し ます
（「似たもの同⼠でよ く 溶ける」）。

C.6.1.2 温度の影響
温度はガスの溶解性に影響し ます。 溶解熱に発熱を伴う場合、 溶媒の温度を上げれば気体の溶解
度は下が り ます。溶解熱が吸熱である場合、溶媒の温度が上昇する と気体の溶解度が上が り ます。
た と えば、 H2O に対する  He の溶解度は、 温度が上昇する と下が り ますが、 ベ ン ゼ ン に対する
He の溶解度は温度が上昇する と上が り ます。
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C.6.1.3 分圧の影響
⼀定容量の溶媒に溶解する気体の質量は、 溶媒の気相における その気体の分圧に比例し ます。 気
体の分圧が下がる と、 溶解する気体も減少し ます。

C.7 溶媒の脱気方法

こ のセ ク シ ョ ン では、 安定し たベース ラ イ ン を得る ための溶媒の脱気方法について説明し ます。
溶媒を脱気する と、 再現性と ポン プの性能も向上し ます。

溶媒を脱気するには、 以下のいずれかの方法を⽤いる こ と ができ ます。

• ヘ リ ウムスパージ
• 真空脱気

C.7.1 スパージ
スパージは、 溶媒中の溶存気体を不溶性の気体（通常はヘ リ ウム）で置換する こ と に よ っ て脱気
し ます。 スパージを十分に⾏っ た溶媒を使⽤する と ポン プのパ フ ォ ーマ ン スが向上し ます。 ヘ リ
ウ ム スパージに よ っ て溶媒は平衡状態にな り、 こ の平衡状態は緩やかに スパージを続ける こ と、
ま たは溶媒の上をヘ リ ウ ムで覆っ た状態にする こ と で維持されます。 ヘ リ ウ ムで覆う こ と に よ っ
て大気中の気体が再溶解するのを防ぎます。

スパージに よ っ て混合移動相の組成が変化する こ と があ り ます。

C.7.2 真空脱気
イ ン ラ イ ン真空デガ ッ サーはヘン リ ーの法則に従っ て、溶媒か ら溶存ガス を除去し ます。ヘン リ ー
の法則によ る と、 液体に溶解するガスのモル分率は液体上部の気相における そのガスの分圧に比
例する こ と にな り ます。 液体表面の気体の分圧がた と えば排気な ど に よ っ て減少する と、 それに
比例し た量の気体が溶媒か ら放出されます。

真空脱気によ っ て移動相の組成が変化する こ と があ り ます。

C.7.3 溶媒脱気に関する注意事項
ア プ リ ケーシ ョ ン にふ さわしい脱気方法を選択し て く だ さ い。溶存ガス を迅速に除去するために、
以下の点に注意し て く だ さ い。

C.7.3.1 スパージ
ヘ リ ウ ムスパージに よ っ て超⾳波脱気よ り も安定し たベース ラ イ ン と⾼い感度が得られ、 大気中
のガスの再吸収が防止されます。 こ の方法を使⽤する と、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ンやその他の過酸化
物を生成する溶媒では、 酸化が抑制されます。
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C.7.3.2 真空脱気
⻑ く吸引するほ ど、 多 く の溶存ガスが除去されます。 2 つの要因が溶媒脱気の総時間に影響を与
えます：

• 流量 – 低流量では、真空チ ャ ンバーを通過する際にほ と ん ど の溶存気体が除去されます。流
量が大き く なるほ ど、 溶媒の単位容量当た り のガスの除去量は少な く な り ます。

• 脱気メ ン ブ レ ンの表面積 – 各真空チ ャ ンバーの脱気メ ン ブ レ ンの⻑さは⼀定です。 メ ン ブ
レ ン を⻑ く するには、 2 個以上の真空チ ャ ンバーを直列に接続し ます。

Waters 2695 セパレーシ ョ ン モジ ュ ール XE モデルでは、 イ ン ラ イ ン デガ ッ サーを オ プシ ョ ン
と し て後か ら取り付ける こ と も、 ⼯場出荷時に取り付けた状態で納品する こ と も可能です。

C.8 波⻑の選択

C.8.1 一般の溶媒に対する  UV カ ッ トオ フ
下表は、 ⼀部の⼀般的なク ロ マ ト グ ラ ム⽤溶媒の UV カ ッ ト オ フ値（溶媒の吸光度が 1 AU と等
し く なる波⻑）を ま と めた ものです。 カ ッ ト オ フ の近傍またはカ ッ ト オ フ よ り低い波⻑で計測す
る と、 溶媒の吸光度に起因し てベース ラ イ ン ノ イ ズが増加し ます。

表 C–2: 一般的なクロマトグラ フ ィー溶媒における  UV カ ッ トオ フ波⻑：

溶媒 UV カ ッ トオ フ  
(nm) 溶媒 UV カ ッ トオ フ  

(nm)

1-ニ ト ロ プ ロパン 380 エ チ レ ン グ リ コ ール 210

2-ブ ト キシエ タ ノ ール 220 イ ソ オ ク タ ン 215

アセ ト ン 330 イ ソ プ ロパ ノ ール 205

アセ ト ニ ト リ ル 190 塩化イ ソ プ ロ ピル 225

ア ミ ルアル コ ール 210 イ ソ プ ロ ピルエーテル 220

塩化ア ミ ル 225 メ タ ノ ール 205

ベンゼン 280 酢酸メ チル 260

二硫化炭素 380 メ チルエ チルケ ト ン 330

四塩化炭素 265 メ チル イ ソ ブ チルケ ト ン 334

ク ロ ロ ホルム 245 メ チ レ ン ク ロ ラ イ ド 233

シ ク ロ ヘキサン 200 n-ペン タ ン 190

シ ク ロ ペン タ ン 200 n-プ ロパ ノ ール 210

ジエチルア ミ ン 275 n-塩化プ ロ ピル 225

ジオキサン 215 ニ ト ロ メ タ ン 380

エ タ ノ ール 210 ⽯油エーテル 210

酢酸エチル 256 ピ リ ジン 330

エ チルエーテル 220 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 230
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C.8.2 混合移動相
下表では、 その他の溶媒、 バ ッ フ ァ ー、 界面活性剤、 移動相での カ ッ ト オ フ波⻑の近似値を⽰し
ています。 溶媒の濃度については、 最も よ く 使⽤される値を掲載し ています。 他の濃度の吸光度
を使⽤する場合は、 吸光度は濃度に比例するため、 ベールの法則を⽤いて近似値を算定し て く だ
さ い。

硫化エチル 290 ト ルエ ン 285

二塩化エチレ ン 230 キシレ ン 290

表 C–3: さまざまな移動相の波⻑カ ッ トオ フ値：

移動相
UV 
カ ッ トオ フ  
(nm)

移動相
UV 
カ ッ トオ フ  
(nm)

酢酸、 1% 230 塩化ナ ト リ ウム、 1 M 207

酢酸ア ン モ ニ ウム、 10 mM 205 ク エ ン酸ナ ト リ ウム、 10 mM 225

重炭酸ア ン モ ニ ウム、 10 mM 190 ド デシル硫酸ナ ト リ ウム 190

BRIJ 35、 0.1% 190 ギ酸ナ ト リ ウム、 10 mM 200

CHAPS、 0.1% 215 ト リ エ チルア ミ ン、 1% 235

リ ン酸二ア ン モ ニ ウム、
50 mM 

205 ト リ フ ルオ ロ酢酸、 0.1% 190

エ チ レ ンジア ミ ン四酢酸二ナ
ト リ ウム、 1 mM

190 TRIS HCl、 20 mM、 pH 7.0、 
pH 8.0

202、 212

HEPES、 10 mM、 pH 7.6 225 Triton™ X-100、 0.1% 240

塩化水素(塩酸)、 0.1% 190 Waters PIC® 試薬 A、
1 バイ アル/ リ ッ ト ル

200

MES、 10 mM、 pH 6.0 215 Waters PIC 試薬 B-6、
1 バイ アル/ リ ッ ト ル

225

リ ン酸カ リ ウム、 
⼀塩基、 10 mM 
二塩基、 10 mM

190
190

Waters PIC 試薬 B-6、
低 UV、 1 バイ アル/ リ ッ ト ル

190

酢酸ナ ト リ ウム、 10 mM 205 Waters PIC 試薬 D-4、
1 バイ アル/ リ ッ ト ル

190

表 C–2: 一般的なクロマトグラ フ ィー溶媒における  UV カ ッ トオ フ波⻑：（続き）

溶媒 UV カ ッ トオ フ  
(nm) 溶媒 UV カ ッ トオ フ  

(nm)
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C.8.3 発⾊団検出のための波⻑選択
大部分の化合物に含まれている特定の官能基は、 光を選択的に吸収し ます。 これらは発⾊団と呼
ばれ、 サン プル分子の検出を分類するために⽤いる こ と ができ ます。

下表は、 ⼀般的な発⾊団と、 該当する検出波⻑ (max)、 各グループのモル吸光率 (max) を ま と
めた ものです。 こ の情報は、 特定の分析について最適な波⻑を選択する う えで役に⽴ち ます。 特
定の分析での最適な波⻑を求めるために、 波⻑範囲のスキ ャ ンが必要な場合があ り ます。

表 C–4: 発⾊団の検出のための波⻑範囲*：

発⾊団 化学構成 
max 
(nm)

max 
(L/m/cm)

max 
(nm)

max 
(L/m/cm)

エーテル —O— 185 1000

チ オ エーテル —S— 194 4600 215 1600

ア ミ ン —NH2 195 2800

チ オール —SH 195 1400

二硫化物 —S—S— 194 5500 255 400

臭化物 —Br 208 300

ヨ ウ化物 —I 260 400

ニ ト リ ル —CN 160 —

アセチ リ ド —CC— 175-180 6000

スルホン —SO2 — 180 —

オキシム —NOH 190 5000

アジ ド >C=N— 190 5000

エ チ レ ン —C=C— 190 8000

ケ ト ン >C=O 195 1000 270-285 18-30

チオケ ト ン >C=S 205 強
エステル —COOR 205 50

アルデ ヒ ド —CHO 210 強 280-300 11-18

カ ルボキシル —COOH 200-210 50-70

スルホキシ ド >SO 210 1500

ニ ト ロ —NO2 210 強
ニ ト リ ル —ONO 220-230 1000-2000 300-400 10

アゾ —N=N— 285-400 3-25

ニ ト ロ ソ —N=O 302 100

硝酸塩 —ONO2 270 
（シ ョ ル
ダ ー）

12

ア レ ン —(C=C)2—

（非環式）
210-230 21,000

ア レ ン —(C=C)3— 260 35,000
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*Willard, H. H. な ど。Instrumental Methods of Analysis, 6th ed. Litton Educational Publishing, Inc., 1981.Reprinted by
permission of Wadsworth Publishing Co., Belmont, California, 94002.

ア レ ン —(C=C)4— 300 52,000

ア レ ン —(C=C)5— 330 118,000

ア レ ン —(C=C)2—

（脂環式）
230-260 3000-8000

エ チ レ ン/
アセチ レ ン

C=C—CC 219 6,500

エ チ レ ン/
ア ミ ド

C=C—C=N 220 23,000

エ チ レ ン/
カ ルボニル

C=C—C=O 210-250 10,000-
20,000

エ チ レ ン/
ニ ト ロ

C=C—NO2 229 9,500

表 C–4: 発⾊団の検出のための波⻑範囲*：（続き）

発⾊団 化学構成 
max 
(nm)

max 
(L/m/cm)

max 
(nm)

max 
(L/m/cm)
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